
    
      
        
      
    

  

本作品は、縦書き表示での閲覧を推奨いたします。横書き表示にした際には、表示が一部くずれる恐れがあります。




ご利用になるブラウザまたはビューワにより、表示が異なることがあります。
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０４４　なんだか色々状況が変わっているようです？







　オーガロードを倒してギルドマスターとお話しした後、冒険者達を助けた街道まで戻ってそこからハルーラを目指して北上を再開した。

　でも、ＭＰを使い過ぎてふらふらする。うーん、ちょっと休憩したほうがいいかも……

　途中で討伐隊の緊急時の集合場所と思しき所が遠くに見えた。さっき助けた冒険者２人もいるから、多分間違いないと思う。それにしても結構な人数がいるね。あと怪我してる人も結構いるみたい？

　あ、こっちに気付いて手を振ってる。軽く会釈して通り過ぎておこう。面倒事に発展しそうな事は基本的に回避する方向で。





◇






　ふらふらしながらも昼過ぎにはなんとかハルーラの城壁が見える所まで帰ってくる事ができた。このあたりまで来ると薬草採取してる子供達がちらほら見える。うん、でももう無理。休もう。

　という事で少し座って休憩。私は基本的に体力があんまり無いから、正直きつい。

　街道脇に座り込んで水を飲みながら一息ついていると、オーガの討伐隊っぽい人やギルド職員っぽい人達が乗った馬車が何度も目の前を通り過ぎていく。多分オーガの死体運搬のための人足だろう。

　はー、みんな大変だねえ。

　なんて考えながら眺めていたら、ギルドマスターが乗った馬車がやってきた。

「……こんな所でなにやってるんだ？」

「疲れたので休憩してました。あまり体力が無いもので」

「街はもうすぐそこなのにか？」

「はい」

「……そうか。もう少しだ、頑張れよ」

「頑張ります」

　すっごい微妙な顔をされたけど、気にしない。私はまだＥランクだし、年齢的にもまだまだ子供だ。所詮こんなものですよ？




　そのまま座り込んでいると、多分Ｃランクっぽいパーティーが目の前を通りかかって、こっちを指差して笑っていた。私を馬鹿にするような会話も聞こえる。

　ああ、うん。へぼいよね。でもそのへぼいのに助けられたんだよ、貴方達。

　でも面倒な事になるのでそんな事は言わない。私の中身は大人だからね。見逃して進ぜよう。

　というか、私の側にいるノルンを見ても何も気付かないのかな？　洞察力皆無？　まあＣランクって言ってもピンキリって事なんだろうなあ。この、ガッカリＣランクめ！




　その後、更にしばらくすると次にやってきたのは、私が助けた冒険者の２人だ。

「こんな所で何してるんだ？」

「疲れたので休んでます。あまり体力が無いもので」

「……そうなのか」

　また微妙な顔された。いや、わからないでもないけどね。

「ああ、そうだ。改めて礼を言わせてくれ。本当に助かった、ありがとう」

「いえ、気になさらずに」

「そうは言うがな……そうだな、この後はまたしばらくはハルーラにいるんだろう？　なら、何か困った事やわからない事なんかがあったら声を掛けてくれ。俺達にできる範囲でだが、力を貸そう」

「おう、あくまで俺らにできる範囲でだけどな」

「親切の押し売りになってもなんだしな、覚えてたらでいい」

「わかりました、何かあった時はお願いします」

　うん、押し付けがましくなくて感じがいい人達だね。誰かさんと違って。

「な、なんだよ、それ！　俺の時と全然違うじゃないか！」

　わあ、その誰かさんがいた。なんでこういつもいつもタイミング良くいるかなあ？

「俺だって助けるぞ！　なんでも言ってくれ！」

「いえ、結構です」

「なんでだよ！」

「貴方からのお礼はもうお野菜を受け取ってますし、森を出た事に関しては別に貴方は関係ありません。それに森からはそのうち出る予定だったので、多少予定が早くなったという程度の違いでしかないです」

「それは……でも……」

「ニール！　なんでそんなにその子に構うのよ！」

「テス……」

「ほら！　早く帰るわよ！」

「ああ……」

　テスに引き摺ずられるようにニールが連れていかれる。私の心の平穏のためにも、もっとしっかりと手綱を握っていてくださいね？

　その様子を眺めているとコリーがこちらに軽く手を振った後、２人を追いかけていった。あれ？　そういえば常識人のベックさんがいない？　別行動でもしてるのかな？　……まあ、どうでもいいか。

　さて、気分も楽になってきたし、そろそろ街に入ろう。





◇






　体力も回復したところで街に入ると、もう既に大騒ぎになっていた。オーガの群れが実は統率者付きの厄介な連中で、しかもそれの討伐に成功したのだから当然といえば当然なんだけど。

　でも討伐隊に参加した冒険者達の大半は微妙な顔をしてる様子だった。まあオーガロードも自分達で倒したわけじゃないし、群れの半分も私が倒してるわけだからね……それでも我が物顔で威張ってる連中もいて、凄いね、ある意味尊敬する。

　でもまあ私は分け前がもらえて、且つ、自分の平穏が守られればそれでいい。

　という事で騒ぎを尻目に宿を目指す。以前泊まっていた高級宿だ。いや、あのコックさんには辟へき易えきなんだけど、実は他にノルン達が泊まれる設備がある宿屋、無いんだよね。いや、他にも厩うまやがある宿屋はあるにはあるんだけど、間仕切りでノルン達を隔離できるような厩がある宿屋が無いんだよ。




　宿に着いて早速中に。

「あの、泊ま」

「なんで泊まれないんだ！　ここに泊まるためにわざわざ王都から来たんだぞ！」

「申し訳ございません、ただいま満室でして」

「クソ！　噂うわさの料理が食いたくて来たってのに……」

　受付カウンターで大声を上げていた男がぶつぶつ言いながら宿から出ていく。

　……え、なに？

「あ、レンさん！」

「リリーさん」

　私に気付いたリリーさんが食堂の方から駆け寄ってきた。

「戻って来られたんですね！　南の村までって言ってたのに１ヵ月経っても戻って来ないから、もしかしたら何かあったのかと……」

「ちょっと色々ありまして……むしろこちらのほうは何かあったんですか？　お客さんの数が凄いみたいですけど」

「ええ、そうなんです。その……以前レンさんが作った料理をうちのコックが真似して作った、出来損ないの料理があったじゃないですか。あれが他領の領都や王都で噂になってるらしくて……それを食べるためにわざわざハルーラまで来る人が結構いるみたいで」

「……あれを食べるために？」

　……ちょっと理解できない。私はもう食べたくない、お腹壊すから。

「ええ、私もちょっと、とは思いますけど。でも、お陰で商売繁盛！　嬉うれしい悲鳴というやつですね」

「それはそれは……でも、ちょっと困りました。満室では泊まれませんよね？　ノルン達が一緒に泊まれる所は他には無いし……」

「あ！」

「え？」

　リリーさんが声を上げたかと思えば、こちらに近寄ってきてひそひそと小声で話し出した。

「それなんですが、大丈夫です」

「……？」

「ええとうちのオーナーがですね、レンさんのために以前泊まってた時に使われていた部屋を空けておくようにと」

「え？」

「その、今のこの繁盛はレンさんのお陰ですし、そのレンさんがまた戻ってくると言っていたと私が伝えたところ、帰ってきた時にまた泊まってもらえるようにと」

「その、ありがたいんですが、いいんですか？　さっきのお客さんとか……」

「いいんですよ！　経営者の方針ですから！」

　……本当にいいんだろうか。でもここに泊まれるのはありがたいので、お言葉に甘えよう。

　宿泊のための手続きを済ませると、リリーさんの案内で部屋まで移動する。ちなみに今回も連泊するつもりなのでまとめて払っておいた。

「あ、レンさん。私この後、晩ご飯の時間に休憩なんですけど……もしよかったらご一緒してもいいですか？」

「はい、大丈夫ですよ」

「ありがとうございます！」

　うん、いい笑顔です。相変わらず反応が可愛い。





◇






　部屋に入って一息。晩ご飯まではまだ時間があるけど、【創造魔法】の修練をするにもＭＰが無いし、ちょっと仮眠でも取ろうかな。

　流石に今日は疲れた……。





０４５　飯テロは鬼畜の所業ですね







　こんばんは、レンです。仮眠は寝過ごすような事も無く晩ご飯の時間にちゃんと起きられました。少し寝ただけでも大分すっきり。そしてぐうぐうお腹が空きました！




　というわけで早速食堂に移動ー！　あ、当然フードは被ってるよ？

　でも食堂に着いて中を見回すと、満席。超満席。あ、でも１ヵ所空いてる。リリーさんが取っておいてくれたみたい。凄い笑顔で手を振ってるね、可愛い。

　リリーさんの所に合流して軽く会釈。

「リリーさん、こんばんは」

「こんばんは、レンさん」

「こんばんはー！」

　え、誰？

「あ、この子アリサっていいます。一緒にここで働いてるんですけど、丁度休憩時間が同じで。それで、一緒にって誘ったんですけど……迷惑でしたか？」

「いえ、大丈夫ですよ。リリーさんが連れてきたなら、特には」

「あ、はい。そういうのは大丈夫です。いい子ですから」

「はい」

「ちょっとー、なに２人だけでわかり合ってるのー？」

「いえいえ、そんな事はありませんよ？」

「そうだよ、アリサ」

「えー」

　素直ないい子って感じ？　見たところ、青みがかった黒髪ツインテール。背はやや低めで、おっぱいはそこそこ。顔つきは可愛い系？　あと、間延びしたしゃべり方だけど、元気系っぽい。

「さてさて、それでは早速ご飯にしましょうか？」

「えっと、今日は何があるんですか？」

「あー……」

　この宿は基本的に２～３種類程度の料理が用意され、客は好きなものを選んで食べる、という形だった。とはいっても基本的にメインは一つで、スープが数種類あるとか付け合わせのサラダが若干違うとか、そういう程度。

「それがですね、例の料理のお陰でお客さんが増えてるという関係上、用意されてるのは……」

「ああ……」

　アレしか無いのか、何という事だ！　あの油でギトギトの、『オーク肉の……』なんだっけ？　まあ、なんでもいいか。

　何にせよ、アレしか無いというのは困る。また夜中に頻繁にトイレのお世話になる羽目になってしまう。それは流石にもうごめんだ。

「えっと、他には何か無いですか？」

「一応もう一つあります。そっちもレンさんの作ったやつですけど」

　あれ？　なにかあったっけ？　うどんは無理だろうし……

「他に何か作り方がわかるようなもの、作った事ありましたっけ？」

「ありますよ？　覚えてないんですか？　『腸詰めのパン挟み』です」

「腸詰めの……ああ、ホットドッグ」

「ほっとどっぐって言うんですか？」

「はい」

　この世界、どうやらホットドッグも無かったらしい。薄切りにしたパンにハムなどを挟む、という感じのサンドイッチっぽいのは見た事があるけど、わざわざ食材を挟むためだけに切り込みを入れるという発想が無かった模様。サンドイッチっぽいのはあるんだから、そのぐらいは思いつきそうなものだけどねえ？

「取り敢えず持ってきますね」

「私も一緒に行くー！」

　って、２人が料理を取りに行ってすぐに戻ってきた。ついでに私の分も一緒に持ってきてくれた模様。ありがとー。

「これはこれで美味しいんですけど、こっちは作り方が単純なので他の所でも真似して作るところが結構出てきたみたいです」

「挟むだけだしねー」

「あー……でもこれ、このままじゃまだ未完成なんですよ」

「え!?」

「そうなの!?」

「はい、本来はこれと、これ。この二つのソースを掛けて完成です」

【ストレージ】からマスタードとトマトケチャップを取り出しながら説明する。この二つは南の村にいた時に完成させたものだ。

　トマトケチャップは基本的にトマトを煮込んで他にも色々調味料やらなんやら加えて味を調えれば良いけど、マスタードは芥子からしの実の他にも色々必要なものが多くて大変だった。

　りんご酢が無いからワインビネガーで代用しようと思ったら、時期が悪いのか酢が品切れで買えなくて、仕方なくワインから自作してみたり。

　ターメリック……ウコンが見当たらなくて諦めかけていたところで、南の村にいた行商人がたまたま扱っていて買い占めてみたり。

　その時にわかった事だけど、香辛料やハーブは薬草として扱われているものが多くあるようで、それらを手に入れるには薬を扱っている店や商人を訪ねるほうが良いらしい、という事だった。

「こんな感じで……掛けて、完成です」

「おおー……」

「これがこの料理の真の姿……！」

　大おお袈げ裟さな。

「どうぞ召し上がれ？」

「そ、それでは」

「いざー」

　私も手にとって食べる。もしゃもしゃ。うん、この辛味と旨みが合わさって最強に思える。いや、他にも美味しいものなんてたくさんあるけどね。

　ふと２人の様子を見てみると、恍こう惚こつとした顔をして夢中でホットドッグにかじりついていた。見事に蕩とろけきってる。正直言って、若い女の子が公衆の面前でしていい表情じゃないよ？
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「なぁに、これぇ……」

「おいひぃ……」

　この世界、今まで見た限りでは調味料とかソースの類ってあんまり無いからなあ。仕方ないといえば仕方ない。いや、庶民レベルに無いだけで貴族料理にはあるのかも？　うーん、なんとかして一度くらいは食べてみたい。

「おかわりもありますよ？」

「いただきます！」

「私もー！」

　はっはっはっ、たーんとお食べ？

　ちなみに私はひとつ食べた後はスープとサラダを食べてお腹一杯。でも２人は最終的に３つずつ食べて苦しそうにしていた。

　そしてそんな私達の様子を窺うかがっていた周囲の視線がとても痛いので、マスタードとケチャップは早々に仕舞っておいた。なんだか使いたそうにしてる人とか盗ろうとしてるっぽい人とかいたからね。これは私の持ち込みで、ここの備品じゃないのであしからず。

「はあぁぁぁ……」

「ふわぁぁぁ……」

　２人はまだ恍惚としてるけど、流石に周囲の人達が私に声を掛けようとタイミングを計ってるっぽいので、さっさと逃げる事にする。こういう時は逃げるが勝ちなのだー！

「それじゃ私、もう部屋に戻りますね」

「ふぁい……」

「おやすみなひゃい……」




「あ、ちょっと待っ……」

　近くにいた知らない人が声を掛けてきたような気がするけど、聞こえなーい。面倒事はごめんですよー。ばいばーい。





◇






　その後、時間ギリギリにお風呂に入ってから就寝。もしかすると明日の朝は騒ぎになりそうかも？　でももう眠くて仕方ないから、その時になったら何か考えるよ。じゃ、おやすみー。





０４６　死んだ後もオーガは面倒くさい







　朝！

　でも朝食の時間に食堂に行ったら確実に面倒な事になるのがわかってるので、今日は宿を出る時間をずらす事にしました！　いや、昨日は眠さ優先にして寝ちゃったけど、ちゃんと対策は取るよ、うん。

　というわけで朝食は自室でとる事にした。【ストレージ】にいくつか仕舞っておいたのがあるから問題ない。あ、食費込みの宿代がちょっと無駄になるかな？　少し勿もっ体たいないけど仕方ないね……もぎゅもぎゅ。




　食事の後は少し時間を潰して、朝の早い時間帯を避けてこそこそと宿から脱出。もちろんノルン達の回収も忘れない。

　さて、取り敢えずは昨日のオーガのあれこれを片付けておこうかなーという事で、ギルドへ行く事にしようか。





◇






　というわけでやってまいりました、冒険者ギルド。まあやる事と言ってもギルドマスターとのお話し合いくらいのものだけどね。

　とにかくまずは窓口に行って……あれ？　なんだかいつもよりも見られてるような気がするけど、何？

「おい、お前」

　ちょっと立ち止まってきょろきょろ見回してたら見知らぬ冒険者達に声を掛けられた。結構手て練だれっぽい感じの男と、その仲間達、かな？

　うーん、見覚えがあるような無いような……？　あ、昨日の帰り道で私を指差して笑ってた連中だ。

「おい、聞いてるのか！」

「えっと、なんでしょうか？」

　なんだか感じ悪いなあ……

「その狼おおかみ……って事は、やっぱり昨日のあれはお前なのか？」

「……」

「昨日、あれを倒したのはお前なのか!?」

　どうしようこれ。っていうかギルドマスター何やってるの？　全然約束守れてないよ。うーん、取り敢えず何か返事しておかないとまずい？

　んーと、私がやったのは援護射撃だけで、実際にオーガロードの首を刎はねて倒したのはノルンだから、倒したのは私じゃないよね？　うん、何も問題ない。これでいこう。

「違います」

「おい、ふざけるな！　あの時」

「何をしてる！」

　ギルマス登場ー。早くなんとかしてー。

「……」

「何をしているのかと聞いてるんだ」

「……昨日の事で、こいつに聞きたい事が」

「その件に関しては何も聞かないと、さっき誓約書も書いたはずだ。だというのに早々にそれを破るのか？　破った場合どうなるかはわかっているな？　領都にも王都にも連絡を入れると言ったはずだが？　その意味を理解していないのか？」

「それは……」

「ならこの件に関しては終わりだ。もう何も言うな」

「……」

「それと、わかっているだろうが余計な事を言って回ったりもするなよ？　何かあればお前達がやった事として対処するからな？」

「……わかった」

　おおう、なんだか思った以上にしっかりやってたみたい。今の冒険者がお馬鹿なだけだったのか。

「おう、嬢ちゃん。なんだか馬鹿が迷惑掛けたな」

「いえ、そこまででは」

「ここじゃなんだ、ちょっとこっち来い」




　という事で奥の執務室っぽい部屋に連れ込まれました。前にニコルさん達と一緒に話し合いをした部屋と同じ部屋。テーブルを挟んでソファーに座ると、ギルドマスターが大きく溜ため息いきをついた。

「……すまんな。どれだけ釘くぎを刺してもああいう馬鹿がいるもんでな」

「なんとなくわかります」

「安心してくれ、と言うのはちょっとおかしい気もするが、騒いでたのはあいつくらいだ。あいつらは領都の方から来たパーティーでな……後はニールか？　あいつもいい加減にしないと何かしら処罰しないといけなくなるんだがなあ」

「あー」

　ニールに関しては何かあっても自業自得だと思うので、普通にどうでもいい。

「まあ、ここを拠点に動いてる奴らは基本的に大丈夫だろう。軽く釘は刺しておいたが、それを抜きにしても嬢ちゃんに絡んでくるようなのはいないだろうさ」

「なにかあるんですか？」

「……嬢ちゃん、自分がやってた事でどれだけの連中が助かってたのか、わかってないのか？」

「はい？」

「嬢ちゃんは毎回大量に薬草を持ち込んでいただろう？　アレでどれだけの回復薬が作れるかわかるか？　そして主にそれを使うのはどういった連中だと思う？」

「えっと、冒険者？」

「そうだ、冒険者だ。つまり嬢ちゃんは遠回りにだがここの連中を助けてたって話だ」

「えーっと、そういう事になるんですか？」

「おう。長く活動してる冒険者ってのは基本的には義理堅い連中が多い。だからここの連中は何も言ってこないだろうさ」

　そうだったのか、知らなかった。

「それで、今日来たのは取り分の件か？　そっちはもう用意してある。これだ」

「はい」

　革袋を受け取ると、ずしりと重い。いくら入ってるんだろう？

「合計で金貨５００枚になる」

「は？」

「本来ならもっと多くなるんだがな……今回は討伐隊まで組んでるし、それに参加した連中にも分配しないといけないからな。かなり減っちまったが、そこはすまん」

「え？　いや、これで減ってるんですか？」

「本来ならオーガロードだけでも２０００は下らない。そこにオーガ10匹だろう？　半額以下だ」

「はあ……」

　うーん、正直ピンと来ない。でもまあ本来なら討伐は受けられないんだから、そう考えるともらえるだけでも感謝しないとね。

「そこは、本来なら討伐は受けられないわけですから、別に気にしませんよ。もらえるだけでもありがたいです」

「……本当に嬢ちゃんは理解できんな。でもまあ文句が無いって言うならこっちは助かる」

「いえいえ……あ、そうだ」

「ん？　どうした」

「実は……」

　南の村で書いてもらった手紙を渡して事情を説明しておく。これもちゃんと処理しておかないと後々問題になるかもしれないからね。

「マッドブルか……それは売らないのか？」

「えーっと、その……食べたいので」

「あー……わかった、気持ちはわかる。下手すれば超が付くような高級食材だしな」

「すみません」

「いや、いいさ。なら、素材は？」

「ちょっと色々作ろうかと……」

「……残念だ」

　さて、色々話も終わったし、そろそろお暇しようかな？　時間的にもそろそろお昼だし。




　ギルマスと一緒に執務室から事務室に移動してくると、見覚えのある顔が並んでいた。リリーさんとサレナさんだ。

「あれ？　リリーさん？　どうしてここに？」

「あ、レンさん！　えっと、お昼だから姉さんと一緒に食べようかなと思って、誘いに来たんです」

「ああ、なるほど」

　んー、宿に戻ってもまた面倒な事になりそうだし……２人を誘ってこのままここで、っていうのもありかな？

「あの、よかったら私もご一緒してもいいですか？　料理は私の持ち出しという事で」

「いいんですか!?　是非！　是非！」

　おおう、すっごい食いつき。でも何も気にしないでいいのよ！　リリーさんのトロ顔可愛いからね！　可愛い子への餌付けは私の趣味だからね！

「あの、私としても凄く嬉うれしいお誘いなんですけど、よろしいんですか？」

「ええ、大丈夫です」

　はい、サレナさんのトロ顔も正直興奮しますので、むしろご一緒してもらえないと悲しいです。

　あ、それと。

「あの、よかったらギルドマスターもご一緒しませんか？」

「お？　俺か!?　いいのか？」

「ええ、もちろん」

　その、さっきから色々疲れた顔してるから、ちょっと申し訳ないといいますか……この程度の事で労えるなら安いかなーってね？

　……いや、なるべく恩を売っておきたいというのもあるんだけどね。





０４７　追撃の手は緩めません







　というわけで今日はギルドの事務室でみんなとご飯です。

　場所が場所なので安全だろうという事で、流石にフードを下ろした。けど、やっぱりリリーさんとサレナさんがガン見で、ちょっと反応に困る。ギルマスはそんなに気にしてないみたい？

　後は周囲の他のギルド職員達だけど、そこまで気にしてたらご飯どころじゃなくなるので、なるべく気にしないように意識を切り替える事にしよう。




　さてさて！　今日のお昼は私の奢おごり！　というか私が作ったやつ！　では早速メニューの紹介ー！

　まずは、スープ。海老のスープです。

　海老の頭と殻を懇々と煮込んで丁寧に灰あ汁く取りして作った濃厚なやつ。一応ちゃんと最後に味は調えた。これだけでイチコロだと思うけど、まだあるよ。

　次、海老チリ。これは作るのにちょっと苦労した。衣をつけるための片かた栗くり粉こは既に作ったものがあったんだけど、豆トウ板バン醬ジャンが無くて……作るにも材料足りなくて、結局【創造魔法】で豆板醬を作りました。

　ラー油は以前北東の川上の森で唐辛子を見つけたので、暇な時に作っておいたのがあるからなんとか。

　ケチャップや酢も作ったやつがあるし、長なが葱ねぎや他の材料も揃そろってたのでそれで一応作ってみたんだけど、個人的にはちょっと物足りない感じかなあ。要、微調整。

　主食には『炊いた』ご飯。この世界の米のレシピって基本的に煮るか炒いためるかの二択で、個人的には物足りなかったので土鍋を作って炊いてみた。

　この国ではお米は不味いとよく言われてるんだけど、そこはおそらく精米してないのが原因だろうという事でちゃんと精米してから炊いてみた。結果、出来は上々。箸が進むよ、やったね！

　いや、まだ食味が微妙なんだけどね……品種が違うんだろうか……？　うーん？




　かんわきゅーだい！

　私が取り出して並べた料理を見ても、みんな何も言わない。誰も動かない。どしたん？

「えっと、召し上がれ？」

「その、これ、なんですか？」

「海老を使った料理ですね」

「海老って、あの、じゃりじゃりして生臭い？」

「俺も前に領都で食った事があるが、あれはちょっとなあ……」

　おおう、それは背ワタの処理してないって事？　あれ？　もしかしてこの世界の海老料理ってそのレベル？　いや、私の海老チリは【ストレージ】を使って処理済みだからそういうのは大丈夫だけどね。

「あー、それは下した拵ごしらえをちゃんとやってなかったんでしょうね」

「下拵えですか？」

　んー、海鮮類はレシピが少ないっぽいから、下拵えもやり方がわからない感じなのかな？　南の村で出た海鮮料理は当然のようにちゃんと処理してあったんだけどなあ……

　ここの街で食べた他の料理ではちゃんと色々と処理してあったけど、海鮮品の下拵えや処理は内陸部の料理人ではできなくても仕方ないのかもしれない。

「えーと、とにかくそういうのは大丈夫です。食べてみてください」

「……わかりました、では」

　恐る恐るフォークを伸ばすリリーさん。残る２人は固唾を吞のんで見守っている。年下に毒見させるとか、貴方達は鬼か。

　リリーさんが海老チリをひとつ口に運び、咀そ嚼しゃくする。もぐもぐ……一度、ぴたりと止まったかと思えば、肩が震え出した。そしてごくり、と飲み込むと。

「……なんですか、これは！」

　大声を出したか思えば、その後は猛然と食べ始めた。

「こんな！　こんな料理！　初めてで！　もう！」

　そんなリリーさんの様子を見て固まってた２人も、ハッと正気に戻ると料理を食べ始める。

「……なんだ、こりゃ。こんな美味いもの初めて食ったぞ」

「王都や領都の一流レストランでもここまでのものは……」

「それに、このスープだ。恐ろしく濃厚で……これが海老の味なのか？　前に食った時はあの食感と生臭さが気になってよくわからなかったが」

「でもこの濃厚な旨みがこのお米とよく合います。このスープだけでもいくらでもお米がおかわりできそう」

「だが、こっちの海老の料理か？　これがヤバイ。手が止まらん」

「この辛さが後を引いて、もう……ちょっとリリー！　貴方一人で食べ過ぎよ！」

　ははははは。おかわりはまだまだあるよ、たくさんお食べ？




　結局３人はおかわりしまくって打ち上げられたトドのようになってしまった。まさか用意していたお米が全て無くなるとは……ちょっと食べ過ぎじゃないですかね？

「もう無理ですー……」

「もう、食べられません」

「食い過ぎた……動けん」

　でもまだ私のターン終わってないんだよね。

「じゃあ、これは食べられませんね」

「「「!?」」」

　取り出しましたるは、フルーツゼリーでございます。中には果肉も入ってたりする。

　いや、色々考えたんだよ。メープルシロップのお陰で砂糖の代用品は手に入ったけど、牛乳は無い、卵も無い。バターがちょっとあるだけ。

　この世界、大豆はあるし南の村で豆腐も食べた事あるし、豆乳は普通に作れたんだけど、でもそれだけだと焼き菓子なんかはつなぎがないから食感が悪いし……と南の村で試行錯誤してた時に天草が打ち上げられてるのを発見したんだよね。後はそれを採ってきてもらって加工してー、と。

　オーク素材がたくさんあるからそっちから膠にかわをとってゼラチンに加工してもよかったんだけど、そっちは煮込んでる時の臭いが本気でくっさいから、今回は断念。

「なんだこれは……」

「……透き通ってて綺き麗れい……宝石みたい」

「それに、とてもいい香りがします」

　今回作ったのは葡ぶ萄どうのゼリー。赤ワインも少し混ぜたので凄くいい香りがする。ちょっと大人向けっぽい感じ？　絞った果汁とメープルシロップで味も調えてあるけど、甘さは控えめにしておいた。結構色々と頑張ってみた。

　え？　時期的に葡萄はおかしい？　いやいや、これ採ったの去年の秋だから。森に引き籠もってた時に自生してるのを見つけたので、その時に採って【ストレージ】に保存しておいたのね。野生種のはずなのに品種改良したもののように甘くて粒も大きくて、やっぱりこの世界の植生はおかしいってしみじみ思いました、ええ。

「皆さんお腹一杯みたいですから、食べるのは無理ですよね……」

「いえいえ、食べますよ！　むしろ食べさせてください！」

「私も食べます！　甘いものは別ですから！」

「俺も食うぞ！　さっきのやつはとんでもなく美味かった！　これだってどんな味がするのか想像がつかん！」

「えっと、では、召し上がれ？」

　でもこれも初めて見るものだからか、３人ともおっかなびっくりスプーンを差し込んで口に運んでいる。そして咀嚼、嚥えん下げ。

「ふわあ……」

「美味しい……」

「甘いが、くどくないな。程よい甘さで葡萄の風味とのバランスが凄くいい。そして口の中に香りが広がって……これは、やばい……」

　リリーさんは無言で食べてるし、サレナさんは恍こう惚こつとしてる。ギルマスは何かグルメレポーターみたいにぶつぶつ解説しながら食べ続けてる。




　うん、私の完全勝利だね。何に対してかはわからないけど。





０４８　卵と牛乳が欲しいです、切実に







　昼食終了。でも３人とも放心して使いものになりそうにない。話しかけても反応が鈍いのでそのまま放置してお暇する事にした。

　んー、もうお昼過ぎてるし、今日はこれから薬草採取とか行く気はまったく起きない。

　そういえば、南の村への行き帰りで色々スキル増えたんだよなあ。スキル効果はステータス開いて【鑑定】使えばわかるんだけど、習得条件とかはよくわからないし、ちょっと調べてみようかな？　そうと決まれば資料室へレッツゴー。




　というわけで色々調べてみた。

　まずは【ゴーレム生成】【ゴーレム制御】【オートマタ作成】。自動人形の作成にちょっと行き詰まってる感があるから、ちょっと困ってたのだ。

　で、わかった事。多分前提スキルが足りない。

　そもそも【オートマタ作成】は【ゴーレム生成】の上位スキルで、その【ゴーレム生成】も元を辿ると【錬金術】スキルからの派生、という事らしい。ちなみにポーションを作る【調合】も【錬金術】からの派生。【錬金術】スキルの覚え方は調べても載ってなかった。んー……困ったぞ。

【創造魔法】を使って生産をしてると、それに近い類似系統のスキルを覚える、というのはなんとなくだけどわかってた。ただ、そのせいでこういう前提スキルが足りないという奇特な状況になってる、という事かな？　便利だけど不便だなあ、【創造魔法】って。ＭＰ消費多いし。取り敢えず【錬金術】関連は保留かな。




　次に調べたのは【身体制御】スキル。

　これは【肉体維持】スキルの上位スキル、との事。【肉体維持】は怪我や病気で寝込んだりした時の筋力低下を軽減したり、病気になりにくくなるスキル。上位になる【身体制御】の場合はそれらの効果がより高いものになって、更に身体を使ったスキルに補正が掛かったりするらしい。他に身体を使う系統のスキルを覚えやすくなったりするとかなんとか。また、トレーニング効果を高める効果もあるとかで、戦士系の肉体改造に大いに役立つらしい。つまり効率よく身体を動かすためのスキル、という事だね。

　まあ、スキル効果については【鑑定】使って調べたから大体はわかってはいたので、一応の確認だったんだけど。

　覚えるには筋トレとか柔軟とか、そういった身体をより理解して効率よく動かしたり鍛えたりするようなトレーニングをすると覚えやすい、とかなんとか。

　私、日課の最中に覚えたんだけど……いや、もう何も言うまい……。




　そしてもう一つ。

【身体強化：魔力】。オーガロード戦の後に覚えていたスキル。使用するとＳＴＲ・ＶＩＴ・ＡＧＩを上昇させるという非常に強力なものだ。でも使用中はＭＰを消費し続けるという燃費が劣悪極まりないスキルでもある。

　で、調べた結果。覚える条件はよくわからない。私の場合は多分だけど、眼に魔力を通して視力を強化したのが原因じゃないかとは思う。

　そしてこの【身体強化】スキル、魔力による強化以外にも闘気によって強化するタイプもあるらしい。頑張れば両方を覚える事もできるらしいけど、それを成した冒険者はあまりいないとか。

　ちなみに闘気っていうのは戦士系の人が必殺技的に使う剣技とか戦技とかに必須のもので、斬撃を飛ばすとか、広範囲を吹き飛ばすとか、漫画みたいな技を使うのに必要な戦士版の魔力みたいなもの。魔法はＭＰを消費するけど、闘気の場合はＨＰを消費する。なお、ＨＰとＭＰはどっちも使い過ぎて０になると死にます。

　最後に燃費の悪さについてだけど、これに関してはそれを補うスキルがあるらしい。それは魔力、闘気、それぞれにあるらしいんだけど、ここにある資料にはそのスキルが何という名前なのかは書いてなかった。むーん。




【錬金術】のアレコレとか【身体強化】の事が最後までわからなかったせいで、ちょっと消化不良気味で微妙な気分のまま資料室を出た。でもまだまだ日が高い。この後どうしよう？

　んー、さっき消費した分のお米を補充するためにニコルさんのお店に行く事にでもしようかな。





◇






「こんにちは」

「これはこれはレンさん、こんにちは。お米ですか？」

「はい、お願いします」

　ニコルさんのお店に行った時は必ずお米を買っているので、顔を出せばこの反応だ。というかお米を買う時にしか行かないとも言うけど。

「あ、今日は小麦粉もお願いします」

「小麦粉もですね。ロイド、小麦粉も頼む」

「それと製粉前の状態のものもあれば、それもお願いします」

　南の村に遠出した時に小麦粉も使い切ってしまっていたので、これも補充。一気に懐が温かくなったので、どちらもかなりの量をまとめて買う。

　製粉前のものに関しては、麦茶とか作ってみようかなーと思いついたので、ついでに。他に麦芽糖を作って飴あめなんかも試したい。後は、おビール様とか。

　保存を考えると、個人でこんなに大量に買い込んだりすれば普通なら怪しまれるところだけど、そこはニコルさん。私の事情を色々察して何も言ってこない。

「そういえば最近見かけませんでしたが、どこか遠出でもしてたんですか？」

「はい、ちょっと南の村の方まで」

「南の村ですか、声を掛けてくださればご一緒したのに」

　それだと私の自由行動ができなくなるんだよね。そう言ってくるような気がしていたので敢えて挨拶しないで出かけたのだ。

「海の魚も扱えれば色々儲もうかるんですが、私は水魔法も氷魔法も使えませんからね、残念です」

「距離的にはここまでなら多少は頑張れるのでは？」

「冬場なら少しは扱えますが、夏場は無理ですね。それに冬は冬で雪が降ればそれだけで移動が困難になりますし」

「ああ、そういうのもありますか」

　やはり内陸の街で海の魚を食べるのは難しそうだ。

　たまに市場で塩漬けの魚を見た事があるけど、旨みも何も無いらしい。どちらかというと保存食の類だしね……干物なんかの作り方は知ってるけど、別に教える義理は無い。というか、また別の騒ぎの種になるだけだと思うし。というわけで一夜干しとかは個人でこっそり楽しむのである。

「あれ、これって蕎そ麦ば粉こですか？」

　世間話をしながら商品を見ていると覚えのある香ばしい香りがした。蕎麦粉だよね、これ？

「ご存知なんですか？　ええ、蕎麦粉です。水で練って焼いて食べたりしますね」

「……これも頂けますか？」

「それは構いませんが、これも多めに？」

「はい」

　蕎麦粉！　お蕎麦が食べられる！　ガレットもいいなあ……あ、思い出した。

「そういえばちょっとお聞きしたい事があったんですが」

「なんでしょう？」

「卵と牛乳って、どうすれば買えますか？」

「卵と牛乳ですか？」

「はい。ちょっと料理で使いたいもので……」

　そう、卵と牛乳だ。これらがあるのと無いのとだと、作れるレシピの幅が全然違う。料理もお菓子も。

「そうですね……この街で扱ってる卵は領都との間にある村から仕入れています。そこでは養鶏が行われてるので。村の場所は北東の川を越えた先のあたりですね。ですが、この街で卵を買うとなると商業ギルドで直接買い付けるしかありません。ただ、ギルドでの買い付けは商人として登録してないと無理ですので、レンさんがギルドで買うのは少々難しいかと……私が仕入れてそれをお売りする、という形なら可能ですが、販売の際の値段の最低額などの取り決めもありますので、あまりお安くするわけにもいきません」

　詳しく聞いてみると、この街の卵の消費は基本的に代官の貴族様、一部の商人、平民の富裕層のごく一部がほぼ独占してる模様。私が泊まってる宿でたまに食事で出てくるのは余剰分が出た時に仕入れた時だけみたい？　ちなみに販売価格の最低額が決まってるのも市場を乱さないためだとか。

　そして、養鶏自体は王都周辺のいくつかの村で行ってるらしいけど、この街の近くだと領都との間にある村ひとつだけで、その村も基本的には領都の方に多く卸しているらしい。んー。

「村の方に行って直接買い付けるというのはできるんでしょうか？」

「そうですね、交渉次第ではできると思います。ただ、商人ギルドに登録してないと少し難しいかもしれません」

　うーん、でもそっちのほうがまだ買える可能性はあるかな？

「次に牛乳のほうですが、残念ながらこちらは無理でしょうね」

「無理ですか」

「まず、商用に乳牛を育ててる村が王都周辺にしかありません。次に輸送に掛かる時間の問題があります。王都の近くからここまで運ぶとなると、その間に腐らせてしまいます」

　ですよねー。なんとなくそんな気はしてた。

「ですので、代用できるかはわかりませんが山羊の乳はどうでしょう？」

「山羊ですか……」

　前世で昔、飲んだ事がある。正直癖が強くて個人的にはちょっと遠慮したい。

「山羊の乳は使えない事は無いんですが、好みにあまり合わなくて」

「ああ、たまにそういう人もいますね。となると、王都の近くまで行かないと難しいですね……ああ、でも」

「なにかあるんですか？」

「確か、ここから北の方に行った村で少数ですが乳牛を育てていたような記憶が……村内消費の余剰が出た時にたまにここに売りに来たりしていたはずです」

　北かー。ちょっと行ってみようかな？

「えっと、具体的な場所をお聞きしても？」

「レンさんにでしたら構いませんよ。ええとですね……」

　商人にとって仕入れをするための場所は重要な機密だったりするから、教えてもらえるとは驚きだ。でもこれの代価に変な事を言い出されても困るので、そうなる前に早くここから逃げよう。

「ありがとうございます、ちょっと行ってみようと思います」

「あ、私もご一緒しますよ？」

「いえいえ、今すぐにというわけでもありませんので。それに私の都合でそちらの予定を狂わせるのも気が引けますから……それでは」

　買ったものは既に全て収納済み！　早々に離脱！





◇






　さて、大体の村の場所はわかったので、次の遠征先はそこだね。どっちに先に行こうかな？　買うためのお金は多分大丈夫。オーガロード様様だ。

　あ、でもその前に子供達にも顔を見せておきたいかな？





０４９　色々作ったり懲りずに餌付けしたり







　子供達へ顔を見せるのは明日以降に薬草採取に行った時でもいいかなあ？　であれば今日は少し早いけど、もう宿に戻る事にしよう。色々作りたいものもあるし。




　そんなこんなで宿に戻ると、出迎えてくれたのはアリサさんだった。いつもならリリーさんが出迎えてくれるのに、どうしたんだろう？　さっきお昼の時にサレナさんの所にいたから、今日はお休みかな？

　疑問に思ったのでアリサさんに聞いてみたところ、今日は休みではなく出勤日らしい。でも昼に外に食事に出て、帰ってきたら使いものにならなくなっていたとかなんとか。ごめんなさい、私のせいです。

　アリサさんも何か察してくれたのか、あるいは自分も、と思ったのか……じっとりとした目付きで私を見つめていたけど、気付かない振りをして部屋に逃げ込む事にした。




　部屋に着いて一息。お風呂はいつも混む時間よりも少し早めの時間か、逆に遅めの時間に入ってるんだけど、どっちにしてもまだまだ早い。晩ご飯の時間もまだまだ。でも時間どおりに食堂に行くのは色々と気が引ける。今日からは晩ご飯も時間をずらそうかな？　うん、そうしよう。

　でもそうすると大分時間が空く。ならば色々作る事に時間を使おう。

　お米も手に入ったし、まずは日本酒とみりん。どちらも料理で必要だからね。ちなみに日本酒は海老チリでも使った。海老を漬けておくとぷりぷりに仕上がるのだ。麴こうじは以前米を手に入れた時にふらふらになりながら作ったのが残ってるのでよゆーよゆー。ただ、日本酒は匂いが結構出るから部屋に染み付かないように気をつける。

　しかし、お酒……飲みたい。超飲みたい。

　前世の私はお酒大好きだったので！　大好きだったので！　大事な事なので２回言いました。

　この世界での成人は15歳。そこから飲酒は認められてるけど、今の私はまだ11歳だから流石に飲むのは色々まずい。だから我慢我慢。

　いや、別に未成年だからって飲んでもそんな咎とがめられる事は無いんだけどね。とはいえ流石に子供がガバガバ飲んでいれば顔を顰しかめられるけど。

　でも料理に使うのでワインは買ってるし、日本酒も作ってるし、将来的に飲むためにもおビール様も作るつもりでいる。ホップが薬屋で胃薬として売ってるのを発見したんだよね。小麦もニコルさんの所で大量に買い付けたしね！　後々にはウイスキーとかも作る予定。いくら時間があっても足りないなあ。

　むーん、お酒飲みたい……でも我慢。今は料理の下した拵ごしらえ中だから、それをやって誤魔化すしかないわけで。うぎぎぎ！

　気を取り直して、次は何にしよう？　うどん？　あ、蕎そ麦ば粉こも手に入ったし蕎麦も作ろう。というわけで次は麵類。捏こねる捏ねる。

　麵類といえばパスタも食べたい。ロングパスタを作った後にショートパスタも数種類作る。ソース系は結構匂いが強いので宿では作らない。

　匂いが強いものといえば、そろそろカレーを試作したいところ。香辛料は大分揃そろってきたから、いけると思うんだけどなかなか踏ん切りがつかない。

　いや、この世界、色々バランスおかしいよね？

　醬しょう油ゆと味み噌そがあるのにレシピがあまり無いとか、技術も色々と偏ってておかしい。いや、多分全部転生者のせいなんだとは思うんだけど、それにしても料理人の転生者とか今までいなかったの？

　で、そういう推測や実際ここの宿のコック関係で色々あった事を考えると、カレーはおいそれと誰かに食べさせていいものじゃないと思うわけで。

　コンソメスープも洋食レシピでは大活躍だけど、ここの宿で出た記憶は無い。貴族料理にはあるのかもしれないけど、流石に食べる機会が無いので確かめようもない。

　割と何も考えずにリリーさんやサレナさんに色々食べさせたり、冒険者の孤児達に色々教えたりしてるけど、冷静に考えると色々まずいと最近になって気付いたのだ。いや、もう本当にこういううっかりが多い。もうちょっと気をつけるようにしないと。

　前世の記憶のお陰で同年代よりも精神的に大人のつもりではいるけど、やっぱり前世の記憶のせいで今の身体の意識との乖かい離りというのがあるみたいで、こういう時にそれを自覚する。

　なんて難しく考えつつも手は止めない。あまり匂いの強くないものを重点に調味料とか食材を加工していくうちに、晩ご飯の時間を少し過ぎたくらいの時間になっていた。

　んー、そろそろご飯食べに行っても大丈夫かな？　流石にピークは過ぎてるはずだから人は少ないはず……




　なんて考えてたらドアをノックする音が。誰だろう？

　出てみるとアリサさんだった。手にはトレイを持っていて、そこには一人分の食事。私が食堂に下りてこないから持ってきてくれたそうだ。

　折角なので部屋に通す事にした。一人で食べてもつまらないし。

「いやー、下りてこないから寝てるのかとも思ったんですけどー」

「あ、なんというか、騒ぎになりそうだなあ、と」

「そうですねー、そのとおりだと思いますよー。実際、レンさんを待っているっぽい人結構いましたからー。だから出てこなくて正解ですねー」

　ちなみに、今もまだ食堂で待ち伏せしてるらしい。もうこの宿の食堂で静かに食べる事はできないかもしれない。

「私とリリーがいる時ならがっちりガードしますので、大丈夫ですよー」

　ありがたい話である。お礼にゼリーを渡しておいた。部屋に帰ってから食べるー！　とめちゃくちゃ喜んでた。うん、可愛い。

　あ、さっき気をつけようって決めたばっかりなのに、また……。




　気を取り直してご飯を食べて、お風呂に入った後はすぐに就寝。ちなみにベッドは自作のものを使ってたりする。寝る前に備え付けのものと取り替えるのだ。

　いや、備え付けのベッドはベッドって言うか、寝台なんだよ。台。硬いの。

　この宿に泊まった最初の日は疲れのせいかぐっすり眠れたんだけど、２日目はもう背中が痛くて寝付けなくて、夜中に取り替えて寝たんだよね。人間、贅ぜい沢たくに慣れるとダメだねー……。

　なお、使ってるベッドは自宅の寝室にあるやつじゃなくて、客室用に用意したやつ。寝室のやつはキングサイズでこの部屋には収まらないんだよね。客室用のは普通にシングルサイズ。なんであんな大きいの作っちゃったかなあ……いや、寝心地は凄くいいから別に後悔はしてないんだけど。




　さて、明日は久しぶりに薬草採取しにいこうかな？　なんて考えているうちに眠りに落ちた。





０５０　そうだ、馬車を作ろう







　朝だ朝だーよー、というわけで起床！

　今日はリリーさんもアリサさんもいるという事なので、早い時間に食堂に行って朝ご飯を食べた。メニューは、ホットドッグ。しかもソース付き。早速試したらしい。

　もぐもぐ。うん、全然違うね、これ。いや、合ってないわけじゃないけど、なんだろ？　から、くない。ウスターソースのような……なんか違うような……うん、わからん。

　何にせよ今日は静かにご飯を食べられた。というか声を掛けようとする人がいると２人のどちらかが牽けん制せいして追い払ってるという感じだった。




　食事も終わってノルン達を連れて宿を出ると、そのまままっすぐ街の外へ。今日は子供達に顔を見せに行こう。

　そう思って門の所まで来て、ひとつ思いついた。そうだ、アレを作ろう。そうと決まれば早速行動開始である。街の外に出る前に門のあたりでちょっと色々観察。

　うーん、外から見ただけだとよくわからないなあ。何か、もっと、こう……内部構造もわかるようなスキルがあればいいんだけどなあ。

　うんうん唸うなりながら目に魔力を通してみたり色々やっていると、新しいスキルが生えた。【解析】。どうやら【鑑定】の上位互換らしい。また厄介なものを……でもスキル効果を鑑定してみると今まさに欲しかったスキルだったようなので、早速使う。ばれなきゃいいんだよ！

　そんなわけで覚えたてのスキルを使って知りたかった事もわかったので、改めて街の外へ。




　街の外に出るとすぐに子供達を捜す。でも、いない。あっちが気付いても寄ってくるだろうし、んー？

　あ、そういえば森の浅い所で採取するようにするって言っていたっけ？　という事はもう森の方に移動してるのかな？

　そう思い至って移動しようとしたところで声を掛けられた。

「レンお姉さん！　帰ってきたんですか！」

「ユイ、元気だった？」

「はい！　お陰さまで！」

　ユイだ。なんとなく前よりもほっぺたがふっくらしてるような気がする。ちゃんと食べられてるらしい。後ろにはシンもいるし、他の子供達もこっちに向かって駆けてくる。

「ただいま。これからまたしばらくはここにいますよ」

「しばらくって事は、またどこかに行っちゃうんですか？」

「そうですね、ちょっと欲しいものがあって近くの村に行こうとは思ってますけど、すぐにってわけじゃありませんから」

「そうですか……」

　ちょっと残念そうだけど、こればっかりは仕方ない。

「これから薬草採取でしょう？　一緒に行ってもいいですか？」

「もちろんです！」

　にっこり笑顔。うん、元気がいいね。私も微笑み返してすぐに移動を始めた。





◇






　森に着くと、以前薬草採取をしていた奥の方で採取しようという事になった。やはり浅い所だとあまり集められないらしい。確かにこのあたりは以前よりも人を見かけるようになったし、その分一人当たりが採れる量も減ったんだろうからね。




　色々を考えたけど結局、以前の採取場所よりも更にもう少し奥まで移動する事にした。主に私の都合で。ちょっとやりたい事があるんだよね。

　採取予定地に着くと早々に、子供達は薬草採集を開始した。私はノルンを呼ぶと、いつもよりも広範囲で警戒してもらうようお願いし、その上で専守防衛ではなく先制攻撃の許可を出した。私の都合で森の奥まで連れてきたので、子供達の安全を優先するのだ。

　さて、これで憂いは無い。テントを出して作業開始だ。

　私が作ろうとしているもの、それは馬車だ。当然それを引く馬も作る。ゴーレムの馬だ。つまり、馬型ゴーレムの引く馬車を作るというわけだ。




　こんなものを作ろうと思ったのには訳がある。それは私の体力。

　先日、オーガロードを倒した後に街に帰ろうとして、途中でスタミナ切れでへばったのは記憶に新しい。非常時には問答無用でスタミナ回復ポーションを使ってはいるけれど、基本的に私には体力が足りない。

　そこで馬車だ。今までにも何度か馬車に乗る機会はあった。ニコルさんとロベルトさんの馬車だ。

　馬車は楽だ。歩かなくても勝手に進む。でも馬を操るには御者が必要。でも私は楽がしたい。そこでゴーレム馬の出番というわけである。

　簡単な命令に従うゴーレムは既に作れる。街道に沿って進む、対向車には気をつける、そのくらいの命令はこなせるだろう。何より自分で馬を操る必要が無い。多分、御者台でうたた寝してても大丈夫だろう。その上、世話をする必要が無いので維持費に関しても修理や維持整備の費用だけで済む。馬は食費もだけど世話をするのが非常に手間なのだ。

　ただしゴーレムの制御には魔力を食う。更に単一造詣で関節を曲げると大量に魔力を食う。でもそれは関節機構を作れば問題ないとわかってる。つまり、関節をつければいいわけだ。とはいえ流石に馬の骨格がどうなってるのかなんてわからない。

　そこでさっきの門での観察につながる。

　早朝の門は混む。馬車用の受付は特に。そこで私はじっくりと馬を観察、いや、解析した。骨格に筋肉の付き方。ついでに馬車の基本的な構造。覚えたばかりの【解析】が大いに役立った。




　とまあそんなわけで、早速製作に取りかかる。今回作るのはゴーレムとはいっても内骨格フレームを採用した内骨格構造。後々作る予定のオートマタの練習も兼ねてたりする。

　制御系は術式の書き込みをした魔石をゴーレムの核にし、補助動力には魔力電池として手を加えた魔石を組み込む。メイン動力は私との同調で魔力供給する形で運用する。

　作成自体は【魔力感知】と【魔力操作】があるからなんとかなると思うけど、基本的に【創造魔法】でごり押し。きっとなんとかなるさー。

　私がいきなり変な事を始めるのには慣れてしまったのか、子供達は何も言わない。ちょっと悲しいような、複雑な気分。

　えーと、基本骨格フレームはチタンで、外装は木と素焼きの陶磁器でいいかな。あまり重いのも困る。悪路も走破できるように馬力も欲しい。制御系のほうの魔石はオーガのやつが２個あるから、それで。魔力タンクの魔石はマッドブルのものが一つあるからそれを組み込もう。

　後はＭＰ回復ポーションを飲みながらひたすら作業。




　なんてやってるうちにあっという間にお昼。

　うーん、気分が乗ってるからさっさとゴーレムの続きをやりたい。何か簡単に作れそうなのは、パスタ？　うん、そうしよう。

　昨日作ったショートパスタのフィジリを使ってミートソースでいこう。トマトケチャップもトマトもあるし、挽ひき肉もすぐ作れる。ローリエもすぐそこに生えてた。

　鍋でお湯を沸かしつつトマトを魔法で水煮状態にしてボウルに移して潰す。セロリはすじを取って玉たま葱ねぎ・人参と一緒にみじん切りにしてフライパンで炒いためる。火が通ったら挽き肉を投入。ほぐすように更に炒めて、色が変わってきたら先ほどのトマトと塩胡こ椒しょうと赤ワイン少々。更に軽く炒める。こっちはこれでひとまず置いておく。

　お湯を沸かしてたほうの鍋に塩一つまみ、フィジリを茹ゆでる。

　フィジリの茹で汁をフライパンのソースに適量移してローリエを入れて一煮立ちさせて、味見。まあ、こんなものかな。ウスターソースとかオイスターソースがあればもう少し味に深みが出せるんだけど。

　それはさておき、茹で上がったフィジリに絡めて出来上がりー。

　量はかなり多めに作った。子供達を呼んでさっさと食べてしまおう。もっきゅもっきゅ。子供達も無言で搔かき込んでる。しっかりと嚙かみなさい。




　お昼を食べ終わったらゴーレムの続き。子供達はお腹一杯パスタを食べたせいか目がとろーんとした感じになってたけど採取に向かわせた。ちょっと餌付けし過ぎた？




　午後もゴーレムに付きっ切り。その結果、なんとかそれっぽいものは出来上がった。見た目は一見、普通の馬に見える。オークの革などを使って色々と表面加工した結果だ。でもよく見ると色々違和感がある。でもまあ多分大丈夫でしょ。

　早速試しに動かしてみる。うん、大丈夫そう。基本命令の実行中に別の命令を出したりと、色々動作確認。軽く走らせてみても問題は無さそうだった。ゴーレム馬はこれでひとまず完成でいいかな？　後は実際に馬車を引かせてみてから？

　一応ステータスを確認してみたら【オートマタ作成】【ゴーレム生成】【ゴーレム制御】のスキルレベルが少し上がっていた。感覚的にはもう少し上がっててもいいような気もするんだけど、レベルが上がりづらいのはやっぱり基礎になるスキルが足りないからだと思う。なんとかして【錬金術】スキルが欲しい……。

　どこかで覚えておきたいけど、どうすればいいんだろう？




　そんな事を考えながらふと後ろを見ると、子供達が目を丸くしていた。まあ、驚くよねえ？

　何も言わずに黙ってゴーレム馬を【ストレージ】に仕舞うと、街に帰る準備をするように告げる。質問は受け付けないよ。

「あの、レンお姉さん、あれは……」

「ないしょ」

　ユイが色々聞きたそうにしてたけど、秘密だ。




　さて、明日は馬車の製作かな？





０５１　自分、凝り性ですから







　馬車製作２日目ー！

　といってもやる事は昨日よりも難しくないけどね。馬車の基本構造はわかってる。後はいかに揺れないようにするか。

　以前馬車に乗せてもらった時、あの揺れには正直参った。

　街道も常に平へい坦たんというわけではないので、いい感じにうとうとしてるところでいきなり大きく揺れて危うく舌を嚙かみそうになったり、頭をぶつけたり、といった事が何度もあった。

　だから私が作る馬車は限りなく揺れないものだ。

　ならばサスペンションは必須だろう。揺れないものとなると……なんて色々やってたらあっという間に夕方。あれ？　まだ設計すら終わってないよ？





◇






　結局設計が終わるまでに１週間かかった。いや、わかってた。わかってた事だよ、ははは。前世でも凝り性だったからね……仕方ない。

　ただ、設計しながらジュラルミンやチタンなどの軽量な素材を作っていたので当初の予定よりかなり軽くなりそうだった。あとでゴーレム馬のフレームの部品も取り替えておかないとだね。

　ちなみにそれらの金属の材料は地面。地下深くの地殻が材料っぽい。生成時のＭＰ消費が多いのはどうやらそのせいらしい。




　そんなこんなで設計も終わり、やっと馬車本体の製作に。

　部品を作るのが【創造魔法】頼りなのはゴーレムの時と同じだけど、今回は回復ポーションは使わないでゆっくりやる事にしたので普通に時間がかかりそうだ。

　いや、設計だけでここまで時間かかっちゃったから、別にもう急がなくてもいいかなーって思ってね？

　そんな感じで急がずにゆっくり作業を進める事、更に１週間。とうとう馬車が完成した。




　あ、一応作業の時も【ストレージ】の薬草の買い取りはしてもらってたよ。色々ギルドも助かるらしいし、そもそもまだまだ大量に在庫があるからね。




　閑話休題。

　で、完成した馬車は箱馬車。安全性と居住性重視。

　いや、野営の時に中で眠れたら便利じゃない？　そもそも荷物全般は【ストレージ】があるしね。

　馬車は御者台の後ろからも内部に入れるようになっている。一応扉付き。御者台の後ろにはちょっとしたスペースを作ったので、そこにも人が座れたり荷物を置いたりもできる。

　箱部分の中に入るための扉は、正面を向いた時の左側につけた。逆側には無い。それと一応後ろ部分にも荷物を収納するスペースを作って、そこも扉をつけておいた。ちなみに扉は全て鍵付き。

　居住スペースは後方に正面を向いて座れるようにソファー。当然ポケットコイルでふっかふか。折りたたみ式なので引き伸ばしてベッドにする事もできる。頑張れば４人くらいは眠れそうかな？

　後は壁に折りたたみ式のテーブル。飲み物を立てるためのホルダーもつけてみた。ついでに扉と右側には窓もある。

　え、車輪？　当然ゴム使ってますが何か？　中にチューブ？　当然でしょ！

　正直ちょっとやり過ぎた感は否めない。でも後悔はしていない。快適な生活のためだから仕方ないのだ！

　でも調子に乗り過ぎたせいか、１頭引きというのはちょっと無理がある感じの見た目になった。

　これは諦めてもう１体ゴーレム馬を作らないとダメかな。いや、完成した馬車本体の重量的には１体でいけると思うんだけどね。軽量フレーム様様だ。

　ともあれ、ひとまずは１頭引きで試運転。ここからはトライアンドエラーで馬車の改造だ。

　まったく舗装されていない森の中でも全然揺れない。我ながら素晴らしい完成度だね。

　まあ、実際街道走らせてる時は御者台に座ってないといけないんだけど。

　でもゴーレム馬が若干馬力不足っぽい。やっぱり１体では無理があるみたいだし、諦めて２体目を作る事にしよう。明日から。

　というわけで次の日から早速２体目のゴーレム馬を作る事にした。

　でも前回のように急いで一日で作るつもりは無い。むしろ１体目の改造も併せて行う。

　数回の試運転で負荷がかかった部分はわかってるので、そういった箇所の強化を行うのだ。




　私が色々ゴーレムの改造をしていると、子供達が角つの兎うさぎを仕留めたと喜びながら報告に来た。

　角兎は角が生えた大型の兎の魔物で、一般家庭で最も手軽に食べられている肉だ。そして、冒険者にとっては討伐年齢制限に引っかからない数少ない魔物のひとつでもある。

　そもそも一般人でも気をつければ普通に倒せるのだから、討伐依頼があがる事もまず無い。でも放っておくとどんどん増える。ゴブリン並みの繁殖力らしい。そして畑を荒らす害獣でもある。そういった理由から、年齢制限を外してあるのだそうだ。

　13歳未満の冒険者は孤児が多い。当然食事も儘ままならないだろう。一般家庭の子も兼業というか、自衛技術を身につけるために冒険者になっている場合もある。そういった子の場合は自宅の食卓を豊かにするために狩る。

　でも、雑魚とはいっても魔物は魔物。油断すれば大人でもお腹に風穴が開く。だから慎重な子はあまり積極的には狩らない。死にたくないから。

　この子達も自分の安全を優先していたので基本的に角兎は狩らなかった。

　でも最近は金銭的に余裕が出てきたので武器や防具を買い始めた。そして全員分の装備を揃そろえたからなのか、あるいは食生活の改善で身体が動くようになったからなのか、割と兎を狩るようになってきたのだ。成長が見えてなんとなく嬉うれしくなる。

　でも怪我は怖い。だから褒めた上で、無理は絶対にしないように念を押しておく。『まだ行けるはもう危ない』の心構えだ。
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　そんな感じで更に数日。２体目のゴーレム馬も完成して、ついに馬車が完成した。

　思ったよりも時間がかかったけど、これでやっと買い出しに行けるよー。





０５２　予定は未定







　さて馬車も完成した事だし、宿を引き払う準備をしよう。という事でギルドで買い取りも終わらせて宿に戻り、リリーさんを探す。

　いや、別に受付の人に直接言ってもいいんだけど一番仲がいいのがリリーさんだから、どうしてもね。

　そんなわけでリリーさんは、と……いたいた。

「リリーさん」

「あ、レンさん。おかえりなさい」

「ただいま帰りました。あの、リリーさん。実は明日の朝に宿を出ようかと思いまして」

「えっと、もしかしてまたどこかへ行かれるんですか？」

「はい」

「どちらに行くのかお聞きしても？」

「北の村と、北東の川を越えた先にある村ですね。牛乳と卵を買ってこようかと思いまして」

「えーっと、もしかして、料理のために？」

「はい、料理のために」

「……」

　ああん、黙り込んじゃった。呆あきれられた？

「あの、リリーさん？」

「レンさん、実は私、少し長めに休暇を頂いてしばらく実家に帰省する予定なんです。実家は王都なんですけど……もしよかったらなんですけど、私と一緒に王都へ行きませんか？」

「え？」

「王都なら牛乳も卵も普通に買えますし、ハルーラの近場で買うよりも安く、量も多く買えます。どうでしょう？」

「……王都、ですか」

　王都。いずれは行ってみるつもりではいたけど……それを抜きにしても卵も牛乳もたくさん買える？　なら、予定を繰り上げて王都に行くのもありかもしれない。

「その、凄く魅力的な提案なので、ご迷惑でなければご一緒したいんですが……」

「あの、何か問題でも？」

「いくつか確認したい事が。いいですか？」

「ええ、もちろん」

「そうですね……まず、同行するのは私とリリーさんだけですか？　帰省というのであればサレナさんもご一緒なのかな、と」

「えっと、一緒に行くのはアリサです。姉さんは急な仕事が入ってしまって……その、オーガロードの事があったでしょう？　その事後処理が大変らしくて。本当は帰省も延期しようか、という話もあったんですが……」

「サレナさんではなく、アリサさん？」

「はい。アリサも実家が王都なんです。実は幼おさな馴な染じみというやつでして、色々あって一緒にこっちに来たんですよ」

「……なるほど。では次に、女の子３人だけでの移動になるんですか？　流石に少々危険ではないかと思うんですが」

「あ、それは大丈夫です。こう見えて私もアリサもＤランク冒険者なんです！　これでも私、結構強いんですよ？　ちなみにアリサは剣が使えます。それに、一応身を守るための切り札もありますから、大丈夫です！」

「切り札、ですか？」

「はい！　どんなのかは秘密ですけど」

「なるほど……ちなみに移動は徒歩で？」

「いえ、馬車を借りる予定です」

　ふむー、軽く確認した限りでは問題は無さそう。それに、馬車か……よし。

「わかりました。私もご一緒させてください」

「本当ですか!?　嬉うれしいです！」

「あ、それと馬車ですが、私に当てがあるので借りなくても大丈夫です」

「そうなんですか？　じゃあそちらはお願いしてもいいですか？」

「任せてください。それで移動はいつに？」

「そうですね、では明後日の朝でどうでしょう？」

「わかりました、ではそれで。あ、明後日以降の宿の連泊のキャンセル処理のほう、お願いします」

「お任せください！」

　んー、急展開だけどなるようになるよね？




　その後はいつもどおりにお風呂とご飯を済ませて就寝。次の日は念のために朝一で市場に行ってじゃが芋や野菜などを追加で買い込んでおいた。

　その後は宿に戻って料理の下した拵ごしらえ。備えあれば憂い無し！　たくさん用意しておいても腐らないからへーきへーき！　【ストレージ】様様ですな！
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　なんてやってるうちに出発当日。

　朝食は３人揃そろって宿でとって、そのまま私のチェックアウトを待って一緒に移動する。そして街を出る前にギルドに寄ってサレナさんに挨拶。

　サレナさんには妹をよろしくお願いしますと何度も頭を下げられた。よろしくされました！

　その後は何事も無く街の外へ。子供達への挨拶は馬車が完成した日のうちに済ませておいたので問題ない。

「あれ？　街の外に出ちゃいましたけど、いいんですか？　馬車は……」

「大丈夫です、ちゃんと用意してますから。でもここだとちょっと目立つので、もう少し移動しましょうか」

「はい？　目立つ？　えっと、とにかく移動する、という事ですね？」

「リリー、流石にここから王都まで徒歩は無理だよー」

「だ、大丈夫だよ！　レンさんもそう言ってるし！　きっと、多分、うん」

　お二人さん、聞こえてますよー。




　門から出てお散歩気分で歩く。私の左右にはノルンとベル。うーん、日差しが気持ちいいね。

　そのまましばらく移動すると、丁度いい感じの小さい林を発見。ここでいいかな？

「それじゃ、馬車を出しますね」

「え？　出す？」

　困惑する２人をそのままに【ストレージ】から馬車を取り出す事にする。

　地面に光の円陣が描かれると、そこに馬車が現れた。この円陣は【ストレージ】から大きいものや大量のものを一度に取り出す時に現れる、範囲指定のようなものだ。ちなみに指定範囲に大きい障害物があると取り出せない場合がある。これは以前、森の奥で自宅を取り出そうとした時に判明した。

　現れた馬車は馬２頭付き。更に御者も座ってる。

　うん、この御者もゴーレムなんだ、すまない。いや、折角の馬車だし移動する時に中でゆっくりしたいじゃない？　だからダミーに作ってみた。

　ついでにゴーレム３体のコントロールは結局分割思考にぶん投げるのが一番楽だという事に気付いたんだよね。実はこれ、寝てても制御が切れたりしなかったんだよ。我ながら意味がわからない。

　ちなみに馬車の外観に関してはアレから色々手を入れて偽装してあったりする。

　外装部分は貴族が乗る馬車のような豪華な装飾等は無く、頑強さ重視の実用一辺倒な無骨なデザイン。それなりに使い込んでる風にわざと汚れもつけてみた。

　サスペンションなどの足回りの内側部分は外から見えないように覆いがつけてある。これで車体下部の他のアブソーバー機構も隠れて見えない。車輪に関しても見た目は普通の木製に見えるように偽装済み。

　ゴーレム馬に関してもより本物の馬に見えるように改良を加えた。つぶらな瞳が可愛いよ？

　御者に関しては人のよさそうな好青年風の顔つきをした男性型。麦むぎ藁わら帽ぼう子しが似合っている。

　うーん、我ながら完璧じゃね？　うんうん。

　振り返って２人を見てみると、固まってた。うん、そうなるよね。
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「馬車です」

「あ、はい」

「馬車ですねー」

「じゃ、乗りましょうか」

「いやいやいや、待って待って待って！　ちょっと待って！　ごめん、意味わからない！　え？　どういう事？　馬車だよ？　収納スキル？　いやいや、大きいから！　これ、大きいから！　あと馬！　なんで馬!?　それに御者？　御者なんで!?　怖い！」

　わぁい、リリーさん見事に混乱していらっしゃる。

　その隣でアリサさんは遠い目で虚空を見つめていた。思考を放棄したか。

「作ってみました」

「いやいやいやいや、作ったって、え？　作った？　これを？　レンさんが？」

「はい」

「馬は？」

「ゴーレムです」

「御者は？」

「ゴーレムです」

「なんでゴーレム？」

「いえ、本物の馬だと食事とか場所とか、色々とお金がかかって維持が大変ですよね？　でもゴーレムなら使わない時は仕舞っておけますし、邪魔になりません。壊れたら直せばいいですし」

「御者は？」

「一人旅だと言っても、できれば馬車の中でゆっくりしたいじゃないですか？　折角の箱馬車ですし。だからダミーとして作ってみました」

「もう、どこから突っ込めばいいのか……」

「ゆっくり飲み込んでからでもいいですよ？」

「……そうさせて頂きます」




　リリーさんも考えるのをやめたようだ。ふはは、私の勝ちだね！





０５３　情け容赦しませんよ？







　さて、勝利したところで早く出発しよう。

「お２人の荷物は、すぐに使わないものは後ろに積んでください。今開けますから」

「あ、はい。わかりました」

「収納スペースもあるんだねー」

　見たところ２人とも両手に鞄かばん。それ以外にリリーさんは杖つえ、アリサさんは細身の剣を持っている。２人は武器以外は収納スペースに収めるようだ。まあ武器が無かったらいざという時に戦えないからね。私も一応帯剣してるし。使って戦った事、一度も無いけど。

「じゃあ、乗り込みましょうか」

「……そうですね、それでは」

「失礼してー」

　なんでそんなにびくびくしてるの？　別に普通だよ。私基準で。

　ドアを開けて中を覗のぞき込んだ２人はぽかーんとしてしまった。半口開いてるよ、はしたない。

「なんですか、これ……」

「馬車です。というか、それはもういいので早く乗ってください」

「えーと」

「……私が先に乗りますので、早く乗ってください」

「ハイ」

「オネガイシマース」

　別に怖くないのに……




　何故か２人が嫌がるので私が先に乗り込む事に。

　車内の座席スペースは２ヵ所。後部座席側が２～３人座れるサイズ。正面向かって右側に向かい合って座る配置で、１人が座れるサイズの椅子がひとつ。その左横の壁には扉が付いていて御者台の方に出られるようになっている。私は後部座席の奥側に座ると、２人を手招き。それを見て恐る恐る２人が乗り込んでくる。

　リリーさんが私の隣、アリサさんは私の正面に座るようだ。そして椅子に座ると途端に驚きの声を上げた。

「なんですか、この椅子!?」

「ありえないくらいにふわふわ……なにこれー」

「頑張りました」

「いやいや、意味がわかりませんよ、レンさん」

　まあ、普通にオーバーテクノロジーの産物だからね。でも私は自重しない。

「取り敢えず、もう出しますね？」

「あ、そうですね。お願いします」

「はい、では」

「……」

「……」

「……？」

「…………」

「……あの」

「はい？」

「まだ走らないんですか？」

「え？　もう走ってますよ？」

「え？」

「え？」

「リリー、本当にもう走ってるよー。窓の外、見てみてー」

「あれ？　本当？　え、でも、全然揺れてない……まるで動いてないみたいな」

「リリー、多分この馬車が色々おかしいんだよー」

「もう、何を言えばいいのか……」

「頑張りました」

「「それはもういいです」」

　酷い。

「って言うか、御者はどうしたんですか!?」

「ゴーレムがいますし」

「ダミーって言ってませんでした？」

「ダミーとは言いましたけど御者ができないとは言ってませんよ？」

「……もういいです」

　ああ、リリーさんがまたしても虚ろな瞳に……




　その後、２人は慣れたのか何も言わなくなった。誰だってこれだけ快適な旅ができるなら、文句なんて言わないよね。

　ちなみに私は車内では流石にフードは下ろしている。

　壁から折りたたみテーブルを伸ばし、壁のドリンクホルダーに木製のコップを置いて飲み物を注ぎ、一口。

　うん、オレンジジュースは成功かな。果汁１００％だと飲みにくいから、飲みやすいように水で薄めただけなんだけどね。当然のように氷も入ってて、冷たくて一層美味しい。氷魔法は水を材料に【創造魔法】で氷を作ってたらいつの間にか覚えていた。

　２人にもコップを渡す。ドア側のリリーさんも壁にホルダーが付いてるから問題は無い。ちなみに揺れてもこぼれないようにコップはちゃんと蓋付き。

「馬車でコップで飲み物……こぼれないための構造、こんな単純な事で……」

「馬車で何か飲むって言ったら、水袋の革臭い水が普通なんだけどー」

　ははは。こういうものはやったもの勝ちですよ？

「というか、これ、凄く美味しい……」

「こんなの初めて飲んだよー」

　オレンジジュースも好評みたい。水で薄めただけだけどね。




　ちなみにノルンとベルは御者台の御者ゴーレムの横と後ろで丸くなっている。御者台の後ろにスペースを作ったお陰でノルンも問題なく乗れるのである。いや、でもちょっと狭くて苦しそう？　それはそれとして警戒は任せろ、だって。ノルンってマジ女神だよね。だからもっともふもふさせろ！




「あ、そういえば私、道とかわからないんですけど……どう進めばいいんでしょう？」

「このまま街道沿いに東に進んでいけば大丈夫です。途中ムバロの領都で一泊して、そこから街道を北上して王都に向かう、という感じですね」

「わかりました。じゃあこのまま道なりに、ですね」

　思ったよりも簡単に着きそうだね。





◇






　途中何度かのトイレ休憩を挟みつつも順調に進み、ほどほどの時間に野営地に着いた。今日はここで野営だ。

「今日はここで野営ですね」

「そうですね。それじゃあ食事の準備をしましょうか」

「えっと、レンさんが作るんですか？」

「そうですね」

「その、食材とかは……」

「取り敢えず一通り用意してきました」

「お金とか……」

「あとで気持ち程度に頂ければ、特には」

「なんだか、すみません」

「気になさらずに」

　私の目的は餌付けだからね。気にしなくていいのよ！　可愛い顔を見せてくれればそれだけでおじさん満足よ！　じゅるり。




　さて冗談はこれくらいにしておいて、今日は何を作ろう？　いや、食材は既に色々仕込んであるから、後は仕上げるだけなんだけどね。

　んー、餃子ギョーザ？　うん、餃子にしよう。大量に仕込んでおいたから後は焼くだけで済むし。あと、白米食べたい。

　早速魔導コンロを取り出して焼く準備。米は既に炊いてあるのが【ストレージ】に入ってるので、それを出すだけで済む。

　どのくらい焼こうかな？　３人だし、30個？　……いや、２人はたくさん食べそうだ。60個いこう。ちょっと多い気もするけど、残っても仕舞っておけばいいし。

　というわけでじゅーじゅー焼く。どんどん焼く。焼きあがったら冷めないように【ストレージ】に仕舞っていく。こうしておけば食べる直前に取り出す事で焼きたてを食べられる。

　２人は私の横でじっと見ている。ぐー。２人のお腹の音がしたけど、微動だにせずガン見。うん、この焼いてる匂いとか、卑ひ怯きょうだよね。




　折りたたみのテーブルと椅子を出して、出来上がった料理を並べる。白米、餃子、醬しょう油ゆとラー油とお酢で作った餃子のたれ。あと一応作り置きしておいた鶏ガラスープもつけた。汁物があったほうが食べやすいよね。

　並んだ料理を前にじっと見つめてる２人。どうしたんだろう？

「えーと、どうぞ召し上がれ？」

　私が声を掛けると途端に食べ出した。物凄い勢いで。ああ、うん。食べていいのかわからなかったのね……

　っと、ほっといたら私の分無くなっちゃう。私も食べよう食べよう。

　結局、60個の餃子は全て無くなった。２人ともちょっと食べ過ぎじゃない？　太っても知らないよ？

　ちなみにデザートは無い。２人は若干物欲しそうにこっちを見てたけど、気付かない振り。




「うう、お腹がきつい……動けないー」

「まだテントの用意もしてないのに」

「身体拭くのにお湯も沸かさないとー」

　ああ、そういうのもあったね。でも無意味だ。

「【洗浄】」

　リリーさん達に【洗浄】をかけると、２人の身体が数秒淡く光る。発光が収まると２人の身体は汚れも無くぴっかぴかになった。お風呂に入れるならそのほうがいいんだけど、旅の最中はどうしてもね。自宅を出すつもりもないし。

「【洗浄】も使えるんですか!?」

「一応は」

「リリー、私はもう驚かない。むしろ感謝の言葉を捧ささげるよー。ありがとうございますー」

「いえいえ、どういたしまして」

「くぅ、こうなったら、せめてテントの設営くらいは頑張らないと」

「あ、それも大丈夫です」

　馬車に向かい扉を開けると、車内の椅子を倒したり引き出して伸ばしたりして簡易寝台にする。

「これでここで眠れます。３人だとちょっと狭いかもしれませんけど、寝心地はそんなに悪くないと思います」

「……えっと、不寝番は」

「ノルンがやってくれるそうです」

「こんな、こんなはずじゃなかったはずなのにぃ」

　リリーさん、一体どんなはずだったんですか？

「なにからなにまでありがとうございますー」

「いえいえ」

　アリサさんはもう考える事を放棄してしまったようだ。うん、便利なんだからそれでいいんじゃない？

　ちなみにリリーさんの言うこんなはずじゃなかった、というのは長旅に慣れた自分達が私に色々レクチャーして年上の貫かん禄ろくを見せ付けたかった、との事。

　いや、そもそも私、既に南の村まで一人旅してるからね？





０５４　馬車の車窓から







　王都への旅、２日目の朝。快晴。今日もいい天気だね。

　馬車から出ると軽く身体を伸ばす。その後は顔を洗って歯磨き。とはいっても【洗浄】で一発なんだけど。髪を梳すいたりしたいけど、この野営地にいるのは私達だけじゃないので自重。フードを下ろしたくないから馬車の移動中にする事にしよう。私の顔面は自慢したり眺めて悦に入いるものではなく、もはやただの厄ネタでしかない。ちょっと泣けてくる。

　そういえば昨日の晩ご飯の時も視線が痛かった。餃子ギョーザの香りのせいだろうけど、美味しいご飯のためなのでそっちは自重しない。




　っと、そんな事を考えながらベルと戯れてたけど、２人が起きてくる前に朝食の準備でもしておこうかな。

　朝はあまり重いものは食べたくないので鶏ガラスープを使ってリゾットを作る事にした。

　鳥とり腿もも、茸きのこ、玉たま葱ねぎ、バター少々に白ワインも少々。アクセントにチーズが欲しいけど、無いものは仕方ない。塩胡こ椒しょうで調えて出来上がり。

　鶏ガラの芳ほう醇じゅんな匂いに釣られたのか２人ものそのそと起きてきた。

「おはようございます」

「おふぁようございまふー」

「おはようござ、ふわ……ますぅ」

　まだ眠そうだね。洗顔用具を２人に渡して促すと、馬車の陰の方で身だしなみを整え出した。でもその合間にこっちをちらちら見てくる。別に無くなったりしないし、先に食べたりもしないから急がなくても大丈夫だよ。

　ちなみにここみたいな大きめの野営地は国が整備をしているので、井戸があったりする場合がある。だから野営地によっては洗顔だとか料理の準備とかには困らない場合があったりする。

　とはいっても野営地の整備や井戸を掘るのにはお金が掛かるので、どこの野営地に行っても井戸があるわけではない。何事もお金は大事。




　身だしなみを整え終わった２人と朝ご飯を食べる。２人は相変わらず無言で搔かき込むように食べている。でも、物っ凄い笑顔。

　ねえ、もうちょっとおしゃべりとかしない？　正直少し寂しいよ？

「朝からこんな美味しいご飯……幸せです」

「こんな快適な旅があっていいのだろうか？　私がその恩恵に与れるのならあるべき。美味しいご飯大正義ー」

　もきゅもきゅ。２人ともやっとしゃべったかと思えば……うん、なんかごめん。




　ご飯が終わった後は出発の用意。椅子とテーブルを畳んで仕舞い、馬車の中も整える。

「レンさんは簡易寝台なんて言ってましたけど、あんな寝心地のいいベッド初めてでした」

「わかる。私、家に帰ってから自分のベッドで眠れる気がしなーい」

　私としてはやはり雑魚寝状態なので、もう少しのびのびと眠りたいところなんだけど、２人には違ったようだ。でも自重はしない。私の馬車だし。





◇






　出発してからは順調に行程を消化。前にいる馬車をぐんぐん抜いていく。

　アリサさんが言うには周りからは馬車を引かせるような馬ではなく、軍馬の、しかもかなり上等な部類の馬に見えてるはず、との事。お陰で目立ちまくり。おかしい、こんなはずでは……

　私は自作したゴーレムに対してパワー不足に感じていたけどそれは現代基準のようで、この世界の基準だと騎兵が乗るような馬を上回る名馬になるようだ。でも快適な旅のためには仕方ないんだよ。

　そんな雑談をしつつも途中何度目かのトイレ休憩を取る事に。

「あの、レンさん。ちょっと質問があるんですが……」

「なんでしょう？」

「レンさんってトイレ休憩の時、馬車から降りませんよね？　昨日も結局夕方の野営の時までずっと乗ったままでしたし……その後もその、済ませに行った様子もありませんでしたよね？　あの……大丈夫なんですか？」

　私がトイレに行かないのは【洗浄】を使ってるからだけど、この使い方はどうやら私だけのオリジナルらしい。

　昨日も野営地で周囲を確認していたけど、同じような使い方をしている人は見なかった。

　それらを踏まえて考えると、この使い方は場合によっては何かの時に手札になり得る可能性がある。ならここで答えを言うのはやめておいたほうがいい。

　だから私は無言でにっこりと微笑み返す事にした。こういう時は何も言わないのがベスト。

「あの……」

　にっこり。

「えっと……」

　にこにこ。

「リリー、私わかった。あれは本当だったんだよー」

「え？　何かわかったの？　アレって？」

「王都にいた時、近所の男連中が馬鹿な事を言っていたの、覚えてる？」

「え？　どれ？　いつもそんな感じだったような」

「『真の美少女はトイレになんて行かない』って」

「ああ、あれ？」

「そう。そして今ここにその実例がいる。つまりあれは本当の事だったんだよー」

「ええー!?　いや、でもそんな馬鹿な事が」

「でも今、実際に目の前にいるしー」

　そんなわけがあるか！　でも黙って微笑む。
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「……いやいや、レンさんの事だから多分きっと何か非常識な方法があるんじゃないかなーと思うんだけど」

「私もそう思う。でも、その方法が私達にはわからない以上は、あれが事実である可能性は否定できないんだよー」

「あ！　でも宿にいる時はトイレ使ってたよ!?」

「きっと偽装工作だよー」

【身体制御】を覚えてからは筋力低下を気にしないでいいようになったから、宿屋でもトイレ使わなくなったけどね。

「……」

「……」

　２人とも黙り込んでしまった。もう深く考えるのはやめたようだ。それがいいと思うよ？　にっこり。




　その日の野営の食事の時には２人も私の作るご飯に慣れてきたのか、無言で搔き込むような事も無く会話をする余裕が出てきたみたいで、楽しく食事ができた。

　ちなみにメニューはうどん。以前のおつゆは鶏ガラスープだったけど、今回は昆布だしで関西風にしてみた。まずは薄口から慣れさせようかと思いまして……。

「前に頂いた時のスープも美味しかったですけど、今回のはまた違いますね。こっちのほうが麵の味がよくわかるといいますか……小麦粉ってこんなに美味しかったんだなあ」

「前のも食べたリリーはずるい。私に謝罪するべきだよー」

「え!?　なんで!?」

　うどんは奥が深いからねえ……次は鰹かつおだしにしようかな？　ああ、でもその前にお蕎そ麦ばも食べたい。折角作ったんだし。





◇






　という感じで賑にぎやかに馬車を走らせていると、次の日に村に着いた。ニコルさんに教えてもらった養鶏をやっているという村だ。

　別にここでやる事は特に無いけど、様子は見ておこうかな？　もし卵が買えるなら少しでもいいので欲しい。




　というわけで御者台に座ったまま村の様子を窺うかがう私である。村に入る前に御者ゴーレムを仕舞ってこっちに移動したのだ。

　御者ゴーレムはよく見ればゴーレムだってわかるし、宿に泊まるとなったら人数の誤魔化しが効かない。それに目立ちたくないし。

　ちなみにリリーさんとアリサさんは宿が空いてないか話を聞きに行っている。ありがたいね。

　御者台の横でひっくり返ってお腹を晒さらしたベルをもふりながら周囲を見回してると、んー、なんだか広場の方に人が集まってるみたい？　何かやってるのかな？　……お祭りとか？　見に行ってみたいけど２人が戻ってこない事には移動できないし……

　あ、丁度広場の方から歩いてくる人が。ちょっと話を聞いてみよう。

「あの、広場の方が騒がしいみたいですけど、何かやってるんですか？」

「うん？　あんた旅人さんかい？　あの騒ぎはね、商人が料理コンテストやってるんだよ」

「料理コンテスト？　商人がですか？」

「ああ。少し前にちょっと色々あってね、卵の販売量が減りそうなんだ。それでこの村の卵取引の元締をやってる村長が、販売する商人を決めるのに卵を使った料理を作らせる事にしたんだよ。卵の事がわからん奴には売りたくない！　ってね」

「はぁ、なるほど……」

「馬鹿らしいとは思うけど、俺達としても村長の言ってる事はわかるからね。売るなら確かにそういう奴らのほうがいい」

　料理……ふむう。

「あの、それって、商人じゃないと参加できないんですか？」

「うん？　あんた参加したいのかい？　いや、別にそういうのは決めてなかったはずだから、大丈夫じゃないかなあ」

「そうですか……あ、それと作るのは卵を使った料理って言ってましたけど、卵がメインじゃないとダメなんですか？」

「いや、卵を使ってれば大丈夫だよ。ただし、メインになるものを引き立てるようなものじゃないと難しいかもしれない。あるいは、新しい料理とか？」

　なるほど、それなら余裕だ。行こうじゃないか。





０５５　たとえ村人相手だろうと容赦はせん！







　というわけで、卵を買うために料理コンテストに参加しようと思います。

　話を聞いた村人さんが見えなくなってから周囲を確認。誰もいないね？　速攻で馬車を収納。ノルン達を引き連れて、そそくさと広場へと向かう。卵！　卵！




　広場に着くとそこはなかなかの盛況のようだった。

　広場の真ん中付近に即席で作った簡易竈かまどっぽいのが５つ並んでて、その向かい側にテーブルと椅子。

　椅子に座ってるのは頑固そうなおぢさん。ちらほらと白髪が交じり始めてる感じだけど、体格はがっしりしている。あの人が村長かな？

　竈には既に何人かの人が張り付いてて料理をしてるみたいだ。どんな料理を作ってるんだろう？

　様子を見てると、一人できたらしい。嬉き々きとして村長さんの所に皿を持っていく。

「なんだこれは！　こんなものでワシが納得すると思ってるのか！」




　大激怒。ちなみに持っていった料理はスクランブルエッグ。おいおい。

　それでも口に運ぶ村長さん。うん、味付けとか色々あるかもしれないからね……

「ただ焼いただけではないか！　塩くらい使おうと思わんのか！　不合格だ！　帰れ！」

　焼いただけって……何考えてるんだろう。

　続けて次の人が持っていった。皿の上には目玉焼き。

「舐なめてるのか！　塩を振っただけではないか！」

　さっきの人の時の話を聞いてたんだね。でもせめてハムかベーコンも焼いて刻みキャベツとかと盛り付けようよ。

　その次はゆで卵。おお、もう……

　散々な結果だった。見てられない。

「他に挑戦する奴はいないのか！」

　この空気の中出ていくのは正直きついわー。いや、行くけどね。

「あの、商人じゃないんですけど、大丈夫ですか？」

「あん!?　なんだお前は！　卵が欲しいなら参加すればいい！　商人だろうがそうじゃなかろうがもう関係ないわい！」

　豪快なおっさんだわー。いいね、嫌いじゃない。

「じゃあ参加します」

「おい、ちょっと待て。その前にそのフードを取れ」

「このままじゃダメですか？」

「参加するのに顔を隠したままの奴があるか！　取らなければ参加は認めん！」

「……わかりました」

　仕方ない、諦めて……

　フードを取ろう。

　え？　参加を諦める？　目立ちたくない？　今は卵のほうが重要でしょ！　大丈夫！　眼鏡かけてるし！

　フードを下ろすと周囲から一瞬音が消えた。その後すぐにざわめき出す。眼鏡意味ねえー！　でも気にしない気にしない！

　って、あれ？　なんだかノルンちょっと不機嫌？　え？　目立つ真似するなって？　いや、でも卵だよ？　卵！　もし買えたら卵料理食べさせてあげるから！　ね？

　ノルンのご機嫌を取りつつ気を取り直して竈へ向かう。調理用の台もあるし、調理器具も揃そろっているようだ。

「卵はメインじゃなくてもいいんですよね？」

「構わん。ただし、ただ使ってるだけというのは認めん！　メインになるものを引き立てるような使い方じゃないとダメだ！」

「わかりました」

　私はマントの下で【ストレージ】から瓶を取り出し、調理台に置いた。今回のメイン食材が入った瓶だ。

　いやー、最初はオムライスあたりにしようかとも思ったんだけどね？　宿屋での一件もあるし、面倒な事になっても困るからぱっと見で作り方がわからない方向でいこうかと。

「おい！　それはなんだ！」

「玉たま葱ねぎです」

「……玉葱？　その黒いのがか？」

「はい」

　黒じゃないよ、飴あめ色いろだよ。

　ちなみに今回作るのはオニオンスープ。使う食材は玉葱と卵だけ。こういう時は使う食材はシンプルなほうがいい。

　鍋にお湯を張り火に掛ける。出したお湯はかなり高温の熱湯なので沸くのはすぐだ。瓶から飴色の物体をスプーンで掬すくって鍋へ投入。




　この飴色の物体の正体は玉葱を炒いためたものだ。

　作り方は至って簡単。フライパンに油を引いて、それでスライスした玉葱を焦がさないように、飴色になるまで弱火で延々と炒めるだけ。ただし、炒め時間は１時間くらいかかる。

　時間はかかるけど、工程はこれだけ。でもたったこれだけで驚くほど美味しいスープが作れる。しかもお湯で溶くだけで。

　つまりこれはインスタントオニオンスープの素もとなのだ。




　でも今回はちょっと手を加える。塩胡こ椒しょうを少し加えて味を調え、食感に変化を加えるために新たにスライスした玉葱を入れて、シャキシャキ感が無くならない程度に軽く火を入れる。

　玉葱に火が通ったら火から下ろし、そこに溶き卵を回し入れて蓋をして余熱で卵に火を通す。この時、火に掛けたままだと卵がふわふわにならない。

　少し経ったら蓋を取ってゆっくりと混ぜてみる。うん、ふわふわ。

「できました」

　スープ皿によそって村長さんの所へ運ぶ。

「……早いな」

「そうですね」

「あの黒いのが入ってるのか？　大丈夫なのか？」

「別に無理に食べなくてもいいですし、そのまま不合格でも構いません。気になるなら私が先に食べて見せますけど」

「いや、アンタが味見もしていたし、大丈夫だろう。それに、この匂い……味が気になって仕方ない。食うぞ！」

　うん、これは匂いがやばいからね。今も広場中に漂ってて、見物してる人達が皆、物欲しそうな顔になってるし。

　軽く周囲の様子を確認していると村長さんがスープを口にし、硬直した。でもすぐに動き出し、二口目。続いて三口目。

「……なんだ、これは」

　はい、なんだこれ頂きましたー。

「恐ろしく、美味い。こんなもの食ったのは初めてだ。この濃厚な味……これは玉葱だ。玉葱の味だ。でもこんな濃い味は初めてだ。それに、卵。この卵が実にいい。ふんわりとしていて、主張し過ぎず、このスープの美味さを更に引き立てる……これが俺の卵なのか……」

　グルメリポートはもういいから合否はー？

「合格ですか？」

「文句なしの合格だ！」

　やっほう！
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「レンさん！　何やってるんですか！」

　私が喜んでいるとリリーさんとアリサさんが人ごみを搔かき分けて私の所まで走ってきた。

「リリーさん」

「こんな目立つ事して、もう！　ああ、顔も隠さないと……」

　リリーさんがフードを被せてくれた。あ、すっかり忘れてた。

「えーと、料理を作って合格すれば卵を売ってくれるというので……」

「だからってこんなところで顔を出すなんて！　レンさん目立ちたくないんじゃないんですか？　ちょっと危機感薄過ぎませんか!?　それにまだ私達も食べた事が無いようなこんな美味しそうな料理を……」

「えっと、ごめんなさい？」

「知りません！」

　拗すねたリリーさんも可愛いよね。ちゅーしたい。

「リリー、この人全然反省してないよー？」




　ソンナコトナイデスヨ？





０５６　わらしべ長者？







　リリーさんとじゃれ合っていると村長さんが声を掛けてきた。

「おい、もういいか？」

「あ、はい」

　ごめんね？　リリーさんが可愛過ぎてね？

「今回の合格はアンタだけだ。取り敢えず売買を早く済ませたいんだが、大丈夫か？」

「はい、大丈夫です」

「じゃあこっちだ。来てくれ」

　卵の保管場所に連れていってくれるらしい。リリーさん達も一緒にぞろぞろと付いていく。

「ところで、あのスープなんだが……」

「ああ、あれですか。鍋に残ってる分はどうぞ召し上がってください」

「ありがたい。それと、あれに使っていたあの黒い玉たま葱ねぎなんだが、譲ってもらうわけにはいかんか？」

「申し訳ありませんが……」

「別に作り方を教えてくれと言ってるわけじゃない。金なら払う！」

「……すみません」




　ごめんなさい。作るの結構面倒なんだよ、アレ。

　工程自体は単純だけど、とにかく時間がかかる。ついでに火を使い続けるからこの世界だとかなり燃料費が掛かる。私は魔導コンロがあるから魔力を補充すればいいだけだけど、それでも時間がかかり過ぎる。以上の理由でお断りします。いや、理由の説明なんてしませんけどね？

　え？　【創造魔法】を使えばすぐ？　いや、あれで料理を作ると、なんかコレジャナイ感があるというかなんというか……




「ぬう、だめか……残念だ」

　凄い残念そうだけど、こればっかりは仕方ない。だって面倒なんだもの。

「あの、レンさん……その」

「今度ね？」

「はい！」

　リリーさんが残念な子になってしまった。餌付けし過ぎたんだ！

「そういえば宿のほうはどうでした？」

「ありませんでした」

「はい？」

「そもそも、宿がありませんでした」

「え、じゃあ買い付けに来た商人さんってどこで……」

「街道から村に続く道の周囲が拓けてましたよね？　あのあたり一体が全て野営地になってるそうで、商人はそこで馬車で寝るそうです」

　積み荷を守るためでもあるらしい。なるほどなー。

「というか、宿探しから戻ってみればレンさんはいないし馬車も無いし、探したんですよ？」

　ははは、ごめんね？

　なんてやっているうちに保管場所に着いたらしい。というかこれって、地下に続く穴？

「この先だ」

「これ……もしかして氷室ですか？」

「そうだ。食い物をなるべく長く保管するにはこれが一番だからな」

　正直驚いた。中世の卵の保管なんて常温で放置してるイメージがあったんだけど、意外とちゃんとしてるんだね。いや、現代の外国も未だにそんな感じだけど。日本マジ異常。

　階段を下りて進んでいくと徐々に周囲の温度が低くなっていくのがわかる。でも、なんだか……？

「あんまり、寒くないー？」

「アリサもそう思う？」

「リリーさん達もですか？」

　どうやら私の気のせいでは無いらしい。

　今はもう六月だ。でも、いくらなんでも溜ため込んだ雪がこんなに早く無くなるというのはちょっと考えにくい。どういう事だろう？

「……気付いたか。実は先月、卵を盗みに入った奴がいてな……そいつは捕まえたんだが、逃げ出す時に扉を開けっ放しにしやがったんだ。気付くのに時間がかかってな、お陰で雪がかなり解けちまった。思い出すのも忌々しい！」

　……なんというか。

　つまるところ、それが原因で卵の保管に問題が生じて、販売する量を減らさざるを得なくなった、という事なんだろうけど。

　いや、ご愁傷様としか言いようがないんだけど、でも、これは流石に……んー。

「着いたぞ。この扉の先に卵が保管してある。好きなだけ買っていってくれ」

「え、好きなだけですか？」

「正直、買ってもらえるなら全部買ってもらって構わん。この先売れる量が減るのは確実だからな。今のうちにできるだけ稼いでおきたい。それに変に残されて売れ残っても困る」

「そういう事ですか……」

　扉を開けてもらって中に入りながらそんな事を話す。扉の先には卵が載ったざるがいくつも置かれていた。かなり多いように見えるけど、それは今の時点での数であってこの先の事を考えると少ないんだろうなあ……うーん。

「それでは、選ばせてもらっても？」

「構わん」

【鑑定】を使って卵を選んでいく。選定基準は産みたてのもの、サルモネラ菌に感染していないもの。

【鑑定】のレベルが10になってからこういった細かい事に関してもわかるようになった。凄く便利だ。でも【解析】でもわかるんだよね……流石は上位スキル。あのレベル上げの苦労を返せ。

　気を取り直し、ひょいひょいと選んでいく。全体の３割くらいはサルモネラ菌に感染してるっぽい。多いのか少ないのかよくわからないけど、別段それらは買わないので問題ない。

「……なあアンタ、もしかして食ったら腹壊すやつがわかってるのか？」

「……」

　答えない。余計な事は言わないのが吉だ。

　しばらくすると選別完了。ここにあった卵の半分くらいの量だ。大体５００個くらい？　多いように感じるかもしれないけど、料理で使ってればこれくらいの数はすぐに無くなる。お菓子も作ればあっという間だ。この10倍の量は欲しい。

「……こんなに買うのか。いや、助かる事は助かるんだが」

「はい。色々作りたいものがあるので」

　この世界の卵は高い。以前宿屋で譲ってもらった時は一つで銀貨１枚だった。大体千円くらいだろうか？　いや、もっとする？

　村長さんに値段を確認したところ、仕入れ値という事で１個小銀貨５枚だと言う。

　それを５００個。およそ25万円。金貨２枚と小金貨５枚。高っ！

「じゃあこれが代金です」

「うむ。確かに」

　何はともあれこれで卵ゲット！　色々作れるよ！　村長さんありがとう！　……んー、ここで恩を売っておいたら、次に来た時もまた売ってくれるかなあ？

「あの、卵を売って頂いたお礼というわけじゃないんですが」

「うん？」




【ストレージ】から大量の雪を取り出す。

　今年の一月、二月の大雪の時、家が雪に埋まってしまった時に雪かきのつもりで家の周囲の雪を収納した事があった。

　その時、周囲の雪が一瞬で無くなるのがなんとなく面白くて家の周辺の雪を全部収納して回ったのだ。そしてその時収納した大量の雪が丸々【ストレージ】に残ったままになっている。

　正直、今出した分だけでも１割も減ってない。

「……え？」

「このくらいあれば冬まで持ちますか？」

「ちょっと待ってくれ。なんだこれ？　え？　なに？」

　混乱しておられる。

「気にしないでください。まだまだたくさん余ってるので」

「……もう、色々考えるのが面倒になってきた」

「難しく考えないほうがいいですよ。この人、色々規格外なので」

　リリーさん、ちょっと酷くない？

「そうだな……理解できない事を無理に理解しようとするよりも、今は目の前にあるもののほうが重要だ。それで、その……本当にこの大量の雪をもらってしまっていいのか？　はっきり言って、今この村ではその卵５００個よりも貴重なものだぞ？」

「構いませんよ。さっきも言いましたが、まだまだたくさんありますから」

「そうか……感謝する。正直、救われた。あんたはこの村の恩人だ！　この金は返す。アンタから金はもらえない。金を返すくらいじゃ全然足りないが……」

　よくわからないけど卵代儲もうけた？　って事でいいのかな？　でも流石にちょっと悪い気がする。うーん？

「気にしないでいいです。あ、あとこれもどうぞ」

「これは……さっきは譲れないと」

「ついでという事で」

「……ありがとう。本当に、ありがとう」

　私が渡したのはさっきのオニオンスープの素が入った瓶だ。

　詳細なレシピを教えるつもりもないし、さっき作ったスープのレシピを改めて教えるつもりもない。

　さっきは譲るのを渋ったけど、ぶっちゃけると実は同じ瓶があと四つあったりする。まとめてたくさん作ったのだ。

　とはいってもまた作るのは時間かかるから、それが嫌で渋ったんだけどね。




　でもここで恩を売っておけばまた次来た時に卵を売ってくれるかもしれないし、無駄にはならないはずだよね？





０５７　この物語は異世界転生料理無双モノではありません、多分







　卵を買った後、今日は結局村の外で野営する事になった。

　移動して先の野営地を目指すにも、時間的には微妙だったから仕方がない。村長さんは家に泊まって欲しいと言ってくれたけど、辞退しておいた。

　いや、リリーさんとアリサさんが馬車の簡易ベッドのほうがいいって我わが儘ままを言いましてね……個人的には雑魚寝状態の馬車よりは屋根の下で寝たほうがいいと思うんだけど。ベッドは取り替えればいいし。




　何はともあれ、もう割といい時間になったのでさっさとご飯の準備をしよう。

　今日は卵も手に入ったので折角だからアレを作ろうと思います。カツ丼。

　トンカツならハルーラの宿で働いてた２人にも馴な染じみがあるだろうし、ありじゃないかなーと。いや、作るのはその発展系だけどね。

　まずはカツを揚げる。じゅわわーっと。

「まさか、あの肉料理ですか!?」

「リリーしか食べた事が無いという、あの料理のオリジナル……！」

　残念、外れ。

　今日作るのはカツ丼だからね。更に手を加えるよ。

　揚げたカツを休ませてる間にフライパンを用意。専用の調理器具は流石に作ってないし、面倒だから３人分まとめて作っちゃうのだ。

　スライスした玉たま葱ねぎを敷き詰め、調味料を投入。加熱。煮立ったら一旦火を止めて休ませる。

　その間にカツをカットし、フライパンに投入。溶き卵をかけて三つ葉も乗せ、再び火をつけたら蓋をして少し置く。卵は半熟くらいでいいかな。

　どんぶりにご飯をよそってその上に盛っていく。うん、匂いがやばい。お腹がきゅるきゅる鳴ってる。

　付け合わせは昼にも作ったオニオンスープ。２人が食べたいってしつこいから……私としては味み噌そ汁しるにしたかったんだけど。後は箸休めの漬物があれば完璧だったんだけど、無いものは仕方ない。でも今度作っておこう。

　出来上がった料理をテーブルに並べると２人が目を丸くして料理を見つめる。

「なんですか、これは……パンに挟むんじゃないんですか……？」

「もうなんでもいい、凄くいい匂いがするー。我慢できなーい！　もう食べてもいいですかー？」

「構いませんよ。どうぞ召し上がれ」

「「頂きます！」」

　２人が先割れスプーンを使ってカツ丼を一口。私は箸で。

「ふわあ……美味しい……！」

「これ、凄いぃ！　肉が、卵が……！」

「お米に凄く合いますね！　手が止まりません！」

「リリーはこんな美味しいものを先に食べてたんだねー、ずるい！　謝罪を要求するー！」

「お肉だけをパンに挟んだやつは食べましたけど、これは初めてですよ!?　ノーカンです！」

　２人とも元気だねー。もっきゅもっきゅ。うん、美味しい。

「こっちのスープも凄く美味しいです！　あの村長がベタ褒めしてたのもわかりますね！」

　カツ丼も玉葱と卵を使ってるから、食べあわせとしては同じ物を使ってるこのオニオンスープも悪くないんだけど……これも結構味が強いから、同じように濃い味付けのカツ丼を食べた後に口をさっぱりさせるのであれば、やっぱり味噌汁のほうがよかったね。




　２人はあっという間に完食。少し物欲しそうに私を見てるけど、これは私の分だからあげないよ。ついでにおかわりも無いよ。そっちに残ってるのはノルン達の分だから。いや、昼に不機嫌にさせちゃったから……いや、ご機嫌取りじゃないし！　あ、ちゃんとおかわりもありますので！　たくさん食べてください！　お願い、機嫌直して！




　閑話休題。

　……というか、リリーさん達２人の分は大盛りだったからね？　私の１・５倍はあったからね？　ここ数日ちょっと食べ過ぎじゃない？　ホントに、太っても知らないよ？

　そう伝えると２人は少し青い顔をして慌てていた。自業自得って知ってる？　私のせいにしないでね？

「凄く美味しかったです！」

「満腹ー満足ー」

「御粗末様です」

「でも、なんだかわかった気がします」

「何がー？」

「いつもこんな美味しいものを食べてるから、レンさんは大きいんだなって」

　私が大きい？　正直、背はそんなに大きくないと最近は自覚してますが。あははは……はぁ。

「……あー、なるほどー」

　アリサさんが私の方を見て頷うなずいている。正確には私の一部を。あー、そういう事ね。

「このままレンさんの作るご飯を食べ続ければ、いつか私も……！」

　リリーさんは自分の胸に手を当ててなにか言ってる。

　……いや、その部分の成長って基本的に遺伝だと思う次第でありまして。世の中には本人の努力ではどうにもならない事もままあるわけでして。ついでに私は別に好き好んでこんなに大きいわけではなく……むしろ私は胸より背が欲しいです。

　そんな私のなんとも言えない感情が顔に出ていたのか、私の表情を見たリリーさんの表情が険しくなっていく。

「……持たざる者の気持ちなんてわからないんですよ！　こんな大きなものをぶら下げてる人には！」

「ひゃあああああ!?」

　怒り狂ったリリーさんが私の胸を鷲わしづかみにするという暴挙に！　ちょ、やめて、それまずいから！

「こんな！　こんなものがあるから！」

　もにゅもにゅと胸を揉もみしだくリリーさん。だからそんなにすると！

「んはぁっ……！　や、だめ、です……んんっ！」

　変な声出ちゃうから！





[image: ]





「……」

　リリーさんの動きが止まり、ばっと勢い良く私から離れてくれた。助かった。

「すすすすすす、すみません！」

「はぁ……は……いえ、大丈夫です。大丈夫ですけど……」

　人様の前で変な声を出してしまった、恥ずかしい。この身体凄く敏感なんだから、やめてよね。ちなみに日課のせいじゃないから。元からだから。

「こういうのはやめてください」

「本当にすみません。もうしません。でも、その、レンさん……？」

「なんですか？」

「その、怒ってるんでしょうけど、顔を真っ赤にしてそんな表情で睨にらまれてもですね、逆効果といいますか……私が変な気分になってしまいそうになるので、やめて頂きたいなあ、と」

「!?」

　慌ててフードを被る。え、私そんな顔してるの!?

　フードと手の間からちらりと２人を見てみると、２人とも真っ赤な顔で微妙な表情をしている。目が合うと視線を外すように明後日の方向に顔を逸らされた。

　うわあ……この後この２人と雑魚寝……？　身の危険を感じる……っていうか、旅も数日経ってそろそろ２人も慣れてきた頃だろうから、今夜は寝返り打つ振りしてどちらかの胸に顔埋めてくんかくんかしようと思ってたのに、この状況でそんな事したら襲われそう。私、どちらかというと攻めのほうがいいから受けはヤだなあ。




　などと危惧した事は起こらず、幸い馬車の中で襲われるというような事態になる事もなく、無事に朝を迎える事ができた。ただし全員寝不足の顔をしていたけれど。

　ちなみに、寝てる時になんとなくステータスを確認してみたら、変なスキルが増えていた。【魔性】スキル。なんだこれ？

【鑑定】で詳細を見てみると……。




【魔性】

　スキル保有者の意思に関係なく、周囲を魅了するスキル。対象の老若男女は問わない。

　スキル保有者のＣＨＡに＋（レベル×10）の値の補正。

　また、このスキルを持つものは他者を惑わすものであり、他者に惑わされる事は無い。そのため、【精神耐性】ＬＶ10を得る。




　……厄介ごとのネタが増えたよ！　やったね！

　って、全然よくないよ!?　なにこれ!?





０５８　やっと領都に着きました







　皆さんこんにちは。そっち系のスキルばかり増えていくえっちな幼女、レンちゃんです。正直ちょっと泣きたい。




　……気を取り直していこう。

　養鶏の村で多少のトラブルはあったものの、その後の旅路は平穏無事、気付けば領都の城壁が遠目に見え始めていた。

　でもここからまだ半日くらいはかかるらしいから、領都に入れるのは明日の午前中、との事。

　あの城壁どれだけでかいんだよ……なんて考えてたのが顔に出ていたようで、王都の城壁はもっと大きいとか言われた。異世界パネェっす。

　ちなみに道中の宿は全て野営地でした。馬車の移動速度が速過ぎるせいか、タイミングよく村とかに入れなかったんだよね。うーん、街道沿いの村の宿とかご飯とか、ちょっと興味あったんだけどなあ。




「やっとここまで来ましたけど……普通、２～３回くらいは魔物に襲われるものなんですが」

「ここまで何も無いのは逆におかしいよねー？」

「……レンさん、もしかして何かしてます？」

「平和なのが一番ですよ？」

　にっこり微笑み返して誤魔化す。うん、魔物除け振りまいてるからね。オークの群れでもない限りは近寄って来ないよ。

　ついでにノルンが新しいスキルを覚えたようで、それの効果もあるみたい。

【威圧】スキル。自分より弱い相手を近づけないスキルらしい。




　今現在いるのはまたしても野営地。このまま飛ばしていっても夜には領都につけるかもしれないとの事だけど、その時間だと宿をとるのも大変そうなので余裕を持ってここで一晩明かす事にしたのだ。別に急ぎの旅じゃないしね。

　晩ご飯は適当にちゃちゃっと作った。毎回手が込んだの作るのも面倒だし。２人は手抜きとは気付いてない様子で、相変わらずの蕩とろけ顔。正直エロ可愛いです。

「そうだ、レンさん。領都では宿に泊まる事になりますけど、希望の宿ってありますか？」

「んー、ゆったり入れるお風呂があって、ノルン達も泊まれる所がいいです。後は、ご飯が美味しければ言う事なしですね」

「お風呂に従魔用の厩きゅう舎しゃ、となるといくつかありますけど……レンさんが満足するレベルのご飯というのは……」

「リリー、無理。そんな宿無いよー」

「あの、ハルーラの宿くらいで全然問題ないですからね？」

「「[image: ]っ」」

　何その反応。私は一体どんな美食家だ。

　というか、専業主婦してるお母さんだって外食は別だよ？

「自分で作るのと他所で食べるのとは別です。それに色々食べるのも勉強になりますよ」

「むーん。そうなると、あの宿か、あっちの宿か……」

「リリー、そこまで悩まなくてもいいんじゃない？　領都では１泊するだけだし、外食という手もあるよー。ほら、ムバロの領都のレストランって言えばあそこあるじゃない」

「あ、あのレストランかー。ハルーラに行く時も食べたけど、確かにあそこは美味しかったね！　うん、それでいこう！」

「えーと、ご飯は外食するんですか？」

「はい！　ここまで色々お世話になってますし、私達の奢おごりという事で！　アリサもいいよね？」

「いいよー」

　奢りかー。タダ飯最高っすね。

「どんなレストランなんですか？」

「ムバロ伯領の領都一と言われてるレストランで、そこの料理長が領主である伯爵様のお気に入りってことで有名ですね。他の貴族を招いた時の晩ばん餐さん会かいでもその料理長が腕を振るってるそうです」

　おおう、領主様御用達！　これは期待できる！

「ここの領主の伯爵様は武人の家系で有名ですね。10年ほど前の東の国との戦争でも大活躍だったとか」

　ほうほう。

「ただ、領地運営の手腕のほうは微妙という噂うわさがー」

　え。それ、大丈夫なの？

「でも人格者で部下に慕われてるとかで、領地運営に関しては優秀な部下がたくさんいるって聞きますね」

「そうそう。それで料理長だけど、いつだったか周辺の領主を招いたパーティーの時に、その料理長に料理を依頼して大成功したとかでー」

「それ以降伯爵様のお気に入りの料理人として有名になったんだよね」

　へー、優秀な家臣団がいるのはありがたいねえ。でも……

「あの、そんな有名店って事は、お高いのでは……」

「大丈夫です！　こう見えても私達結構稼いでますから！」

「それに、そのレストランもいくつかのコースがあるから大丈夫だよー」

「流石に最上級コースとかは無理ですけど、中の上くらいなら！」

「リリー、そこはせめて上級コース行こうよ……」

「うぐ！」

「その、無理はしなくても」

「大丈夫です！　上級コース行きましょう！　アリサとの割り勘ならなんとか！」

　んー、変に遠慮しないほうが良いのかな……

「えーっと、じゃあ、お言葉に甘えさせてもらいますね」

「はい！　甘えちゃってください！　それに正直なところ、レンさんが食事や馬車を用意をしてくれたお陰で旅費が凄く浮いてるんです。だからあまり気にしないでください」

「はい、わかりました。レストラン、期待してますね」

　ちょっと心苦しいけど、２人もこう言ってるしお言葉に甘えよう。それにしても高級レストランかー。この世界の高級レストランってどんな料理が出てくるんだろう？　貴族のお気に入りって言うくらいだから貴族料理に近いものも出るかな？　やばい、ちょっとドキドキしてきた。

「あ、そういえばドレスコードとか大丈夫ですか？　その、フードが……」

「あー、そういえばレンさんはあまり目立ったりしたくないんでしたね。でも大丈夫です。そのレストランは平民の富裕層も普通に利用してますから、平民用のフロアがあるんです。それに上級冒険者なんかも結構利用してるので、マントをつけたままでも大丈夫だったはずですよ。奥の方の貴族用のフロアだと流石に無理でしょうけど」

「なるほど、それは助かりますね」

「でも流石にフード被ったままは別の意味で目立つと思うー」

「うーん、でもレンさんは素顔のほうがもっと目立つと思うよ？」

「……それもそうだねー」

　なんかすみません。




　領都での予定も決まったのでその後すぐに就寝。

　明日の朝は早めに立つ予定。理由？　それは単純に途中から馬車が使えないから。正確には使わないから。

　私の馬車の馬はゴーレムなので宿に泊まって厩舎に入れるのも色々問題になりそうだから、こうするのが無難なんだよ。割と色々自重してない分、こういう所ではちゃんとしておかないと。それに馬車で入街すると結構なお金取られるらしい。地味な倹約、大事。




　次の日は予定どおり朝早くに出発して途中で馬車を仕舞ってそこから徒歩移動。左右を麦畑に挟まれた街道を延々歩き、昼前には領都に入る事ができた。ノルン達を見て驚かれはしたけど、特に問題も無く街に入る事ができた。





０５９　色々見て回ったり







　領都に着いて宿をとってノルン達を預けた後、夜まで時間もあるので市場を見て回る事にした。ギルド？　なんとなく面倒な事になりそうなのでスルーで。そもそも仕事を受ける時間も無いし、受けたとしても薬草採取くらいしかできないし？




　なんて考えつつも露店から店の軒先まで色々と見て回ってみる。ハルーラで見かけなかったものも色々あるなあ。

　というか、どれもこれもなんだかちょっと安い？　卵もちらほら見かけるけど、ハルーラで聞いた相場よりも若干安い。いや、高いのも普通にあるんだけど、どういう事？　わからない事は知ってそうな人に聞くのがベター。というわけでリリーさんに聞いてみる。

「あ、それは人が多いからですよ」

　人が多いから？

「えっと、なんと言えばいいのか……」

　んー？　あ、需要と供給って事？

「消費者が多いから供給量も増えて、結果的に流通も安定するから仕入れ値が下がって売価が下がる、という事ですか？」

「…………そうです。今の一言でよくそこまでわかりますね」

　それはまあ、色々とね。

「その理屈から行くと、王都はもっと物価が安いという事ですか？」

「そこは物によるというかまちまちというか……たとえばここでいい品質の小麦を買うのと王都で買うのとを比べた場合は王都のほうが高いです。でも、同程度の低い品質のものを買い比べるなら、王都のほうが安いです。後はものによりますが、手に入りにくいものは地方のほうが高くて、王都のほうが安かったりもします。消耗品や食料なら基本的に生産地のほうが安いですし、そこから遠い街なら高いです。でも高級品なんかはどこでも高いですし、品質によっては天井知らずですから」

　ふむう。

　……ちなみに卵は王都で買うとハルーラの５分の１くらいの価格らしい。養鶏村の数と規模が相当違うとかなんとか。

「地方は消費量が少ないですし、持っていくのに手間もかかりますからね」

「ああ、移動にかかるコストも値段に乗るわけですか」

「そういう事ですね。そういった諸々を考えると、王都の物価は高いほうだと思います。家賃も高いですし」

　なるほどなー。そう考えると住むなら王都より領都のほうがいいのかも？

「流通が難しい海の魚とかはどうなるんですか？」

「塩漬けの魚でも海からの距離が離れるほどに高くなります。生だと値上がり具合が酷い事になりますね。魔法を使って保存しつつ運ぶという方法も無いではないですけど、そういう方法は上級貴族や王族の方々じゃないと難しいと思います」

　なるほど。つまり今、私の【ストレージ】内にある大量の海鮮品は凄く高く売れると。売らないけど。

　干物や天日干しとか、教えたら流通事情ががらりと変わりそう。面倒事に巻き込まれそうだから教えないけどね。自分で作って自分で食べる程度にしておくのが無難無難。

「そういうわけなので、ここでは見るだけにしておいて、買い込むのは王都のほうがいいですよ」

「……そういう、基本になる価格って、どこが決めてるんでしょう？　王都の価格が基準になって、結果、地方は割高になるとなると、色々不満が出る気がしますけど……価格、仕入れ、流通、となると商業ギルド？　ギルドの独断という事は無いと思いますし、そのあたりは行政を司ってる王族の方々ともある程度は話は通ってるんでしょうか？」

「ええと、そのあたりの事は流石に私にはちょっと……」

　そりゃそうだ。

「すみません、ちょっと気になっただけですので。……んー、王都よりもここで買うほうが安いものってありますか？」

　折角領都にいるんだからここならではのものとかあれば買っておきたいかな。

「そうですね、ここだとお米ですね。国内のお米の生産地は東の方で、王都への流通はここを経由するので」

「買いましょう。たくさん買いましょう」

　パンより米だよ、日本人だもの！　溜ため込んだ食材的に炊き込みご飯とか味ご飯とかも作れるし、ここは是非買わねば！

「そう言うと思ってました……」




　達観したような表情のリリーさん達を連れて、れっつ、米探し！

【鑑定】を使って見て回ると、あるわあるわ。古米混ぜてるやつがたくさん。気持ちはわかる。だがスルーする。

「あれ？　レンさん、ここなんかいいんじゃないですか？」

「そこはダメです。下半分が古米です」

「え……」

「ちなみにあっちのは３分の２くらいが古米で満遍なく混ざってます。そっちのは半分くらい混ざってますね」

「……本当ですか？」

「信じる信じないは自由ですよ」

　信じられないものを見るような目で見ないでください。それもこれもＬＶ10の【鑑定】スキルと【解析】スキルのせいです。

　ちなみに言い当てられた商人達はそっと目を逸らしていたり。いや、別に責めてるわけじゃないから。ただ、貴方達からは買わないってだけで。……因縁つけてこないだけ、皆さん良心的だとすら思いますよ？

　そんな感じであちこち見て回って古米が混ざってないものをたくさん買い込んだ。大収穫だったのは、もち米を発見した事。当然大量に買い占めた。これでお餅や煎餅も作れるよ！　小豆とか大豆は普通に売ってるし既に購入済みだから餡あん子こも作れるし、大福とかお団子とかもいける。ああ、おこわもいいなあ……じゅるり。




　結局色々な食材を買い込んだ後、ついでに服屋や武器屋も見て回ったけど、そっちは正直どっちもいまいちだった。

　服はデザインが気に入らない。っていうか、胸がきつい。やっぱり自作するのが一番っぽい。なので王都に着いたら生地を買おう。生地も王都のほうが色々な種類がありそうだし。

　武器に関しては、自作の剣よりもいい品質のものが無かった。材質的には上位のものはあったんだけど……。

　領都でもこのレベルとなると、王都はどうなのかなあ？　……結局自作する事になるのであれば、どこかで【鍛冶】スキルのレベルを上げておきたい。

　なんとか鍛冶場を借りたりできないものか……んー。




　なんてやってるうちに結構いい時間になってきたので、一旦宿に戻ってレストランに行く準備をする事にした。

　正装、というわけではないけど、それなりにデザインもいい感じの格好。髪も整えたりして、リリーさんもアリサさんも可愛い。

　私？　身だしなみ整えてもどうせその上にマント羽織るからねえ……一応ちゃんとしたけど。

　上はセーターっぽいデザインの伸縮性のある服で、長袖だけど生地に気をつけたので通気性は悪くなく、暑くはない。下はコルセットスカート。スカート丈は膝下まであって、スカート部分がフレア状になっている。一見すると普通にスカートにしか見えないけれど、実は二重構造で中にはキュロットっぽいズボンが入ってたりする。つまり、スカパン。いや、何かの拍子にぱんつ見えたりすると困るからね？　これでも一応冒険者だし、防御は大事だよ。髪はいつもどおりに緩く三つ編みに結った。今日はついでに先の方に白いリボンも結んでみる。我ながらなかなか可愛いと思います！　フヒッ！

　リリーさん達も何というか、お嬢様っぽい感じのドレス風？　ごてごてしたデザインではなく、裕福な家の子女って感じ。かわゆすなあ。

「レンさん、可愛いです……」

「……なんというか、妙な色気が凄いよー」

「ありがとうございます。でも、お二人も可愛いですよ？」




　なんていちゃこらしつつレストランへと向かう。見せてもらおうか、高級なレストランのメニューとやらを！





０６０　フードファイト







　というわけでやってまいりました、レストランでございます。

　時間は夕飯というにはちょっと早めの時間帯。夕方６時くらい？　このくらいのほうが混まずに入れるのだそうで。

　なるほど、気を遣ってもらったようです。リリーさん達マジいい子。

　ちなみにノルンとベルはお留守番。ごめんよぅ……お詫わびというわけじゃないけど、晩ご飯にマッドブルのお肉を置いてきた。自作の焼き肉のタレで焼いたやつ。リリーさん達がもの欲しそうに見ていた事は言うまでもないと思う。




　宿からレストランまでは徒歩で移動、なんだけど、実は割とすぐ近くだったので５分もかからずに到着した。中に入ると待合室まで通されて、しばし待機。その間もリリーさんが給仕の人相手に色々と話をしていた。注文とかしてるみたい？　まあ、今日の私はご馳ち走そうになる側なので全部お任せ。こういう所は初めてだし、正直よくわからないからね……。

　それからしばらくすると大きい広間に通された。等間隔というわけではないけど、ある程度間を置いてテーブルが配置されている。個室ではないのは平民用のフロアだからかな？　でもその平民用のフロアでも上等の部類らしい。選んだ料理のコースで通されるフロアが違うとかなんとか。

　ちなみに貴族様のフロアは更に奥にあり、基本的に個室だそうだ。移動中にリリーさんが教えてくれた。なるほどなー。




　そんなこんなでテーブルまで案内されて椅子を引かれ、着席、しようとしたところで問題が発生。私がマントを着用しっぱなしなのがまずいらしい。

　マント着用のままでもいいのでは？　と聞いてみたところ、以前は確かにそうだったのだけれど、最近その格好で問題を起こした冒険者が複数いたとかで見直す事になったのだそうだ。何というとばっちり。

　折角ここまで来たのだから食べずに帰るというのは流石に無い。なので諦めてマントを脱ぐ事にする。

「なんだかすみません……こんな事になってたなんて……」

「大丈夫ですよ、気にしないでください」

　リリーさんが凄い恐縮しちゃってて少し申し訳ない気分になる。いや、ほんと気にしないでいいからね？

　諦めてマントを脱いで給仕の人に預けると、途端に周囲の席の人の目が集中してちょっと落ち着かない。給仕の人も目を見開いて固まっちゃってるし。むむむ。

　でももうここまできたら私も気にしないでスルーするしかないので、気にしない気にしない！

　気を取り直しておしゃべりしているうちにいよいよお料理が運ばれてきた。ドキドキしますなー！

　運ばれてきた料理はテーブルの上に全部乗せだった。コース料理ではないらしい。

　リリーさん曰いわく、このフロアを使える富裕層でも、平民はマナーを身に着けてない人も多いらしく、順番に料理を持ってくるコース料理だと色々と勘違いして文句を言う人がいるかららしい。

　そもそも、お金を持ってる平民となると上位の冒険者である場合も多いとかなんとか。それだと確かにマナーを学ぶのは難しい気がする。

　んー、貴族とも付き合いがあるであろう大商人とかだとまだ違うのかもしれないけど……そのあたりどうなのだろう？

　リリーさんに聞いてみると、そのクラスになると個室を借りるとの事。なるほど、納得。




　さてさて、何はともあれ料理ですよ。

　内容はサラダ、スープ、唐揚げっぽいもの。パンは籠に山盛りになってるけど、見た感じ、白パンかな？　前世の記憶が戻ってから初めて見た。

　更に後からメインの肉料理が運ばれてくるらしい。そして最後にデザートもあるみたい？　んー、それぞれで食べ過ぎるとデザート入らなくない？　全体的にかなり量が多くて、なんだか色々微妙な気が……。

　色々気にはなるけど取り敢えず食事開始。カトラリーも複数並んでるけど、前世の記憶にあるものとの差は無いようなので、順番に該当するものを使っておけば問題は無いかな？　というかクレームはいるからって料理全部乗せしておいてカトラリーは複数並べるとか、やっぱりおかしい気がする。

　周りのテーブルにさりげなく視線をやってみれば、一種類だけしか使わずに色々食べてる人がちらほら……。

　少し首をかしげてると、給仕の男性があまり気になさらなくとも大丈夫ですよ、と声を掛けてくれた。いや、どれをどれに使うのかはわかってますからね？　使い方がわからないわけじゃないです、ちょっと突っ込みたくなっただけです。

　気になった事をそのままにしておくのもなんとなく収まりが悪いので素直に聞いてみたところ、非常に言いづらそうに教えてくれた。ぶっちゃけると、自尊心を擽くすぐるためらしい。

　マナーはよくわからなくても、カトラリーが並んでるというだけで貴族と同じような扱いを受けてる！　と、まあ、そういう事らしく。

　それに、数年に一度の贅ぜい沢たくな外食とか、何かの記念日に、なんて人達もいるわけで……うん、色々納得。高級感は確かに大事だね。なるほどなー。




　さてさて。全部乗せだけど一応コースに乗っ取った順番で食べるのがマナーかな？　というわけでまず一口水に口をつけて、最初は前菜を兼ねてるっぽいサラダから。

　見た感じレタスっぽい葉野菜にソースっぽいものが掛かってる。フォークで刺してぱくり。しゃくしゃく。あー、レタスだこれ。

　んー、このソースはグレイビーソースっぽい？　牛肉を煮込んだ系の煮汁をベースに手を加えた感じかな？　食べやすくするために脂は丁寧にとったみたいだけど、それでも前菜で食べるにはちょっと重い気もする。味はいいんだけど、んー。

　そういえば後からメインの肉料理を運んでくるって言ってたっけ？　それの流用かな？　風味的に赤ワインを使ってるようだから、牛肉のワイン煮あたり？

　メインの肉料理について給仕の人に確認してみたら、なんでわかったのかと驚かれた。サラダのソースの事を説明したら信じられないものを見る目で見られた。あれ？　普通わかるでしょ？　え？　わからないのが普通？　そんな事言われてもなー。




　サラダを平らげて次はスープ。具だくさんだ。ただ、スープは澄んでいて丁寧に灰あ汁く取りしたのが窺うかがえる。スプーンで一口。うん、コンソメっぽい。本来のコンソメスープではないけど、材料的に似た系統の味になるのは致し方なし。でもスプーンでこの量の具を全部平らげろというのはちょっと酷じゃなかろうか。いや、美味しいけどね。

「レンさん、気に入ったみたいですね」

「わかりますか？」

「はい、凄い幸せそうな顔してますから」

　無意識に頰が緩んでいたらしい。ちょっと恥ずかしい。でも美味しいものを食べるのは幸せな事なので仕方ないのです、と伝えると。

「そうですね。美味しいものを食べると幸せな気持ちになりますよね。ふふっ。周りの席の人もレンさんの表情に見み惚ほれちゃってますよ？」

　……みんな私の事見過ぎじゃない？　ご飯食べるのに集中しようよ。もぐもぐ。

「でも驚きました。レンさんテーブルマナーわかるんですね。私よりもちゃんとできてて……一体どこで覚えたんですか？」

「秘密です」

　前世で覚えました。なんて言えるはずもないけれど、これでも一応お偉いさんとの会食だとか、金に物を言わせて一時期高級店で外食しまくったりしていたのだ。それに合わせて相応の作法は身につけてある。技術者兼研究者といっても開発だの研究だのだけしてるわけではない。根回しだとか開発費をせびるためだとか、色々大変だったのだ。

　でもリリーさんが気になるのも仕方ないとは思う。前世ではともかく、今の私は冒険者なので、基本的に世間一般では無教養と思われてるのが普通だ。更に私はまだ11歳。だというのにそれがほぼ完璧にテーブルマナーをこなしていれば変に思われても已やむ無し。

　とはいえ明確に答えられるはずもないので、くてりと首をかしげて笑顔で誤魔化す。これ、最近よくやってる気がする。

「リリー、ほら、レンさんだから……」

「……そだね」

　あれあれ？　なんだか酷い評価をされてる気がするよ？




　ともあれ、スープも平らげたのでパンに手を伸ばす。

　ちぎって一口。もしゃもしゃ。うーん、柔らかい。天然酵母を使ったものと比較したら当然硬い部類だけど、今まで食べたパンは基本的に黒パンばかりだったので、柔らかいパンは久しぶり。というか前世ぶり？　そう考えると少し感慨深いものが……ああ、天然酵母といえば、今度自作してパンを焼くのもいいかもしれない。というかなんで今まで思いつかなかったのか、無念だ。

　さて、次は唐揚げっぽいもの。フォークでざくり。パクリ、はむはむ……うん、鶏の唐揚げだこれ。なんだ、この世界ちゃんと揚げ物料理あるじゃん。

　料理人の腕がいいのか揚げ具合は悪くなく、ジューシー。ただ、衣の食感的に二度揚げしてる感じではないのが惜しい。そして肉の味。タレに漬けて下味をつけるとかせずに塩胡こ椒しょうを振っただけっぽい。それだけでも十分に美味しいけど、こういうところが未発達なのか……色々惜しい。なお、胡椒少なめの模様。香辛料はそれなりに高級品だしなあ……いや、普通に美味しいけどね。でも個人的になんとなく物足りないので、今度自分で作ろうと決意してみる。

　というか肉の後にまた肉が来るって、やっぱり微妙だよねえ？　いや、内陸部で魚の輸送が難しいからってのはわかるんだけど……

「肉が続くのもちょっと重いですね……」

「まあ、色々とありますから……」

「やっぱり本来のコース料理だと魚なんですか？」

「そうですね、って、なんで知ってるんです!?」

「まあ色々と？　でも、川魚ならいけるんじゃないですか？」

「コース料理で使えるような大きい川魚は貴族用のコース料理に優先されるみたいです。たくさん仕入れた時はここでもたまに出てくる時があるみたいですけど。それでも取り敢えず食べるだけなら、庶民向けの食堂に行けばなんとか……」

「……それは、あまり味には期待できそうにないですね」

　そもそも魔物が出てくる事もあるのでおちおち川で釣りもしていられないとかなんとか。

　だから川魚も専門の商人が護衛を雇って仕掛けを使って、まとめて捕ってきてまとめてレストランとかに卸すのだそうな。

　そういった事情から、川魚でもやはり若干お高めになる模様。

　でもそれでも魚を食べたいなら後は頑張って自力で釣ってくるしかないらしい。まあ、この世界は害獣どころか魔物がいるし、命がけって考えると……いや、私は川魚も【ストレージ】にたくさんあるけどね。




　なんて駄弁っているうちにメイン肉登場。予想どおりに牛肉のワイン煮。量産に向いてるし、妥当というか順当というか、うん。

　でもだからと言って手を抜いてる風ではなく、ちゃんと灰汁取りとかして丁寧に作ってあるのがわかる。肉は柔らかでとろとろ。うーん、美味しい。頰が緩むわー、美味しい。むふー！

「……レンさん、その、もう少し表情を」

　おおっと、周囲の目が！　でも美味しいから我慢するのは無理！

　ワイン煮も平らげると、最後にデザートが運ばれてきた。

　これは……ホットケーキ？　バターが乗ってて、蜂蜜も掛かってて……一口食べる。うん、ホットケーキだ。

　ちゃんとふんわりしてるという事から察するに、重曹を使ってる？　あー……重曹があれば色々な料理が作れるなあ……今度探すか作るかしておこうかな。

　あ、そういえばこの世界でちゃんとした甘味食べたの初めてかも……自作以外では、だけど。あー、でも美味しいなー。もぎゅもぎゅ。




　そして全て完食。

　いやはや、お腹一杯。というかきつい！　ちょっと食べ過ぎた！　っていうかやっぱり量多いよ！

「……ちょっと苦しいです。美味しかったですけど、やっぱり量、多くないですか？」

「ああ、それはここの利用者は上位の冒険者が多いからなんですよ」

「なるほど、納得しました」

　冒険者は身体が資本だし、それを差し引いてもここの料理は美味しいし、上位冒険者は収入も多いだろうから、贅沢を楽しむ意味でも頻繁に通ってるんだろうなあ。





◇






　宿への帰り道にぽっこりお腹を撫なでながら、ちょっと運動しないとまずいかも、なんて考えが頭をよぎったけど、明日からまた馬車移動だった事を思い出して運動してカロリー消費する事もできない事実にちょっと戦慄してみたり。




　ああ、うん。王都に着いたら頑張るから……。





０６１　どきわく初体験







　王都を目指し、領都を出発してから３日目の昼下がり。

　お昼寝したくなるようないいお天気ですが、私の目の前には複数の死体が転がっていてまさに死し屍し累るい々るいという状況だったりします。




　なんでこんな事になってるのかといえば、それは盗賊が襲ってきたので返り討ちにしたからでありまして。はい、私、初めて人を殺しました。

　いや、それ自体は前々から覚悟はしていたから、その時が来たってだけの話なんだけど。それでもいざ手を汚したら色々と思うところもあるんじゃないかなーと思ってたわけですよ。

　それが、考えていたのと違って特に気になる事が無いというか、想像以上に何も感じてないというか……なんだか、仕方ない？　みたいな？　それが逆に困惑する原因になったわけでして。

　崖から転落した時に馬車に同乗してた人達の死体を見た時は、前世の記憶が戻った直後なのもあって日本人的な倫理観で胸がぎゅーってなったのに、自分で人を殺した今は特に何も感じないという事に混乱してると言いますか……んー、ちょっと冷静になろうか。

　えーと、これで殺人童貞切った？　いや、今は女の子だから殺人処女？　わぁ、初体験だよ！　って、いやいや、まだ混乱してる。深呼吸。ひっひっふー、ひっひっふー。




　んー、前世の記憶が戻りはしたけど、下地はこの世界で10年間生きた常識がベースになってる感じだから、こういうふうに盗賊が襲ってきたら返り討ちにして殺しても仕方ないというか、そうするのが普通的な考え方っていうのが当然だと思ってる？

　それに、『私』は、自分に対して何かしら強制されるのが嫌いだから、場合によっては私の命を奪う事も織り込んで襲ってきた相手を殺す事に罪悪感を感じてない、という感じだろうか？　んー、自分の事ながらよくわからない。

　まあ、自分の命は自分で守らないと生きていけない世界なわけだし、変に罪悪感を感じるよりはよっぽどマシなのかなあ？

　むむむ、色々と屁へ理り屈くつ考えてはみたものの、どれも違うような気がする……




　で、状況としては盗賊に襲われて返り討ちにした、って事ではあるんだけど、事の起こりは左右が森に挟まれた街道に入ってしばらく進んだあたりでの事だった。

　道の途中に丸太が倒れていて、塞がれてたんだよね。

　そしてそれをなんとかしようと馬車から降りたところで盗賊の皆さんが左右の茂みからぞろぞろと登場。

　見たところ７名。更に私の【探知】の反応では左右の森の中の木の上にそれぞれ１人ずつ、伏兵がいるのがわかった。多分だけど、弓を構えてる？

　曰いわく、金目のものを置いていけ、馬車も置いていけ、いや、よく見れば女じゃないか、お前らも連れていく。はい、テンプレですね。

　当然抵抗するわけだけど、ぶっちゃけ一方的だった。




　まず、リリーさんが以前言っていた切り札、【結界魔法】で馬車を囲むように結界を張った。これで馬車への被害は無くなって、ついでに同じ結界内にいる私達も安全に。

　次にノルンとベルが飛び出して馬車を囲んでる盗賊をふっ飛ばしながらそれぞれ左右の森に突入、木の上の伏兵を倒しに駆けていった。

　ノルン達に驚いて隙を見せた盗賊目掛けてアリサさんが抜剣しながら結界から飛び出していって斬りかかり、リリーさんは結界内から攻撃魔法を撃つ。私は下がっていてくださいって言われて後ろに下げられた。

　はい、子供扱いです。いや、実際まだ子供だけど。

　そんな一方的な展開でアリサさんは１人斬り伏せ、リリーさんの魔法で盗賊をばらばらに散らしていたところ、アリサさんの次の相手が盗賊の頭目だったらしくて。

　なかなか腕が立つようで、アリサさんが梃て子こ摺ずっているところを背後から切りかかろうとしていた盗賊Ａに気付いた私は、咄とっ嗟さにその側頭部目掛けてダガーを撃ち込んだ。
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　その後はその光景に驚いた頭目の隙を突いたアリサさんが首筋を切りつけて撃破。気付けば残りは２人だけで、その２人も劣勢になって慌てて逃げ出そうとしたところを１人はリリーさんの魔法で、もう１人は私が後頭部にダガーを撃ち込んで殲せん滅めつした次第であります。




　んー、直接攻撃じゃなくて間接攻撃だったのもあってまだ実感が湧いてないのかもしれない。むーん。

　精神、負担……あれ？　もしかして、【精神耐性】スキルのお陰？

「レンさん、どうかしたんですか？」

「あー、いえ。実は人を殺したのは初めてだったので、ちょっと……」

「そうだったんですか……でも、気にしないほうがいいですよ？　この人達犯罪者ですから。返り討ちにされて殺されても仕方ないです」

「そうだよー。自分の身は自分で守るのが当然だからねー」

「ああ、いえ。思ってたよりも何も感じなかったなー、と……こんなものなんでしょうかね？」

「そうですね、意外とそういうものだと思いますよ。私も初めての時はそんな感じでしたし」

「私は一杯一杯で悩む余裕無かったかなー？　その後も特に気にした事は無かったよー」

　なるほどなー。取り敢えずスキルの確認は後にしよう。

　なんて話し込んでたら森の中からノルン達が戻ってきた。死体を引き摺りながら。

「そういえば、この死体はどうしましょう？」

「役場に持っていけば引き取ってもらえますけど、馬車に乗せて移動するのは、正直ちょっと……」

「そうですね……」

　正直、【ストレージ】に入れるのもちょっと抵抗がある。

「放置するのであれば道の端に寄せておくのが無難だと思います。犯罪者ですから、晒さらし者にするのが一般的ですよ」

「……腐って臭ったりしません？」

「近くの街に着いた時に門番の人に伝えておけば処置しに来てくれますから、大丈夫です。賞金が掛かっていれば後日報奨金ももらえたりもしますし」

「なるほど、じゃあそうしましょうか」

　という事で道の端に山積みにしておいた。むしろノルンがやってくれた。なお、ダガーは回収済み。道を塞いでいた丸太は【ストレージ】に収納して無い無いしてしまう。薪くらいにはなるだろうから、もらっておこう。

「それにしてもレンさんの攻撃、あれ、何したんですか？　頭にあそこまで深くダガーが刺さるなんて……」

「えーと、内緒で？　私からすればリリーさんの結界のほうが凄かったんですけど」

【結界魔法】、あれは凄く便利そうだった。でもそれなりにレアスキルだという話だし、私が使えるようになるかはちょっと微妙かもしれない。一応、戦闘中に見てて魔力の流れとかは摑つかんだし、【解析】スキルのお陰でなんとなくだけど魔力構成はわかってるから、なんとかなりそうな気はするんだけど……後で試してみよう。

「リリーの数少ない取り得だもんねー？」

「アリサ！　怒るよ！」

「えー？」

「いえいえ、攻撃魔法も凄かったですよ」

　うん、実際攻撃魔法も凄かった。私は攻撃魔法は覚えてないから、そのうちどこかで学んでおきたいところでもある。

「あれ？　レンさんは攻撃魔法使えないんですか？」

「使えません。王都に着いたら魔法書を探そうと思ってます」

「あ、だったら私が教えましょうか？」

「えっと、いいんですか？」

「構いませんよー！　他にも何か覚えたいものとかあれば言ってください！」

「んー、では、無属性と闇属性、後は雷属性魔法を覚えたいんですが……」

「無と闇と雷ですね、わかりました！　無属性と闇属性は使えますし、私は雷属性は使えませんけど魔法書はありますし、姉さんが習ってる時に一緒に教えられたので大丈夫です！」

　おお、これで全属性コンプリートできそう。あ、そうだ。

「あ、それと【錬金術】もお願いできますか？」

「すみません、【錬金術】は専門外でして……【錬金術】スキルは誰かに師事しないと覚えられないんです。覚えたほうがいいとは言われていたんですが、時間も無くてなかなか」

「そうなんですか、知りませんでした」

「レンさんでも知らない事あるんだねー？」

「それはそうですよ。わからない事のほうが多いです」

「そうは見えないんですが」

「だよねー？」

　なんだか酷い事を言われてる気がする。でも【錬金術】はお預けかー。なんとかして覚えたいなあ、オートマタ作成的に。

「２人とも、そろそろ移動しないー？　死体の横で立ち話も流石に微妙じゃないー？」

「……そうだね」

「……そうしましょうか」




　そういえば死体の側だったよ。てへっ。





０６２　行き当たりばったり過ぎるのも考えもの







　衝撃の初体験の現場から１日ほど街道を進み、後１～２日ほどで王都に到着するというあたりまで来た。普通なら領都から王都まで１週間くらいかかるらしいんだけど、そこは優秀な私の馬車とゴーレム馬。素晴らしく早い。でもこれでも大分速度落としてるんだよね、別に急ぎじゃないし。

　そうそう、例の初体験に碌ろくに動揺もしなかったのはやっぱり【精神耐性】スキルのせいでした。負の感情とか精神的なストレスとかを大幅に軽減するらしいよ？　レベル10だから多分完全にシャットアウトしたっぽい。うーん、いいのか悪いのか。




　そして今は昼休憩中。街道の外に馬車を出して停め、テーブルと椅子を出してゆったり食事。

　メニューは卵サンド。半熟に茹ゆでた卵を刻み潰してたっぷりと挟んだ一品だ。味付けは塩胡こ椒しょうのみ。前に少し食べさせた事もあるけど、マヨネーズを頻繁に食べさせるのは２人にはまだ早い。パンは天然酵母を使ったふんわり柔らかパン。２人とも驚きょう愕がくといった表情で食べてる。ふふふ、美味しかろう？　たくさんお上がりよ！　はむはむ。

　ちなみにこの食パン、今朝早くに起きて土魔法で竈かまどを自作して焼いたものだったりする。

「レンさん、一体あとどれくらいレシピを持ってるんですか？　こんなパン料理、初めてです！」

「というかこのパンなんなのー!?　こんな柔らかいパン初めてだよー！」

　うふふ、リリーさん達の初めてを２つも奪ってしまった……！　っていうか、卵サンドくらい普及させておいてください、過去の転生者さん達。そんなに作り方難しくないじゃないの。

「レシピはまだまだたくさんありますよ。そのパンもあるものを使って作ったものです。柔らかくて美味しいでしょう？」

「凄く美味しいよー、幸せー」

「レンさん、もう料理人になったほうがいいんじゃないですか？」

「料理人はちょっと……料理はあくまで趣味なので」

「……これで趣味？」

「趣味ってレベルじゃないよねー……」

　そう言われてもねえ？　まあ、【料理】スキルは既にＬＶ10なんだけどね。

「ああ、そうだ。リリーさん、王都の宿でお勧めの所ってどこかありますか？　ノルン達が泊まれてお風呂があるといいんですけど」

「あれ？　宿をとるつもりだったんですか？」

「え？　それは、まあ」

「そんな、実家に招待します！　うちに泊まってください！」

「ええ？　それは流石に悪いですよ」

「いえいえ、色々お世話になってますし、今もこんな美味しい食事も頂いてますから、お礼です！　それに魔法を教える約束だってありますから！　魔法書も実家ですし、手間も省けますよ！　ですので、是非是非！」

　わはー、凄い押してくるね……でも、んー。

「えっと、じゃあ、お言葉に甘えて？」

「はい！　甘えちゃってください！」

　まあ、確かに色々と食べさせてるし、少しお泊まりするくらいならいいかな？

「ちょっとリリー、ずるいよー？」

「こういうものは早いもの勝ちだよ、アリサ？」

「むー」

　なんで私の取り合いしてるんですかね……？

「そういえば、レンさんは王都に着いたら何か予定とかあるんですか？　食材を買った後とか」

「そうですね……基本は食材探しですけど、魔法関係はリリーさんが教えてくれる事になったので大丈夫ですし、後はそうですね……」




　魔法関連はリリーさんが教えてくれる事になったから、魔法書探しはしなくていい。出費が減るのはありがたい。

　魔法といえば、リリーさんが使った【結界魔法】。実はあの後色々試したら使えてしまったりする。ステータスを確認しても確かにスキルが増えてたので、今はちまちまと練習してレベル上げの最中だったり。

【錬金術】は基本的に魔法書のようなものは出回ってないらしく、覚えるには誰かに師事するしかないらしいとはリリーさんの弁。

【調合】や【魔道具作成】、その他付与等の錬金レシピ集は錬金ギルドで販売してるとの事だけど、【錬金術】スキルを持ってないと売ってくれないそうだ。ギルド所属じゃなくても売ってくれるあたりは良心的と言えなくもないけど。

　ともあれ、そういった事情があるので【錬金術】はまたしても後回し。残念。

　となると、後は【鍛冶】スキルを鍛えるくらいなんだけど……




「……どこかで、鍛冶場を借りる事ってできないでしょうか？」

「鍛冶場、ですか？」

「はい。ちょっと【鍛冶】スキルを鍛えたいので」

「え？　レンさん【鍛冶】スキル持ってるんですか？　というか剣を作ったりするんですか？」

「ええ、一応。今使ってるのも自分で作ったものですし。それでちょっと作りたいものがあるので、【鍛冶】スキルを上げておきたいんです。そういうわけなので、どこかそういう場所があればなあ、と」

「……それだったら、私の伝つ手てで紹介できるかもしれないよー」

「アリサさん？」

「あ、そっか。アリサの家って……」

「アリサさんの家？　何かあるんですか？」

「私の家は代々剣士の家系なんだよー。それで、ずっと贔ひい屓きにしてる鍛冶工房があってー、そこの親方にお願いすれば、もしかすると、なんだけどー」

　なるほどなー。

「それで、どれくらい借りたいのー？　それに借りるとなるとお金も必要になると思うし、大丈夫ー？」

「お金のほうは多分足りると思います。足りなければ頑張って薬草採取して稼ぎますし。それで借りる期間のほうですけど、最低でも半年は借りたいです」

「半年も!?」

　一応、スキルレベル10が目標だったりするからね。集中して鍛えるなら半年もあればいけそうな気もする。もし半年でそこまでいけなかったら、頭を下げて期間延長してもらおう。

「えっと、お願いしても大丈夫でしょうか？」

「任せてー！　美味しいものたくさん食べさせてもらってるからねー？」

　それは暗にもっと色々食べさせろって事でしょうか……？

「それで、レンさんはどんな剣が作りたいのー？　魔力剣？　属性剣？　錬金術とか言ってたし、もしかして魔剣？」

　魔力剣？　属性剣？　なんぞそれ？　私がクエスチョンマークを浮かべているとアリサさんが色々教えてくれた。




　魔力剣。これは無属性魔法が付与された剣の事で、普通の剣よりも強力で、尚且つ耐久性も優れているらしい。また、魔力が付与されているので霊体やアンデッドにも有効。そして無属性故に汎用性が高いらしい。

　属性剣。これは各種属性魔法が付与された剣。それぞれの属性に特化してるので得手不得手がはっきりしている分、はまれば強力。

　魔力剣も属性剣も付与された魔法が強力なものであれば、その魔力を解放して一時的に攻撃力や効果を高める事ができるのだとか。魔力解放した剣の魔力は時間を置けば回復するそうだけど、回復までに掛かる時間はまちまちだそうだ。

　そして魔剣。これは属性魔法だけではなく、スキル効果が付与された剣。付与されたスキルの代表的なところだと【攻撃力強化】、【耐久力強化】等。珍しいものだと【幸運】なんていうものもあるそうな。また、属性魔法が付与されずに特殊なスキルのみが付与されたものも分類上は魔剣になる、との事。

　更に物によっては武器固有の特殊な必殺技が使えるとかなんとか？　厨ちゅう二に心ごころが擽くすぐられますなぁ？

　でもって、魔剣の作成には基本的に【錬金術】が必要らしい。またしても【錬金術】か……！　そして、強力な魔剣を手にするのが大体の剣士の目標なんだとか。ふむー。




「魔剣を手に入れれば魔剣士を名乗れるんだよー！」

「色々あるんですね」

「そうだねー。後は聖剣とか暗黒剣かなー？」

　ほほう、そんなものまで……




　聖剣。神が授けた神聖な力を秘めた強力な剣。神聖属性が付いていて、物によっては更に強力な特殊な能力を秘めているらしい。神聖属性は無属性以外の全ての属性に対して優位な属性であり、それ故に聖剣であるというだけで強力な武器なのだという事だった。そして伝説に名前が残ってるようなものだと、更に属性魔法が付いてたり様々なスキルが付いてたりと、とんでもない事になってるものがいくつかあるとかなんとか。凄く昔の凄い鍛冶師が聖剣を作れたとかいう逸話もあるそうだ。

　暗黒剣。これは暗黒神が授けた邪悪な剣、とかなんとか？　暗黒属性で、それ以外の基本的な性能で言えば聖剣と同じ。ただし、聖剣と暗黒剣はお互いが弱点同士であるらしく、打ち合った場合は格が上のほうの剣が勝つ、らしい。

　最後に神剣。これは伝説とか言い伝えにちょっと存在が語られる程度らしく、詳しい事はわかっていないらしい。曰いわく、あらゆるものを切り裂く、とかなんとか？

　でもまあ、なんだね。

　最後の神剣とかいうのはよくわからないけど、昔に作れた人がいたって事なら聖剣と暗黒剣はぶっちゃけ【創造魔法】でなんとかできそうな気もするわけで、そう考えるとアリサさんにはとてもありがたい話をしてもらった気がする。




　うん、取り敢えず、まずは魔剣を目標に頑張ってみようか。





０６３　王都に着いたよ







　そんなこんなでやっと王都に着きましたよ、と。

　いや、実はまだ城壁の外なんだけどね。門には長蛇の列ができてまして、列に並んでからそろそろ１時間近くになろうかという頃合いです。





◇






　馬車で麦畑に挟まれた街道を道なりに進み、小高い丘を越えた所で王都が一望できる場所に出たんだけど、そこで目に映ったのは城を中心とした巨大な城塞都市。




　まず最初に驚いたのはやはりその城壁だった。

　その大きさもさる事ながらそれ以上に驚いたのは、その数。小さな山の山頂に作られた王城を中心に同心円状に複数の城壁があって、それによって階級ごとの区画分けをしているらしい。

　王城を中心に最初の第一城壁があり、その次が上位貴族や領地持ち貴族の王都屋敷がある上級貴族街。通称第一区画。そしてそれを囲むようにまた壁があり、これが第二城壁と呼ばれる。ここから中には相応の通行証や紹介状が無いと入れない。

　次は下級貴族や平民の富裕層、貴族向けの高級店などがある区画。第二区画。リリーさん達の実家はここ。

　各種ギルドの国内の本部もここにある。後日、冒険者ギルドも少し覗のぞいたけど、強そうな人がたくさんいて正直ちょっとびびりました。皆さん見た目が普通に怖い。

　富裕区画を囲う第三城壁の外が一般層の区画。第三区画。一番面積が大きい。

　店なんかも手ごろな価格帯で、利用しやすい。一般区画と富裕区画を区切る壁の出入りの制限は特に無い。ギルド本部も富裕区画の方にあるから当然といえば当然。

　ちなみに一般区画には各種ギルドの出張所もあったりする。富裕区画の宿に寝泊まりできる冒険者はそう多くないし、かといってギルドまでの移動もそれなりに時間がかかるという事で、一般区画にはそういった出張所がいくつかあるみたい。

　で、その一般区画と外を区切る壁が今の最外周壁。城壁内に住めない人達はその外壁の外側周辺に勝手に住んでるらしい。俗に言う貧民街。行政側も壁の中に作られるよりはマシと思ってるようで、取り締まりもそんなに厳しくはないみたい。

　割と階級差がはっきりしてて、孤児上がりの冒険者としてはちょっともにょる。世の中世知辛い。

　というか、よくもまあこんな巨大な壁をぽんぽん作れるものだなあ、と思わなくもないんだけど、この世界には魔法があるので地球の中世とかの時代に比べれば建造はそこまで大変でもないらしい。いや、それでも十分に大変らしいんだけど。

　ちなみにここ、王都の名前はアスカロン。どこかで聞いた事がある？　うん、そうだろうね。なんていってもこの国の名前、ゲオルギウス王国だからね。竜殺しの英雄が建国したらしいよ？　……その人絶対転生者だよね？　しかもちょっと拗こじらせてる系だよね？

　……昔の人だし、どうせ会う事無いだろうから、別にいいんだけどね？




　と、いうような事を列に並んでる間に時間潰しがてらにリリーさんから聞いたりしてたわけだけど、それにしても列の進みが遅い。

　ちなみに現在の私達は徒歩。王都が一望できる丘を越えたあたりで馬車は収納して、そこからここまで歩いてきた。

　いやはや、少女３人の徒歩は目立つ目立つ。更に狼おおかみ連れ。しかも２匹。そのうち１匹はかなり大きいし、目立つのは仕方ないんだけど。

　列に並んでからも周囲の視線が集まって妙に落ち着かないしで、もういい加減うんざりしてきた。

　もうそろそろお昼になる頃だからお腹も空いてきたし、立ちっぱなしでいい加減疲れたー。

「いつもこんなに混むんですか？」

「そうですね、この南門は正門になりますし、いつもこんな感じですね」

「西区の方に市場があるから、一部の商人はそっちの門に回ったりもするみたいだけど、結局あんまり変わらないらしいよー」

「東区も職人街があるから武器の仕入れに行く商人もいるらしいですけど、そっちも似たような感じらしいです」

「北の門は貴族専用だしねー」

　それなら門を大きくして入街の確認の列増やせばいいと思うんだけど……見た感じ、門の所で２～３列に分かれてる、のかな？

「門の所で３列くらいになってるみたいですけど……？」

「一つは一般用、一つは商人、もう一つが冒険者ですね」

「商人は積み荷のチェックが入るから時間かかるねー」

「一般の所は一番人が多いので時間かかりますね」

「冒険者の列は依頼で外に出て帰ってきた場合のチェックだけだから割とすぐ済むよー」

「仕事で外に出てた以外の、普通に移動してきた場合だと一般用の列に回されるので、一般の列が一番時間かかりますね……」

　ぎゃふん。結局王都に滞在してる冒険者以外は全員時間かかるって事かー。

「貴族の方々の場合は専用の北門があるので、割とすんなりと入れるそうですよ」

　なるほどなー、羨ましい事だね。でも貴族とか色々柵しがらみが面倒くさそう。

「権力者の特権なんでしょうけど、その分義務も多いでしょうから、そのくらいの優遇措置が無いとやってられないでしょうね」

「……レンさんは貴族の方に対して理解があるんですね」

「そういうのを考えないで文句だけ言う人が多いからねー」

　理解というか、面倒なお仕事ご苦労様です、というだけなんだけど。

　なんてだらだら駄弁っているうちにようやく私達の番になった。なったんだけど……

「なんだそのでかい狼は？　従魔？　お前のか？　お前のような小さい子供がこんなでかい狼を従えてるのか？　噓うそじゃないだろうな？」

　うわー、コイツめんどくせぇー。そんなの魔道具で確認すればすぐわかる事じゃないのさー。さっさと調べて中に入れてよー。

　結局ねちねちと時間をかけて確認されて、門の中に入る頃にはドッと疲れてしまった。

「あの人達もお仕事なのはわかるんだけどねー」

「毎回アレっていうのは、正直どうなんでしょうね……」

「えっ!?　あれ、毎回ですか？　全員に？」

「はい……」

　……それは物凄く職務に忠実という事なのだろうか？　凄い仕事熱心？　いや、単にドＳなだけかもしれない。

「……お腹も空きましたし、私の実家にまっすぐ行きましょうか？」

「そうですね、色々見て回るのは明日以降でもいいですし」

　取り敢えずどうでもいい事は色々スルーして、さっさとリリーさんの家に向かう事にした。うん、したんだけどね？
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　でかい。屋敷でかい。庭広い。なにこれ。

「あー、そういえば言ってませんでしたね……」




　……リリーさんの実家は準男爵家だった。あ、貴族じゃないよ？　準男爵は世襲できる爵位だけど、階級自体は平民。つまるところ、平民階級の最上級ってところかな？

　ご先祖様が昔の戦争で活躍して受勲・授爵したそうで、それから代々お城で宮廷魔導師をやってるらしい。こっちは世襲じゃないので代々優秀な家系という事だね。色々手広くやってるらしくて収入は結構な額らしく、貧乏な無役男爵家なんかは目じゃないとかなんとか。これは後日メイドさんに聞いた話。実際屋敷もかなり大きいし。

　ちなみにアリサさんの実家も同様に準男爵で家はお隣さん。ご先祖様がコンビを組んで戦争で頑張ったのだそうで、それ以来一族ぐるみでの付き合いだとか。２人の仲がいいのも納得だね。なお、アリサさんちは代々騎士団に所属してて、時には騎士隊長になったりならなかったりとか？　普通に凄くない？

　そんな準男爵家のご令嬢がなんで田舎の街の宿屋でウェイトレスなんてやってたのかというと、将来の就職とかのためだそうで。

　リリーさんの家もアリサさんの家もちゃんと別に嫡男がいるという事で、２人は将来的には家を出て仕事を探すとかどこかに嫁に行くとかしないといけないらしい。

　で、リリーさんのお姉さんのサレナさんは冒険者ギルドに就職済みで、実は王都ギルド本部の幹部候補なんだとか。

　経歴への箔はく付けも兼ねて、人材の足りてないハルーラへ出張する事になったらしいんだけど、一緒に付いていって色々と社会経験を積もうという事でリリーさんも同行した、という事だったらしいよ？　アリサさんはそれに便乗した形。

　ちなみにリリーさん家の跡取りはリリーさんの弟で、アリサさん家の跡取りはお兄さんだそうで。

　どっちも貴族様しか通えない学校に通ってるそうな。ちなみに寮があってそっちで寝泊まりしてるらしい。

　え？　貴族様しか通えないんじゃないかって？　お金を積めば平民でも通えない事は無いんだってさ。準男爵家とかだといつか陞しょう爵しゃくして貴族階級になる事を目指して、お金を積んで嫡男を通わせるらしい。

　リリーさん達は娘だったのでその学校には通わせてもらえなくて、家庭教師に勉強をみてもらったとかなんとか。




　閑話休題。

　そんなこんなで門の前でアリサさんと別れて、リリーさんと一緒に屋敷に入ったところまではよかったんだけど。

「あらあらあら、まあまあまあ！　リリーがこんな可愛らしいお嫁さんを連れて帰ってくるだなんて！　どうしましょう？　今夜はお祝いかしら？」

「母さん、レンさんはそういうのじゃないから！　落ち着いて！」

「レンさん？　レンって言うのね、ぴったりの可愛らしい名前ね！　レンちゃんって呼んでも良いかしら？　いいわよね？　レンちゃん、うちのリリーを末永くよろしくね！」

「奥様、お客様がお困りです。いい加減落ち着いてください」

「あら？　あらら？　そうなの？　どうしましょう？」

　……このちょっと天然入ってるっぽい感じの見た目二十代後半くらいにしか見えないマダム、リリーさんのお母様だそうで、名前をミリアムさん。

　ご覧のとおり、天然で若干思い込みが激しく、押しが強い方だそうで。

　どうやら気に入られたようなんだけど……うん、なんだ。どう対応すればいいのか、困る。

「すみませんすみませんすみませんすみません！　うちの母がすみません！」

　あー、うん。あんまり気にしないでいいんじゃないかな……？

「リリー、式はいつにしようかしら！」

　ごめん、やっぱりなんとかしてください。





０６４　王都生活







　と、いうわけで王都に着いてあっという間に１週間経過しました。え？　飛ばし過ぎ？　気にしない気にしない。

　そんなこんなで今はリリーさんの実家にお世話になっていたりする。毎日タダ飯美味しいです！　でもリリーさん、恨めしそうな目でこっち見ないでください。自分で作らなくていいなら私は作らないよ。
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　王都に着いて最初の３日は当初の予定どおりに食材の買い込みにあちこちぶらついた。富裕区画だけではなく、一般区画の方もチェック。牛乳や卵はもちろんの事、他にも色々手に入ってホクホク。これで色々な料理が作れる。胡ご麻まなんかも売っていたのは驚いた。

　布と糸も色々買い込んだ。お陰で下着はシルク製になって肌触り抜群。すべすべで気持ちいいね。これ着て日課したい。




　ちなみに買い物が終わってリリーさんの家に帰ると、お母様の猛攻で連日お茶会。お茶の飲み過ぎでお腹たぷたぷになってつらい。

　一度、私の作ったオレンジタルトをご馳ち走そうしたら一層気に入られてしまったらしく、リリーさんに『絶対逃がしちゃだめよ！』とか『既成事実を作っちゃえばいいのよ！』とか言ってるのが聞こえた。

　私達、同性なんですが……？　そこのところご理解頂けてるでしょうか？




　実はこの世界、同性愛には割と寛容だったりする。

　お金持ちや貴族であれば跡継ぎを作りさえすれば同性愛は嗜たしなみの一環のようなところがあったり、一般的な平民であっても周囲は割と見て見ぬ振りをしてくれる。

　冒険者なんかは命が掛かってる状況下での生存本能による性欲の高まりを静める意味でも、そういった事をする場合もあるとか聞いた事がある。ダンジョンの奥深くで行われる男同士の肉の語らいとかなんとか？　んー、お風呂なんて入れそうもないだろうから凄く汗臭そう。やっぱり女の子同士のほうが華があっていいよね！　え？　そういう事じゃない？

　……でも、だからといって同性婚ができるわけではない。寛容ではあっても法的に認められてるわけではないのだ。

　というわけなのでリリーさんのお母様、お願いですからもう少しお手柔らかに……下手したら孫が見れなくなりますよ？　というか最近リリーさんの目付きがちょっと怖いんです……

　いや、本当にもらっちゃっていいんならおじさん大喜びで頂いちゃいますけどね？　いいの？　本当に？

　なんて噓うそです。ヘタレなだけです。散々餌付けしておいていざ向かってこられるとビビッてヘタレてます、すみません。仕方ないじゃない！　元々引き籠もり気質のぼっちなんだから！　とはいえ、もしかするともしかするかもしれないわけだし、もう少しちゃんと覚悟決めておかないとなあ……取り敢えず手を握るあたりから慣れていこう。まずはその手を握る覚悟からだけどね！
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　４日目からはリリーさんの魔法講義を受ける事に。

　リリーさんの教え方はわかりやすく、属性魔法はあっさり習得。これで全属性コンプリート。後はレベル上げだけ。

　とはいっても既に覚えていた属性に関しても基礎がわからないので、そちらも改めて教えてもらい知識を深める事ができた。

　ちなみに魔法属性の適性というのはステータスにも表示されないため、普通はわからないらしい。私が自分のステータスを見た時にそれらが表示されてるのはどうにも【鑑定】の副次的な効果っぽい？

　ともあれ、そんな感じに私の覚えが早かったため、教える事が無くなってしまったリリーさんは追加で魔法系統というものについても教えてくれた。




　曰いわく、魔法は属性以外にも系統というものがあり、それによって効果が分別される。

　難易度の低いほうから順に、最初は基礎。あるいは発生、または制御とも。

　掌、あるいは自分の正面、または周囲にそれぞれの属性効果を発生させる。火属性なら火。水属性なら水、といった感じ。ただし、火であれば高温の炎、水であれば熱湯や冷水を出す、なんていうのは高等技術との事らしい。

　次が『矢』。魔法の矢を飛ばす攻撃魔法。

　なんとかアローとかなんちゃらボルトとかいう感じの名前になる。遠距離射程、低威力だけど、攻撃系の基本となる系統。

　お次が『球』。

　お約束のファイアボールとか、そういうの。質量がある分、当たると弾けて周囲にダメージが広がる。目標が密集してる所に打ち込めば効果的。射程はスキルレベル依存らしい。

　次に『盾』。防御魔法。

　火属性なら火の盾を目の前に出す。火は水に強かったり弱かったり。魔力の出力差で結果が極端になるので属性の『盾』魔法は使い勝手が難しいらしい。そのため、基本的には無属性を使うか、同属性の魔法を防ぐのに使うのだそうだ。ぶっちゃけ微妙。

　次が『槍やり』。短距離高威力の攻撃呪文。

　出力を調整する事で中距離中威力の『飛ひ槍そう』になるらしい。つまり、攻撃魔法は基本的に射程と威力が反比例しているという事だ。長射程で威力を上げるには魔力を上げるか、つぎ込むＭＰを増やすか。あるいは自分で新たに術を組み上げるしかない、という事だった。

　最後が『壁』。

　これはファイアウォールとか、そういうやつ。防御魔法であり、同時に攻撃魔法でもある。ただし基本的には自分を中心として発生するもので、任意の離れた場所に発生させるのは高等技術なのだそうな。

　そして基本となるそれらの系統を組み合わせるか改良するか、あるいは自分で新たに組み上げる事で魔導師は自分の個性を出した魔法やオリジナルスペルを作っていくのだという事らしい。なお、オリジナルスペルを組むにはまた別のスキルが必要との事だった。

　なるほどなー。




　ちなみに装備品に一時的に魔法を付与する魔法付与系は『盾』からの派生で、【魔法剣】というそうだ。防具にも付与できるけど名称は【魔法剣】のまま。ステータスを上げ下げするバフ・デバフ系は無属性魔法からの派生になるそうで、これらは才能が無いと使えないらしい。名称は【強化魔法】【弱化魔法】。そのまんまだね。

　後は【回復魔法】や【結界魔法】？　そういった特殊魔法は他にも色々あるらしい。

　……私は【結界魔法】はリリーさんの真似して練習してみたら使えるようになったけど、【回復魔法】は覚えられなかった。どうやら才能が無かったらしい。まあ、回復手段はポーションあるから問題ないし？　……別に強がりじゃないし！




　……結論から言うと、私は攻撃系統の才能がまったく無かった。【魔法剣】もバフ・デバフも無理。使えたのは基礎と『盾』と『壁』。

　いやいや、『壁』は辛うじて攻撃魔法と言えなくもない？　……そういう事にしておこう。

　うーん、私の魔法の才能って実は微妙？　天人族も万能じゃないんだね……ふふふ、目から鼻水が出そうだぜ……

　などといじけていても仕方ないので、色々と使い方を考えたりはしてみた。何事も発想と応用が大事だよ。

　たとえば『土の壁』で相手を囲んでその中に基礎を使って超高熱の火を発生させて焼き殺すとか、１００℃の熱湯を発生させて茹ゆで殺すとか。どっちも鎧よろいを着ててもダメージが与えられそうなところが素晴らしいと思わない？

　でも火だと焦げて魔物の素材が手に入らなさそうだし、実用的なのは熱湯かな？　茹で殺すだけじゃなくて溺死も狙えそう？　時間かかるかもだけど。ああ、でも肉とかは傷みそう？　むーん。

「レンさんは覚えるのが早過ぎます！　なんでそんなに物覚えがいいんですか!?」

　うふふ、もっと褒めて甘やかしてもいいんじゃよ？

「うーん、こうなると後は基礎を鍛えていくのが定番でしょうか……」

「基礎ですか？」




　ここで言う基礎というのは魔力コントロールの基礎という意味で、魔力運用系スキルの習熟の事らしい。

　魔力運用、まず最初に覚えるのは【魔力感知】。魔力の流れを知覚するスキル。

　これを覚えたら次は【魔力操作】。文字どおりに魔力を動かすスキル。本来はこれを覚えてから属性魔法を覚えるのがセオリーらしい。そう考えると私はめちゃくちゃな順番でスキル覚えてるね。

　ここまでは私も覚えてるけど、この次から一気に難易度が上がる。

【魔力循環】。これは体内で魔力を循環させて練り上げ、魔力の質を上げて魔法の効果を高めるスキル。副次効果として消費ＭＰが若干減り、最大ＭＰの成長率が高くなる。

　更にこのスキルを覚えると、私の持ってる【身体強化：魔力】の劣悪な燃費が改善されるのだとか。是非覚えないと！

　そしてこの【魔力循環】で魔力を練り続けてスキルレベルを上げていくと、やがて【魔力消費軽減】【魔力回復促進】を覚える、という事らしい。

　うん、全部私に必要なスキルだね。こういうのが欲しかったんだよ！　【創造魔法】の燃費の悪さをなんとかするためにも！




　と、いうわけで全部覚えてみました。いやはや、天人族の種族特性のチートさを改めて実感したね。これは本当に酷い。

　だってリリーさんが凄く遠い目してるもの。

「……こんなにあっさりと、簡単に……私が覚えるのにどれだけ……ぶつぶつ」




　……うん、なんかごめん。





０６５　初めての共同作業







　魔法講義でリリーさんを返り討ちにした次の日、折角だから王都でもちょっと冒険者のお仕事してみよう、という事になった。

　何気にパーティー組むのって初めてのような気が……いやいや、ぼっちじゃないし！　ソロプレイだし！　っていうかノルン達もいるし！




　で、冒険者ギルドまで来てみたんだけど流石に王都のギルド本部、広いし人も多い。

　人が多い分、相応に窓口も多く、やはりハルーラは地方都市で王都に比べれば田舎なんだなーとしみじみしてしまった。

　おのぼりさん全開で周囲をきょろきょろと見回してみれば、ハルーラでは碌ろくに見かけなかった獣人っぽい人達もちらほら見かける。

　ドワーフ風の人もいるし……、エルフもいないかな？　あ、でもあんまりじろじろ見るのも失礼だろうし、気をつけよう。あ、あそこにいる猫耳さん、可愛い。

　あ、この世界、獣人とかエルフ、ドワーフとかいった亜人さん達が普通にいるからね？　詳細はそのうち気が向いたらね。

　ちなみに私はいつもどおりにマントでてるてる坊主状態。当然眼鏡も着用している。いや、リリーさん達と一緒にいるし、絡まれたりしないとは思うんだけどね。ノルンとベルもいるしね。

　え？　もう六月も末なのに暑くないのかって？　大丈夫大丈夫、マントの中に魔石を使った空調魔道具があるから、適温に保たれてるんだよ。【魔法付与】スキルと【魔道具作成】スキル万歳だね。

「ところでどんな依頼受けるんですか？」

　私は13歳未満でＥランク、リリーさんとアリサさんは13歳以上でＤランクなので、この３人だと私に合わせた低ランクの依頼しか受けられない。つまり討伐は無理で薬草採取や雑用系のみ。となれば２人にとってはつまらない仕事にしかならない。

「大丈夫ですよ。こういう場合の抜け道がありまして」

「うん。採取系でも常設依頼じゃなくて、特定の稀き少しょうな薬草を採ってくるような依頼だと場合によっては受けられるんだよー」

「そうなんですか？」

「はい。森の奥深くに生えているような、道中に魔物が多くて採りに行くのが難しい薬草の採取依頼の場合は、同行者に上位の冒険者がいればレンさんでも受けられるんです。パーティーを組んでたり共同だったりとかの場合ですね。ただ採ればいいってわけじゃない、採取や保存が難しい薬草だったりする場合は、高度な採取技術を持つ採取専門の冒険者が護衛を雇ったりとかもしますから」

　そういった高難度な採取依頼は当然魔物との遭遇戦も前提になっているため、討伐系が受けられない低ランクの冒険者では受けられないのだとか。

　でもランクが低かったり戦闘が不得手な冒険者でも、高ランクの冒険者や戦闘力が高い冒険者が同行する事で受ける事が可能になる。

　そのためランク混合パーティーが高難度の採取依頼を受ける場合、窓口の職員もよほど無理そうなパーティーでもない限りは暗黙の了解として見逃してくれるんだって。

　つまり今回の場合だと、低ランクの私でもリリーさん達と一緒なら報酬が高そうな高難度の採取依頼も受けられる、という事らしい。

　応用っていうか悪用っていうか……うーん、ギルドの闇は深い？

「大丈夫、魔物が出ても私がレンさんを守るよー」

「盗賊に襲われた時、レンさんに助けてもらったのは誰だっけ？　それにレンさんを守るのは私の【結界魔法】だからね！」

　なんで私を取り合うの？　意味がわからない……というか、ノルンとベルがいるから私の守りは大丈夫ですよ？




　と、そんな感じでわいわい騒ぎながら依頼票の貼ってある掲示板を見に行った。周りの視線が痛いので２人とももう少し静かにしてね？

「うーん、これなんていいんじゃないかな？　アリサはどう？」

「そうだねー、あそこの森ならそんなに危険な魔物もいないし、大丈夫じゃないー？　前に２人で行った時も大丈夫だったよねー？」

「じゃあこれで決まりかな？　レンさんもこれでいいですか？」

「２人が決めたならそれでいいですよ。このあたりの事はよくわかりませんし」

　経験者２人が大丈夫って言ってるんだから、よほどのイレギュラーが無い限りは問題ないと思う。ノルン達もいるし、いざとなったら色々自重しないだけだ。




　そんな感じで受けた依頼は、森のやや奥まったあたりに生えている稀少な薬草の採取依頼。医療用の強い痛み止めに使うものだそうで、需要は多いらしい。

　ただ、生えてる場所が比較的森の奥の方で、しかも物陰にひっそりと生えているために見つけるのが大変なんだとか。

　物陰や草陰を探すために下ばかり見ていると魔物に不意打ちされたりするので、割と人気が無い依頼なんだって。

　でも今回は２人が周辺を警戒するし、薬草採取には定評のある私がいるので非常にヌルい仕事だ。馬鹿みたいに採取して荒稼ぎしよう。

　え？　自重？　いやいや、２人にいいところ見せたいじゃない？　おじさん頑張っちゃうよ？





◇






　というわけでやってまいりました、王都の東に広がる森でございます。

　この森、浅いあたりは初心者向けの採取地、奥の方は上級者向けと住み分けがされていて、初心者から上級者まで幅広い需要があるんだとか。

　ちなみに討伐は西の平原のほうがいいみたい。林や小さい森なんかもあったりして、ゴブリンやレッサーウルフがちらほらいるので初心者向けなんだって。

　上級者は北の湖か、そこから更に北の深い森に行くらしいよ。

　そんな話をしながら周囲を警戒しつつ森を進んでいく。

　というか私とノルンの【警戒】があるのでそんなに周りをきょろきょろしなくても大丈夫ですよ、アリサさん。まあ、そんなやる気を削ぐような事言わないけどね。

　ちなみに魔物除けはまいてない。仲間もいるし、たまには実戦経験を積むのもいいよね。




　探索しながら進んでいくと、途中で何組かの冒険者を見かけた。15歳くらいの子もいれば私と同じくらいの子もいて、特に魔物にも会わないし浅いあたりは初心者向けだというのは本当のようだった。

　でもある程度進むとそういった低ランク風の冒険者も見かけなくなり、私の【警戒】の範囲ギリギリにいくつかの魔物の反応が出始めた。ゴブリンとかレッサーウルフばかりだけど、更に奥の方にはオークの反応もいくつかある。

「北東に１㎞くらい離れたあたりにオークが２匹いますね。どうします？」

「……１㎞先ですか？」

「……全然わからないんだけどー」

「面倒なら迂う回かいしたほうがいいと思います」

「オーク……お肉食べたーい」

「アリサ、ちょっと頭冷やそうか」

「だってお肉だよー？」

「……じゃあ、倒しに行きましょうか？」

「だめです。レンさん、アリサを甘やかさないでください」

「えー、甘やかしてよー」

「だめ」

「ぶーぶー。リリーのケチー」

「怒るよ？」

　うーん、この緊張感の無さは一体……




　そんなやり取りをしつつも探索を続け、大分奥の方までやってくると、やがて小さな泉に出た。探している薬草はこの泉の周辺に比較的多く生えているらしく、穴場なんだとか。

　この穴場スポットを知らない冒険者は薬草を求めて彷徨さまよう羽目になるそうで、ここを知ってる冒険者には比較的ボロい依頼で、知らない冒険者には面倒で不人気な依頼になるのだという事らしい。

　なるほど、だから２人はこの依頼を選んだんだね。

　そんな事を考えつつも周囲を【探知】と【鑑定】を併用して調べてみるとなるほど、確かにあちこちにたくさん生えている。

　場所によっては全然気付かれていないような所もあるようで、凄い量の反応があった。そういったあたりのものは全部まとめて収納してしまおう。今まで気付かれてないんだからいきなり無くなっても誰にもわかるまい。ふひひ。

　などとあくどい事をやりつつも、普通に探しながら採取もする。リリーさんは結界を張りつつ野営の準備をしている。採取してからここから王都まで戻るとなると夜中になってしまうので今日はここで野宿するのだ。

　アリサさんは周辺の警戒をしている。私の【警戒】があるけど慎重になり過ぎて困る事も無いだろうし、アリサさんも【警戒】を覚えたいという事らしいのでお任せする事にしたのだ。

　アリサさんは前衛だし、【警戒】を持ってても無駄になる事は無いからね。




　ちなみにノルンとベルは狩りに行っている。暇そうにしてたので許可を出した。森の更に奥の方に駆けていったので、もしかするととんでもないものを狩ってくるかもしれない……ほどほどでお願いしますね？




　この後めちゃくちゃ薬草採取した。





０６６　ノルンさんマジパネェです







　というわけで夕方近い時間まで薬草採取してみた。




「結構採取できましたね」

「結構って量じゃないと思います」

「リリー、もう諦めよう。レンさんに私達の常識は通用しない」

　私の評価は相変わらず酷いみたいだ。もっと優しくしてよ！

　でも、うん。割と容赦なく採取した。だってまた来るの面倒だしー？　３人で山分けしてもそれなりの収入にしようと思うと、ね？

　依頼書の内容からすると、一人頭金貨５枚分になるくらいの量だけど、問題ないよね！　大丈夫大丈夫！　【鑑定】で見た感じまだまだ全然残ってるから！　我ながらちょっとやり過ぎた感があるけど、反省はしない！
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　なんてやってたらノルン達も戻ってきた。何も咥くわえてないので安心してたら、何も無い所からどさどさと魔物の死体を出してくださいました。あるぇー？

　……なんでも、【アイテムボックス】が使えるようになったんだってさ。だから収納量の限界まで詰めて持ってきたんだって。

　もう、どこから突っ込めばいいのか……ところでこのでっかい鶏はなんでしょうか？　私よりも大きいんですけど？　え？　コカトリス？　卵も獲ってきた？

　コカトリスってＢランクの魔物なんですが。Ｃランク以上の熟練したパーティーが戦う相手ですよ？

　……私も大概だと思うけど、ノルンも相当に酷いと思うんですが。リリーさん達も固まっちゃってるし。

　取り敢えずこのでっかい鶏は【ストレージ】に死蔵する事にしよう。肉と卵は食べて証拠隠滅。他の素材はいずれ売却するか何かの材料に使うか……




　リリーさん達をなんとか正気に戻し、野営や食事の準備に取りかかる事にした。

　というか、自宅を使う事にした。この２人とはかなり仲良くなったと思ってるし、もしこういったものを見せても黙っててくれるような気がするんだよね。

　何より私が２人の事を完全に気に入ってしまっていて、仮に言いふらされても仕方ないかなーってところまで情が移ってしまっていたりするのだ。

　で、自宅を出した結果。

「なぁにこれぇー？」

「意味がわからないです」

「私の自宅です」

「……」

「……」

「頑張って作りました」

「ア、ハイ」

「ソウデスカー」

　もっと驚いてもいいのだよ？

　馬車の時と同じように２人が怯おびえて家に入りたがらないので今回も私が先に家に入り、中に招くとやっと２人も家に入ってきた。

「あ、靴は脱いでそっちの棚に入れてください。室内ではこっちの履物を履いてくださいね」

　下駄箱に靴を入れるように言ってスリッパを指差して履くように指示。このスリッパも自作。私は中の人が日本人なので、室内でも外履きでいるのは少々落ち着かない。

　いずれは畳とか作って和室も作りたいんだけど、イグサが見つけられなくて作業が進んでない。水辺の近くなら生えてそうなものなんだけどね。

「……凄い」

「これを、作った？」

　リビング兼ダイニングで２人があたりをきょろきょろと見回している。中央にテーブルと椅子。奥の壁際にはソファー、入り口から向かって左の壁際には台所と竈かまど、そして暖炉がある。あー、暖炉もそのうち冷暖房の魔道具に取り替えないとなー。

「取り敢えず今夜は２人はこの部屋で寝てください。ベッドも２つありますので」

「レンさんはどこで寝るんですか？」

「二階に自室があるので、そっちで寝ます」

　リビング右側にある客間を使うよう言いながら、ドアを開けて２人を部屋に案内する。部屋にはベッドが２つと、小さいテーブルと椅子が１脚。壁にはハンガーが架けてあるので、上着やマントはそれに掛けるように使い方を教える。

　リビングに戻って、奥にあるトイレとお風呂も案内する頃には２人とも疲れたような顔になっていた。私、快適な生活を送るためには自重しませんので。

　なお、この家のトイレは洋式トイレ。この世界では和式とかおまるとかが主流なので、使い方も教えておく。便座にはカバーも付いてるので冬場も冷たくない、と言うと感心したように頷うなずいていた。

　二階には案内しない。私の寝室を見せても意味ないしね！　何故か２人はやたらと見たがってたけど！




「そういえばリリーさん、ごめんなさい」

「はい？　何がです？」

「折角野営の準備してたのに……」

「そんな、気にしないでください！　このお家のほうが快適ですし！」

　実はリリーさん、野営の準備で１人で全員のテントを張っててくれたのだ。その労力を無駄にしてしまったので、ちゃんと謝っておかないと。こういう事はちゃんとしておかないといけない。

　謝罪の意味も込めて今日のご飯はちょっと豪勢にいってみようかな？　という事で獲れたてのコカトリスを使った親子丼を作りたいと思います。幸いコカトリスの卵もあるので材料は完璧。作り方は特に捻りも無く、一般的な親子丼のそれ。

　フライパンに出汁とスライスした玉たま葱ねぎを入れて火を通す。出汁は鰹かつおと昆布の合わせ出汁にしてみた。どっちも南の村で手に入れたしね。次に一口サイズに切った鶏肉……コカトリス肉？　もう肉でいいや、肉を投下。火を通す。最後に溶き卵を加えて、蓋をして半熟になるくらいに火を通す。あ、それぞれの工程でちゃんと火加減は調整してるからね？　どんぶりご飯の上に具を盛って、三つ葉ものせて出来上がりー。

　付け合わせは白菜の柚ゆ子ず漬けと適当にお味み噌そ汁しる。こういうのはシンプルでいいのよ。ちなみに漬物は旅の道中に暇を見て作っておいた。

　先にノルン達の分を持っていって、それから私達も食べる準備。２人に声を掛ける。

「できましたよー」

「来たー！」

「アリサ！　お行儀悪いよ！」

「リリーだって顔がゆるゆるだよー！」

　はいはい、喧けん嘩かしない。

「召し上がれー」

「「いただきます！」」

　早速食べる。私は箸、２人はフォークとスプーン。２人とも一応箸も使えるらしいんだけど、苦手なんだって。

　ぱくりと一口。うわ、なんだこれ……すっごい美味しい！　程よく脂が乗ってて、旨みが凄い。鶏肉なのにふんわり柔らかでジューシー。卵も味が濃厚なのに何故かくどくなく、食べやすい。箸が止まらない！　あっという間に完食！

　コカトリスヤバイ。マジヤバイ。これは乱獲確定だわ。あとでノルンにお願いしておこう。

　こんな美味しいものを獲ってきてくれたノルンさんマジパネェです。やはり私の女神か……！





０６７　そーぷぷれい







　いやあ、お腹一杯。

　このコカトリスの肉を使って色々な鶏肉料理を試してみたい。うむ。




　なんて考えながら親子丼をおかわりして打ち上げられたトドのようになってる２人にお風呂に入るように声を掛けたんだけど、何故か私も一緒に入る事に。

　うちのお風呂、湯船を結構大きめに作ったから３人くらい一緒に入っても余裕だけど、なんでこの２人はそんなに鼻息荒いんでしょうか？　念願のきゃっきゃうふふができるというのに、ちょっと怖いんですけど？　……一緒に入るのやめてもいい？　だめ？




　というわけで現在脱衣中。

　大きな浴槽を入れるために浴室を広めに取った関係上、脱衣所はちょっと狭かったりする。とはいっても私の場合は【ストレージ】に収納するだけなので一瞬で全裸になれるんだけど……

「レンさん、おっぱい大きいですね」

「そうですか？」

「リリーは小さいもんねー」

「アリサ、ちょっと黙ろうか」

　ちっぱいは稀き少しょう価値……いえ、なんでもありません。

　この状況で一気に全裸になるのもなんだかあれなので、まずは服のみ脱いで下着姿に。ええ、いつもどおりに大人下着ですよ。その効果たるや絶大だったようで２人の目付きが怖いです。

「その肌着、凄いですね……そんなデザインのものは初めて見ました」

「どこで買ったのー？」

「自作です。こういう形状だと形が崩れにくいし、体型も維持できるらしいです」

　前世で風俗嬢に聞いた話なので実際のところどうなのかはよくわからないけどね。おっさん暦が30年以上、女の子暦は11年だし、おっぱいが大きくなってきたのはここ１年くらいだもの。効果が実感できるのはまだまだ先だよ。

「……ちょっと欲しいかも」

「ダメだよリリー、私達じゃあの色気は出せないよー」

　２人が何かこそこそと話し合ってるけど、もう気にしないでさっさと全裸になって浴室に移動する事にしよう。お先ー。




　自分以外の人もいるのでまずは身体を洗わないといけないんだけど、湯船のスペースを大きく取った関係で洗い場が狭かったりする。仕方ないのでお湯が汚れても入れ替えるという事にして、先に２人には湯船に浸かっててもらう事にした。

　つまり私が身体を洗う姿を観賞される事になるわけだけど……うん、もう諦めた。

　シャンプーもボディソープもポンプ式容器に入って備え付けられている。容器の素材は流石にプラスチックではなく、木とかガラスとかだったりする。

　シャワーは流石に無いので、私が水魔法でお湯を出して泡を流す事になってる。シャワーもそのうち取り付けよう。魔道具的な何かで給湯器っぽいものと一緒に。

　頭をわしゃわしゃ洗う。わしゃわしゃー。

「あの液体、石せっ鹼けん？　凄い泡立ってる」

「レンさんの艶々の髪の秘ひ訣けつはあれと見たー！」

　うん、正解。この世界の石鹼って泡立ち悪いんだよね。というか、なんかゲル状で固形じゃない。固形の石鹼はリリーさんの家で初めて見たんだけど、質が微妙で……しかも髪もそれで洗うらしく、艶が無くなってパサパサになってしまうのだ。だから髪の艶を出すのには香油を塗ったりするらしい。べたべたになりそうなので私はパス。そもそもコンディショナーもちゃんと用意してるので問題ない。トリートメント？　流石にそこまで用意するのは面倒だからそっちもパス。ほどほどでいいよ。

　それなりに時間をかけて丁寧に髪を洗ったら、アップにしてヘアクリップで固定。次は身体を洗うよ。わしゃわしゃ洗うよ。

「……髪を洗う時とは別の石鹼みたいだね」

「レンさんのぷにぷに肌の秘訣はあれと見たー！」

　はいはい、そーですね。観賞するのは良いけど頼むから静かにしてください。

　私が身体を洗い終わると２人と交代。２人は一緒に洗うらしいので、お湯を入れ替えてから湯船に浸かり、今度は私が２人の泡踊りを観賞する事になった。眼福眼福。

　だってほら、私も見られたし？　……揉もんだりしたら怒られるかな？　うーん、まだ我慢しとこうかな……？　ってあれ？　もしかして洗いっこできた？　しまった、チャンスを逃した!?　ちくしょーめ！

　え？　ヘタレの癖にそんな事できるのかって？　どさくさにまぎれて触るくらいはできるよ、失礼な！

「これで私も艶々の髪に！」

「私だってぷにぷにだよー！」

　……使えるのが今日だけだってわかってるのかな？　こういうのは継続して使わないとダメなんだよ？

　などと心の中で突っ込みを入れつつ、２人の裸体をじっくりと観察。背はリリーさんのほうが大きいけど、胸はアリサさんのほうが大きい。お尻はリリーさんのほうが若干大きいかな？　腕や足はアリサさんのほうがやや太いかな、剣士だしね。

　リリーさんはスレンダーで引き締まった感じ。アリサさんは健康的なエロスですね。どっちもむらむらします。今夜は捗るね！

　ちなみに２人とも結構髪が長いんだけど、いつもポニーテールにしてるリリーさんのほうが若干長い。肩甲骨に掛かるくらいはある。ツインテールのアリサさんは肩口にかかるくらいの長さ。

　私？　腰に掛かるくらいの長さだよ。ついでに前髪も長い。キタローヘアだよ。お陰でお風呂に入ると普通に頭が重い。別に切ってもいいんだけど、なんとなく伸ばしてる。主に切るのが面倒くさい的な理由で。




　２人も身体を洗い終わり、３人並んで膝を抱えて湯船に浸かる。

　本来は足を伸ばしてゆったりするために湯船を大きくしたんだけどね……やはり他の人と一緒に入るのは何か違う。何をするにもゆっくりするならソロプレイがベストだわー。ぼっちじゃないよ、ソロプレイだよ。

「森の奥に薬草を取りに来たはずなのに凄い美味しいご飯食べてー」

「今、野営中のはずなのにゆっくりお風呂に入ってる……」

「しかもこの後、不寝番も無くぐっすり寝れるとかー」

「私達、今、依頼受けてるんだよね？　森の奥にいるんだよね？」

「いいじゃないですか、緊張しっぱなしだと疲れますよ？」

　疲れを取るためにお風呂に入ってるのに、２人とも疲れきった顔をするのはやめてくれませんかね？

「「誰のせいですか!?」」




　誰のせいでしょうね？





０６８　帰宅するまでが依頼です？







　次の日は朝から爽快な目覚めだった。色々すっきりしたからね。




　昨日はお風呂から上がったら即就寝という事になった。お腹も膨れてお風呂でさっぱりした２人が早々に睡魔に襲われたのだ。

　私？　私はほら、あれですよ。約１ヵ月ぶりに日課に励みましたよ。お客さんもいるのでがっつりと堪能する事はできなかったけど、それなりにね？

　いやはや、部屋を全室防音にしておいてよかったね。扉には鍵もつけてあるし、私、完璧じゃない？




　とまあ、そういうわけで今の私は絶好調。今日も頑張りましょう！　と言っても、後は帰るだけなんだけど。

「レンさん凄いご機嫌ですね。なんだかお肌も艶々してるし」

「私達も変に力が漲みなぎってる感じするけど、レンさんはなんだか種類が違う気がするねー？」

　２人が元気な理由は多分昨日のご飯だと思う。私？　私はそれ以外にも色々とね？

「昨日の晩ご飯にコカトリスの肉と卵使ってますから、そのせいじゃないでしょうか？」

　コカトリスの卵は滋養強壮に良いらしいよ？

「コカトリスの卵!?」

「高級食材じゃないですか！　え、昨日のあれ？　私達食べちゃったんですか!?　普通は売りませんか!?　いくらで売れると……」

　そんな事言われてもなー。

「流石にあのクラスの魔物をＥランクの私が持ち込むのは問題がありそうですし、折角の高級食材なら食べてみたくなりませんか？　実際凄い美味しかったですし」

「いえ、気持ちはわかります、わかりますけど……」

「確かに凄く美味しかったけどー、昨日のご飯がどれだけの値段になるのか考えると、ちょっと怖いよー？」

　でももう消化しちゃってるだろうし、過ぎた事は仕方ないのです。

「というわけで、食べた分頑張るという事で！」

「もう帰るだけですけどね……」

「頑張って帰ろうかー」

　実は卵はまだ５個ほどあるんだけどね。溶き卵もほとんど残ってるし……卵のサイズも相応に大きいんだよ。溶き卵作るのに寸胴鍋使うとか……。

　コカトリス？　番つがいだったみたいで実はもう１羽分丸まる残ってる。というか昨日食べた分差し引いても１羽目もほとんど残ってるし、アレを使って何を作ろうかなー？　ハーブチキンもいいな……じゅるり。コカトリスの骨で鶏ガラスープも面白そう？　後は内臓も……。

　あ、そうだ。食べ物じゃないけど羽で羽毛布団も作ろう。そうしよう。




　というわけで帰宅準備。装備を整え全員外に出て自宅を収納。

「驚き過ぎて失念してましたけど、レンさんの収納スキルってかなりレベル高いですよね」

「かなりって言うか、このサイズの家が入って、他にも馬車や馬も入ってるんだよー？　その上昨日のコカトリスとかも入ってるわけだし、収納量考えると下手するとレベル10行ってるんじゃないー？」

　この旅の道中で２人には私が収納スキルを持ってる事がばれてる。というか馬車を出した時にバレバレだったわけだけど。

「……アリサ、これは絶対秘密にしよう」

「だねー……」

　いちいち口止めしなくても自発的に……！　なんて良い子達だ！　おいでおいで、ハグしてやろうじゃないか。

「ふへへ」

「うふふ」

「リリー、気持ち悪い顔してるー」

「アリサだってー」

　……この反応は予想外だった。あれ、もしかしてこの子達２人ともそっちの気けがあったりするの？　へー……そっかー。

　前々からリリーさんはそれっぽかったけど、アリサさんもかー……なるほどね！




　その後、何事も無かったかのように森から出るために出発した。途中でオーク３匹に遭遇したけど、リリーさんとアリサさんがあっさり倒してしまった。

「丁度３匹ですし、一人１匹ですね」

「私何もしてないんですけどいいんですか？」

「いいよー」

　ではありがたく頂戴しておこう。お肉補充だ。

　そういえばアリサさんはオークの接近に気付いた風だったけど……？

「アリサさん、オークに気付いてたようですけど、もしかして【警戒】覚えました？」

「そうみたーい。今ステータス見たら覚えてたー」

「アリサやったね！」

「うん、しかも【探知】も覚えてたー」

「一気に２つも!?　凄いよアリサ！」

「ありがとー。でもリリーもなんだか魔法強くなってない？」

「そうかな？　うーん……あれ？」

「どうかしたー？」

「なんだか……いくつかのスキルがレベル上がってる……」

「……」

「……」

　そんな目で私の方見られても……いや、ホントにわからないので、やめてください。

「あの、そんな目で見られても、私何もしてませんからね？」

「……これは本当に何もしてないっぽい？」

「みたいだねー？」

　なんでもかんでも私のせいにしないで頂きたい！





◇






　その後は何事も無く王都まで帰ってこれた。まっすぐ第二区画にある冒険者ギルドに直行。時間は昼過ぎだったので人はそれなりに減ってるかなー、と思ったんだけど普通にたくさんいた。流石に都会は違うなあ……あ、猫耳だ。獣人可愛いです。

「レンさん、現実逃避するのはやめてください」

「すっごい目立ってるねー」

　いやあ、採集した薬草をまとめて出しただけなんだけどね？　あ、ちゃんと鞄かばんから取り出す振りはしたよ？　でもまあ量が量だからねえ……

「レンさん、自分が原因だって自覚してます？」

「申し訳ない……」

　ちなみにオークは出してない。オークの素材の売却益なんて高が知れてるので。３人とも家で食べる事にしたからね。

「目立ちたくないならもう少し大人しくしてください」

「激しく同意だよー」

「ごめんなさい」

　いや、でも割としょぼい仕事に付き合わせちゃったわけだし？　それでもそれなりに稼ぎはあったほうがいいだろうし？　そうするとどうしてもですね？

「反省してませんね？」

「すみません、反省してます」

　ごめんなさい。でも怒ったリリーさんはちょっと可愛いと思います。

「レンさん？」




　いや、ほんとごめんなさい。





０６９　贈収賄疑惑の現場







　森から帰ってきた次の日、アリサさんに連れられて職人街の方に行く事になった。

　以前紹介してもらう約束になっていた鍛冶職人さんに会いに行くためだ。ちなみにリリーさんも一緒。




「こっちの方は市場や大通りとはまた違った雰囲気ですね」

「そうですね……私も東区のこっちの方はあまり来ないので……」

「リリーは東区に来ても魔法関係の店ばっかりだもんねー」

　職人街の東区とはいっても多種多様な職人がいるわけだけど、基本的に同系統の職人がそれぞれ固まっているらしい。鍛冶師、革細工、魔法具、機織りに服飾等々……。

　ここ、鍛冶工房が集まる区画だと鉄を叩たたく音が響いてはいるけれど、それ以外は意外と閑散とした雰囲気だ。

「今向かってる鍛冶工房は王都でも有数の凄腕の親方がいる所なんだよー」

「斜向かいの工房の親方と仲が悪いんだよね？」

「元は同じ工房で働いてて、同時期に暖の簾れん分けしてもらったらしいんだけどねー」

「元々働いてた工房はもう無くなってて、お互いが元祖とか本家とか言い合ってるんだっけ？」

「らしいねー。ちなみに斜向かいの工房のほうは最近は魔法付与のほうに傾倒してるらしいよー」

「今向かってる所は純粋に鍛冶の腕を高めようとしてるんだよね？」

　どこでも似たような争いがあるんだなあ……魔法付与も気にはなるけど、今は純粋に【鍛冶】のレベル上げが優先だから、技術傾倒なのは正直ありがたい。

「っと、ここだよー」

「おおー」

　何というか、立派な店構え。珍しいガラスのショウウィンドウには剣と鎧よろいがいくつか飾られていて、更に店舗内部の様子も見える。飾られている剣は実用ではなく、儀礼用の装飾剣かな？　見た目がかなり華美。でも刀身自体も決して手抜きという風ではなく、ちゃんと実戦にも耐えられるように鍛えられている。【鑑定】の結果わかった事だけどね。

「じゃ、入るよー。こんにちはー」

　がらんがらん、とベルの音を鳴らして扉を開けて店舗内に入った。店に入ってすぐの所にカウンターがあり、店番の少年が椅子に座っている。カウンター脇から応接用のスペースに入る事ができるようになっており、そのフロアから更に奥に続く通路があるのが見える。

　店舗内の壁には数打ちだろうか？　いくつもの剣が飾られてある。室内には鉄と油の匂いが充満していて、まさに鍛冶屋！　という感じ。

「あ、ハミルトンさんとこのお嬢さん。今日は何の御用ですか？」

「親方いるー？　ちょっとお願いがあってー」

「親方なら奥にいます。呼んできますので、そちらに座ってちょっと待っててください」

　店番の少年に奥側のスペースに通され、椅子に座って待つ事になった。

「今の時間だと多分すぐには来ないと思うよー」

「レンさん、剣がたくさんありますね」

「それは鍛冶屋だしねー」

　ただ座って待つのもなんだし、どうせなら時間潰しに並べてある剣を見てみたい。

「並んでる剣は見てもいいんですか？」

「大丈夫だよー」

　では遠慮なく。フードを下ろし、壁際の剣立てに立てかけてある剣を１本手にとって、鞘さやから抜いてみる。んー。

　隣の剣、その隣の剣、と順に見ていく。

「これ、数打ちですよね？　鋳造ではなく、鍛造の」

「そうだねー、この工房の量産品は全部鍛造だよー」

「アリサ、それって採算とれるの？」

「量産品でも品質がいいっていうのは意外と需要があるんだよー？」

「そういうものなの？」

「そういうものなんだよー」

　……いいな、ここ。【鑑定】と【解析】で調べた感じでは、品質は悪くない。今まで見てきた武器屋の剣の中では群を抜いて出来がいい。これで数打ちというのなら、ここの親方はかなり拘る昔ながらの職人タイプなんじゃないだろうか？

「……いいですね」

「わかるのー？」

「数打ちの量産品にこの品質のものが並んでいる店は初めて見ました。刃の造りもそうですが、素材自体の、鋼の鍛え方が素晴らしいです」

　多少、というか結構ムラはあるけれど、この世界の発展レベルから想定する冶金の技術や設備を考えると、秀逸と言えるレベルだと思う。

「おうおう、ちっさいなりして好き放題言ってくれるじゃねぇか」

「あ、親方ー」

「おう、アベルんとこの。最近見なかったがどうした？」

「ちょっとハルーラ行ってウェイトレスしてたー」

「なんだそりゃ？」

「私もう14だし、仕事先探さないとだからねー」

「それにしたってお前にウェイトレスとか、ちゃんとやれんのか？」

　この人が親方さん？　歳は45歳くらいかな？　背はほどほど、とはいっても私よりも高い。筋肉ががっしりと付いていて凄くごっつい。髪は赤黒く、ところどころ白髪交じりだけど短く刈り上げられている。顔は日に焼けて真っ黒、髭ひげは綺き麗れいに剃そってるみたいだけど目付きもきつめかな。ドワーフ……ではないと思う、多分。

　アリサさんとは随分と仲がよさそうな感じだけど……それよりも。

「……リリーさん、リリーさん達って14歳なんですか？」

「あれ？　言ってませんでしたっけ？　私は来月に誕生日ですけど、私達は今年で14です」

「リリーさんってしっかりしてるから、てっきり15歳くらいかと思ってました」

「え、老けて見えます!?」

　いや、しっかりしてるからって言ったよ？　というか来月誕生日？　なにかプレゼントできそうなものとかあったかな？　んー？

「んで、なんかお願いだって？　また無茶言いにきたのか？」

「いやー、無茶では無いよー？　ちょっと友達が鍛冶場を借りたいって言ってて、借りれないかなーって？」

「それを無茶って言うんだ。いきなりきてそんな事言われて、ホイホイ鍛冶場を貸す工房なんざどこにもありゃしねえぞ？　つーか、友達ってそっちのちっさいのか？」

「そうだよー」

「おう、そこのちっさいお嬢ちゃん！　アンタ意味わかってんのか？　鍛冶場は遊び場じゃねえんだぞ？　大体そんなナリで槌つち振れるのか？」

「はい、わかってます。槌も多分大丈夫です」

「多分って……大体な、借りるったってどれくらいだ？　その様子じゃ１日２日ってわけじゃないんだろう？　金はあるのか？」

「できれば半年は借りたいと思ってます。お金は多分足りると思います。足りなかったら稼いできます」

「……はあ。おいアリサ、このお嬢ちゃんこんな事言ってるが本当に大丈夫なのか？」

「うーん、お金は大丈夫じゃないかなー？　稼ぐって言ってるのも多分大丈夫だよー？　それに、できない事をやれるって言う人じゃないと思うしー？」

「随分適当だな……うーん……なあ、お嬢ちゃん。アンタが何を作りたいのかは知らんが、金があっても腕が無い奴には鍛冶場は貸せねえ。お嬢ちゃんが作ったもん、何かあるか？」

　私が作ったもの、となると今腰に下げてる短剣？　後はスローイングダガーも出したほうがいいかな？　こっちは買ったものを改良しただけのやつだけど。

　短剣を剣帯ごと外して渡す。

「この剣です。後は、一応こちらも」

「ふむ、ちょっと見せてもらうぞ？」

　親方さんが剣を抜いて刀身を見る。しばらく眺めてるとだんだんと表情が険しくなっていく。何かおかしい？

「ちょっといいか？」

　小さい鉄の棒？　先の方が球体っぽくなってる棒を取り出してこっちに確認してくる。あー、叩いて音とかで材質とか調べるのかな。

「どうぞ」

　刀身をこんこん叩いては顔を顰しかめる。続いてダガーも同じようにして調べていく。

「……これを、お嬢ちゃんが作ったのか？」

「はい」

「むう……どういう鍛え方をしたらこんな……いや、だがこれは……ぬう……」

　あー、和鋼の玉鋼はここでの一般的な鍛鉄の鍛え方とは違うだろうし、そもそも魔法で作ったものだから品質も均一だし、今まで見た事が無い鍛え方に見えるんだろうなー。

「よかったらこれも見ますか？」

　鞄かばんから取り出す振りで【ストレージ】から玉鋼のインゴットを１つ取り出し、親方さんに渡す。

「……いいのか？」

「構いません」

　こんこん叩いては思案顔。

「……これもお嬢ちゃんが鍛えたのか？　材質は鉄のようだが……なにか少し違うような……」

「材質は砂鉄です。川で集めて、その後私が精錬しました」

　魔法を使ってだけど。

「砂鉄、砂鉄か……確かに昔はそういういう鍛え方もあるって聞いたな。なるほど、これが……だが配合は……」

　配合？　炭素配合の事？

「……ふむ、いいだろう。これだけのものが作れるなら腕のほうに問題は無いだろう。鍛冶場を貸すのは吝やぶさかじゃない」

「いいんですか？」

「ああ、うちの若い連中にはいい刺激になるだろうよ。予備の鍛冶場がいくつかあるからそのうちの１つを使っていい」

「ありがとうございます！」

　うっし！　鍛冶場げっと！　普通余所者に鍛冶場なんて貸してもらえないからね！　となれば……。

「お礼というわけではないんですが、よかったらこちらをどうぞ」

　先ほど取り出したインゴットを進呈。これで恩を着せられれば色々やりやすくなるかもしれない。

「……いいのか？　これは秘伝の類だぞ？」

「構いません。余所者に鍛冶場を貸して頂けるんですから」

　相当腕がよさそうな人だから、実物があれば再現できてしまうかもしれない。でもまあ、このくらいなら劇的に技術レベルが上がるって事も無いと思うし、大丈夫じゃなかろーか？

「……わかった、ありがたくもらっておく。ただ、そうだな……最低でも半年は借りたいって事だったか。なら１日小金貨１枚でいい。それと燃料費はこちらで持とう」

「いいんですか？」

　普通に考えれば余所者に場所を貸してもらえるだけでもありがたい話なのに、予想してた額よりも相当安い。ぶっちゃけもっとぼったくられる事も覚悟してたのに燃料費まで持ってくれるとか、ちょっとありえないくらいに破格だと思うんだけど。

「構わん。このインゴット一つで色々な事がわかる。調べるには時間はかかるだろうが、これを再現できればウチの工房の技術は更に上がるだろう。長い目で見ればどれだけの利益になるか……それだけのものをもらったんだ、このくらいじゃ安いくらいだ」

　あー、そういう……そっちは失念してた。ぬう。

「しかしそうだな……お嬢ちゃん、どこで寝泊まりするつもりだ？」

「宿でもとろうかと思ってます」

　流石にリリーさん達がハルーラに戻った後もリリーさんの実家にお世話になるわけにはいかない。いや、リリーさんのお母様は構わないって言ってくれてたんだけど、なんだか外堀を埋められそうな気がしたので辞退させて頂いた。

「なら、ウチの住み込みの連中用の部屋がいくつか余ってるから、それを使うといい。飯も必要なら準備させる。風呂も男女別に用意してあるから問題ないだろう」

「え、それは」

「遠慮しないでいい！　というわけで決まりだ！　それでいつから来る？　今日か？　明日か？」

　あっれー、すっごい強引。断るのを断るってくらいの勢い？　むむむ。

「ええと、では部屋のほうはお言葉に甘えさせて頂きます。借りるのは……明日からで大丈夫ですか？」

「おう、明日だな！　部屋はきっちり掃除させておくから安心しとけ！」

　思ったよりも揉もめたりしなかったのは助かったかな？　ちなみにノルン達が眠れる場所もあるとの事なので、一安心。




　その後、工房を後にしてリリーさんの実家へ帰宅。

　リリーさん達２人も明日には乗合馬車でハルーラに戻るという事なので、アリサさんも招待して今日までお世話になったお礼とリリーさんの誕生日プレゼントも兼ねて、私が晩ご飯を作ってご馳ち走そうした。

　とはいってもあまり凝ったものではなく、卵チャーハン、海老チリ、オニオンスープ、ドレッシングをかけた生サラダと、全部王都に来るまでの馬車の旅の間にリリーさん達に振る舞ったものばかり。新しいものを出すのはちょっと自重した。

　とはいえ、リリーさんのご両親が甚いたく感激して、引き止められる羽目になった。

「やっぱりウチの子になりましょう？　ね！　ね！」




　いやいや、勘弁してください。





０７０　鍛冶修行開始







　翌日、昼前にリリーさん達と一緒に家を出て、まずは２人の見送りついでに乗合馬車乗り場まで行く事にした、んだけど……。




「私達がレンさんを送っていきますよ」

「馬車乗り場まで来てもらうとその後第二区画まで戻る事になるからねー？」

「いえ、お世話になったのは私のほうですし」

「ダメです！　レンさん１人で歩かせるとか、絶対にダメです！」

「ノルン達もいるんですが」

「それでもダメです！」

　いやん、凄い過保護。お断りはできそうにもない感じなので諦めて２人に連行されて鍛冶工房へ。

「それじゃ、私達はもう行きますけど、大丈夫ですか？」

「変な事しちゃだめだよー？　自重してねー？」

「大丈夫ですから、もう行ってください！」

　などというやり取りの後、ようやく工房に入る事ができた。流石に中まで２人に一緒に来てもらう事は遠慮しました！　子供じゃないんだから！　いや、肉体的にはまだ11歳だけどね！




「こんにちはー」

「おう、やっときたか！　いつ来るのかと心配したぞ！」

　えええ、そんな子供じゃないんだから……というか工房の主が来るのを待ってるとか、普通に勘弁してください。

「あの、もしかして朝から待ってたなんて事は」

「朝から待ってた！　というわけで奥に行くぞ！」

　到着早々にまたしても連行された。もしかして今日はこんなのばっかり？

　工房の奥に向かって通路をどんどん進んでいく。途中にいくつも部屋があって、それぞれ何の部屋なのか教えてもらった。鞘さやや剣帯を作るための革細工用の部屋、刃物研ぎ用の部屋、親方がメインで使ってる鍛冶場、他の職人達が使う鍛冶場がいくつか、大量に仕事が入った場合に使う予備の鍛冶場もいくつか。私が借りる事になってるのはこの予備の鍛冶場のうちの１つらしい。しかももう火が入れてあるとか。気が早過ぎ！　燃料勿もっ体たいない……。

　他にも材料となる鋼材保管庫、出来上がったものを保管する倉庫、燃料となるコークスの保管庫等々……まあ、色々な部屋があった。

　そんな通路を抜けた先は中庭で、向かいにある建物が母屋らしい。母屋に併設された建物が従業員用の宿舎で、中でつながっているそうだ。ちなみにお風呂は母屋の方にあるとの事。

　母屋の一階は食堂になってるらしく、連れていかれるとそこには数人の人達が。皆さんここで働いてる人達で、紹介はされたけどここではひとまず割愛させて頂く。ちなみに工房に入ってからは流石にフードを下ろしていたので、紹介された人達は皆、まあ、いつもどおりの反応だった。

　紹介が終わると私が使う予定の部屋に連れていかれた。宿舎の二階の通路の中ほどの部屋だった。

　鍵を渡されて中に入ってみると、広さは六畳くらい？　ベッドとクローゼットが備え付けられてたけど、ベッドは後で自作のやつと取り替えよう。マットレスが硬いと寝れないしね。クローゼットは、【ストレージ】があるし多分使わないかなー？　ノルン達は中庭で寝るそうな。何気になかなか一緒に寝てくれない。いけずぅ。

　与えられた自室でさっとズボンと動きやすい上着に着替え、中庭を通って再び店舗の建物へ移動。私が借りる事になる鍛冶場へと案内された。

「ここがお嬢ちゃんに貸す鍛冶場だ。燃料のコークスはそこに積んである。足りなくなったら手が空いてるウチの連中に声を掛ければいい。材料の鋼材に関しても代金をもらえれば都合しよう」

「……あの、なんでそこまで？」

　ちなみにここまで親方さん直々に連れまわされてきた。立場のある人間にそこまでされると正直肩身が狭い。相当に気に入られたのだとしてもちょっと行き過ぎじゃないかなーって思うわけで。

「がははは！　実はな、昨日もらったインゴット、アレを軽く調べてみたんだが、どうやって鍛えたのかさっぱりわからん！　世の中は広いと思い知ったぞ！」

　なんでも、そんな自分でもわからないような鉄の精錬法を知ってる私を丁重に扱うのは当然、という事らしい。うん、職人の世界はよくわからん。

「これがここの鍵だ。鍛造なり何なりする時には鍵を閉めておけ。うちの馬鹿どもが盗み見するかもしれんからな」

　いたれりつくせりだー。

　ちなみに鍵を閉めても通気はちゃんとされてるらしく、窒息したり酸欠になったりはしないので安心していいらしい。うん、安心した。

　他にも細かい事を色々教えてくれた後、親方さんは部屋から出ていった。




　さて、それでは早速何か作ってみようか。

【ストレージ】から鍛冶道具一式を取り出し、準備。これらはリリーさんの家に滞在中に時間を見て自作したもの。

　ちなみに何が必要かわからなかったので、困った時の【創造魔法】頼みで『鍛冶道具一式』というめちゃくちゃふわっとした条件で作ってみた。あまりにもふわっとした指定だったので大量のＭＰを消費したのは言うまでもない。多分、リリーさんに色々教えてもらって魔力運用系のスキルが増えてなかったら作れなかったと思う。リリーさんマジ愛してる！

　とはいえこの鍛冶道具、当然ながら相当に重い。私の素のステータスだと持ち上げる事は不可能だったりする。

　でもそこは【身体強化】の出番ですよ。【魔力循環】を覚えて消費が激減した今なら長時間使用してもなんとかなるわけです。こんな感じでこのくっそ重い槌つちをぶんぶん振り回せちゃう。

　さてさて、鍛冶の手順なんてよくわからないけど取り敢えずインゴットを炉に放り込んでみると、あら不思議。その後の手順がなんとなくわかってくる。これがスキル補正というものだろうか？　異世界ファンタジーマジ凄い。現代の職人さん達に謝れ！

　とはいえ今の自分にとっては非常に都合がいいので、そのままなんとなく剣を打ってみる事にした。




　で、３時間後。

「んー、こんな感じでいいのかな？」

　取り敢えず剣はできた。要所要所で【創造魔法】を併用し、時間短縮しまくった事で、普通に考えると明らかにおかしい速度で。

　３時間で剣１本できるとか、普通におかしいんだけど……【創造魔法】使うと徐冷時間とか全部すっ飛ばせるんだよね。経験稼ぎのためには数を打たないといけないから凄く助かるんだけど、ちょっと釈然としないものがある。

　でも実は今打ったのは様子見しながらだったので、頑張ればもっと早く打ち上がりそうではあるかなあ？

　なんとなくだけど【鍛冶】スキルの経験値も増えたような気がするし、どんどん打っていったほうがいいとは思うんだけど……。

　なんて考えながら出来上がった刀身を眺めてみる。刀身は砥といでないし、鍔つばや握りの部分まで仕上げてはいないけど、【鑑定】で見た感じでは出来は『最高品質』になってるみたい？　まあ、場合によっては鋳潰して打ち直すんだけど。
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　とはいえ材料の鋼材はまだまだあるのでいきなりこれを鋳潰して打ち直すなんて事はせず、新たに鋼材を取り出して次の剣を打つ。

　カンカンカンカン。

　カンカンカンカンカンカンカンカン。

　カンカンカンカンカンカンカンカンカンカンカンカン。

　うーん、我ながらなかなかにいい出来だわ。

　あれから更に数本の剣を打ってみた。どれも出来は『最高品質』。

　私の【鍛冶】スキルはまだレベル３だから、本来は最高品質の剣は作れないはずなんだけど、【創造魔法】を併用すると普通に作れちゃったりする。

　出来がいいものが作れるとスキル経験値も多く入るようなので、レベル上げには持って来いで助かるわー。ステータスを確認してみると早くも【鍛冶】のレベルが一つ上がって４になっていた。天人マジチート。

　でも今までの他のスキルのレベルの上がり方を考えると、ここから必要経験が一気に増えていくんだよね……もっとたくさん練習しないとなあ……頑張ろ。

　とはいえ、今日はもう遅いのでここまでにしておこう。体感的に夜の７時くらいかな？　そういえばお昼ご飯食べてないや。水分はちゃんと補給してたけど。

　それに汗でべたべた……服が透けて下着が丸見えだ。我ながらエロい。

　ひとまず作業場の後片付けをして、作った剣は全部【ストレージ】に収納。かわりにバスタオルを１枚取り出して肩にかけ、胸元を隠しつつ鍵をかけて鍛冶場を後にする。




　母屋に着くと女将さんに風呂場に連行された。他の若い男性の職人や見習い達の目に毒だそうです。毒！　私、毒！

　へこんでても仕方ないのでひとっ風呂浴び、着替えて食堂に戻ると他の人達は既に食事を終えてそれぞれの部屋や残りの仕事に戻ったらしく、女将さんと女性の革細工職人、見習いの少年だけしかいなかった。

　女性の職人さんに話しかけられながら夕食をとってる間中、見習いの少年に睨にらまれてたんだけど、何？　そんなに睨まれる覚えがないんだけど？

　見つめ返してくてりと首をかしげると今度は顔を赤くして目を逸らすし、なんなの？

「あの子ね、まだ剣を打たせてもらえないの。そこに自分より若い貴女が来て鍛冶場を一つ占領してるでしょ？　親方が貴女は客で対価を払って鍛冶場を借りてるんだから変な勘違いするなって怒ったんだけど、まだ子供だから割り切れてないのよ」

　はあ、なるほど。変な逆恨みみたいなものですか。とはいっても変に絡まれても困るしなあ。

「大丈夫、見つめ返されれば照れてあの反応でしょ？　気にしないでいいわよ」

「そういうものですか？」

「そうよ？　それよりも、貴女胸おっきいわね？　何すればその歳でそんなに大きくなるの？」




　そんなの、私が知りたいくらいですよ。むしろ背が欲しいです。切実に。





０７１　２日目







　鍛冶修行２日目。

　アルノー工房の朝は早い。あ、アルノーっていうのはここの親方さんの名前ね。工房名がそのままなので非常にわかりやすい。わかりやすいのはいい事だよね。




　それはさておき。

　目を覚まし、起きて身だしなみを整えたら部屋を出て施錠する。向かう先は食堂。今回の賃貸契約では賄い付きなので、自分で用意しなくてもいいのである。楽ちん楽ちん。

　いずれは自炊したりするとしても、２日目からスルーというのは流石にねえ？　それに、こういう大所帯での食事のメニューも気になるし。まあぶっちゃけそれが一番の理由だったりするんだけど。飽く無き食への探求！




　食堂に着くとまだ食事の準備中のようで、女将さんとお手伝いさんが忙せわしなく動いている様子だった。暇だし手伝っておこうかな？

「おはようございます、手伝います」

「おはよう！　悪いね、助かるよ」

　うん、嫌な顔はされなかった。一安心。

　割と無理やり入り込んだ自覚はあるし、結構色々な優遇をしてもらってるわけで、悪く思われてても仕方ないと思ってたりする。だから胡ご麻ま擦りに見えるかもしれないけど、心証は良くしておいて損は無いはず。

　折角鍛冶場を借りられたんだから、追い出されるわけにはいかないからね。目指せ生産系チート！

　食事の準備を手伝いつつ、２人を観察。

　女将さんは三十代中頃くらいかな？　親方より大分若く見えるけど、肝っ玉母ちゃんって感じで見てて気持ちがいい。はきはきしてて凄い元気で、大所帯だしぴったりな感じだ。

　お手伝いさんのほうは十代後半くらいかな？　まあ私の人物年齢推測は結構外れまくってるみたいなので、正直あまり当てにはならないんだけど……お手伝いさんは近所からの通いらしい。




　朝食は山盛りのパン、焼いたオークの肉、山盛りのサラダ、野菜たっぷりのスープ。朝から肉か……それにパンも物凄い山盛り。体力勝負の商売なのはわかるけど、流石に朝から重くない？

「朝から凄いたくさん食べるんですね」

「そりゃあ身体が一番大事だからね！　すぐ疲れるようじゃやってられないのよ！」

「それは確かに」

　でも朝からお腹重くて逆に上手く動けなかったりしないのかな？

「それにしてもあんた手際がいいね、いつもより早く終わったよ！」

「一応冒険者ですし、自炊してますので」

「へえ！　冒険者やってんのかい！　そんな小さいなりで大丈夫なのかい？」

　食事の準備が終わり、他の職人さん達が揃そろうまでしばし歓談していると親方さんが現れた。

「おう、お嬢ちゃん早いな」

「レンです。おはようございます」

「そうだったな、レンだったか。おはよう」

　んー？　名前覚えてもらってない？　自己紹介したよね？　なんてやってると他の職人さん達もぞろぞろと集まってきた。

　親方さん、筆頭鍛冶師さん、一人前と認められて一人で仕事を任せられる腕の職人さんが３人、補助を任せられるくらいには腕がある職人さん３人、ようやく槌つちを持たせ始めた見習いが２人、店番や小間使いの丁稚が２人、鞘さやや剣帯などを加工する革細工職人さんが２人。そこに女将さんとお手伝いさんを加えた総勢16人。これがこの工房で働く人達。

　改めて軽く紹介された後に食事が開始。奪い合いの様相でちょっと怖い。まあ私はそんなにたくさんは食べられないから別にいいんだけど、みんな朝から凄い食欲だわ。でもこっちをちらちら見るのはやめてください、落ち着かないので。

「なんか今日の飯いつもより美味い？」

「あ、俺もそれ思った」

「今日はこの子が手伝ってくれたんだよ！　凄い手際が良くてね、味付けもやらせてみたんだけど、この子凄いのよ！」

　あまり持ち上げないでください、視線が集まって落ち着かないので。軽く会釈して愛想笑い。曖昧にしてスルーするスキルは日本人の美徳だと思います。

　そんな感じで食事が終わると、みんなそれぞれの仕事場に向かっていった。

　女将さんとお手伝いさんが洗い物をしてたので手伝おうかとも思ったんだけど、女将さんに鍛冶場に行けと言われたのでそうする事にした。

　お金払ってんだから変な遠慮しなくて良いんだよ、だって。確かにそのとおりなんだけど、それでもある意味初日だし、ちょっとね？

　でもまあ言質は取ったわけなので早速朝から経験値稼ぎに励みましょうかね？




　借りてる鍛冶場の鍵を開けて中に入って扉に鍵を掛け、炉に火を入れて準備を整える。

　炉の温度が上がるの待ってる間に昨日打った剣を取り出して１本仕上げておく事にした。刃を砥といで鞘も作って刀身を納める。

　うーん、まさに剣だね。

　仕上がった剣は一般的な長剣、片手剣とかショートソードとかいうやつで、私が使うにはちょっと長い。自分用の剣を作る時はもう少し刀身を短めにしないといけないかな。あんまり使わないと思うんだけど。ちなみにロングソードというのは正しくは馬上で使う長身の剣の事ね。ここ、試験に出ません。

　さて、そんな事をしているうちに炉の温度も上がったようだし、剣を打ちますか。




　ふしゅー。

　今は中庭で休憩中。午前中はずっと剣を打っていたけど、流石に疲れた。

　中庭は何本も木が植えられていて、その近くには休憩用のベンチもある。中庭の隅の方には井戸もあって、剣を冷やすための水や料理で使う水もそこから汲くんでるみたい。

　さっきも職人さんが水を汲んでいったのを見かけた。妙にちらちらとこっちを見てたけど、特に声を掛けられたりはしなかった。いや、話しかけられても困るんだけど。

　ノルン達は木陰で昼寝中の模様。んー、長閑のどかだねえ。

　そんな事を考えながら魔法で出した水に同じく魔法で出した氷を入れてくぴくぴと飲んでいると、親方さんと職人さん達がぞろぞろとやってきた。

「おう、お嬢ちゃん。休憩か？」

「レンです。休憩中です」

「そうだったな、レンだったな。ああ、そうだ。昨日から打ってるんだ、そろそろ一振りくらいは仕上がりそうか？」

「刀身だけなら何本かは打ちました。鞘まで仕上げたのは１本だけですね」

「……随分早いな」

「おいおい、昨日の今日でもう１本仕上げたとか、噓うそ吐つくなよ！」

「おい、エド。止めろ」

「だけど兄貴！」

「相手は客だ。弁えろ」

「はあ……この馬鹿息子は……すまんがお嬢ちゃん。仕上げた剣を見せてもらってもいいか？」

「構いませんよ。これです」

　先ほど最後まで仕上げた剣を親方さんに渡す。別に【ストレージ】から出したりはしていない。試しに振ってみようと思ってそのまま持ってきたのだ。

　……まあ、腰にぶら下げてみたのはいいけど、腕が短くて抜剣できなくて落ち込んだんだけど。やっぱり自分で使う分は刀身は短めに造らないとダメだわ。

「これは、良い出来だな……」

「……昨日打って、今朝仕上げてこれか。末恐ろしいな」

「こんな……噓だ……」

　噓とか言われても困る。まあ、実際打ってるところ見せろとか言われたらそれはそれで困るんだけど。魔法も併用してるし。

　でもこの２人、兄弟？　親方さんも馬鹿息子とか言ってたし、息子さんかな？　弟さんっぽいほうにすっごい睨にらまれてるけど、やめて欲しい。お兄さんのほうはなんだか興味深そうな、観察するような感じでこっちを見てる？

「今日もずっと槌を振ってる音が聞こえていたが、どのくらい打ったんだ？」

「ええと、刀身だけですけど、２本です」

　確か大体２時間で１本打ってたはず？　あくまで刀身だけで最後まで仕上げてはいない。練習だし。

「は？　２本？」

「いやいや、それは早過ぎるだろ」

「噓だ！　そんなのありえない！」

　そんな事言われてもなー。とはいえ確かに魔法抜きならもっと時間がかかるとは思うけど。

「鍛冶場で徐冷中ですけど、見ますか？」

　とはいえあんまり噓だ噓だ言われるのも正直むかつくわけでして。

「……そうだな、見せてもらおうか。おい、お前ら、行くぞ！」

　というわけで大勢でぞろぞろと私が借りてる鍛冶場へ移動。鍵を開けて中に入ると、徐冷用の棚へ向かう。

「これです」

「ほう……これも良さそうだな……」

「……これは、凄いな」

「噓だ……こんなの噓だ……」

「これでわかっただろう？　ぐずぐず文句を言ってる暇があったら少しでも多く槌を振れ、馬鹿たれが」

　諦めて納得してもらいたいものですね？

　職人さんがこぞって棚の剣を眺めてるけど、そろそろ昼ご飯の時間ですし食堂へ行きません？　お腹が空きました。




　昼食を食べ終わると午後の仕事開始までみんな一休み。食堂で休んでる人もいれば、中庭で昼寝してる人もいる。私は２人いる革細工職人の若い女性のほう、デリアさんとおしゃべり中。この人、おしゃべり好きっぽい。ちなみにもう１人の人は結構なお爺じいさん。寡黙な方のようで今のところ話してるところを見た事が無い。

「いやー、レンちゃん凄いね！　その若さであれだけのものが打てるとか、一体どんな修行してきたの？」

「えっと、秘密です？」

「あはは、それはそうだわ！」

　ちなみにデリアさんは昨晩もここで一緒に話し込んでた人だ。同様に昨晩睨んでた見習いの少年は、打って変わって尊敬の眼差しでこっちを見つめている。うん、落ち着かないからやめて！

「そういえばさっき中庭で休んでた時、水飲んでるコップに何か入ってたみたいだけど、何入れてたの？」

「氷です。氷魔法が使えるので」

「「「氷魔法!?」」」

　あら？　他の人も反応するの？

「ちょ、氷魔法使えるの!?」

「どのくらい使えるんだい!?」

「まだ使える!?」

「あの、落ち着いてください」

　女将さんまで反応してくるとか、予想外過ぎる。そういえば氷属性魔法ってそれなりにレアスキルだったっけ？




　その後、タライ一杯に氷を作る羽目になった。いや、実は今日から七月だったりするんだよね。しかも今年ってなんだか妙に暑いみたいで、先月から既に結構暑い日があったからね……気持ちはわからないでもない。でも、この雰囲気だと明日以降も氷を作らされる羽目になりそうな気がするんですが？

「お金出すから明日もお願い！　ね？　ね!?」

　まじっすか。いや、お金もらえるなら別にいいけどね。





０７２　鍛冶工房での生活







　２日目の午後もずっと剣を打っていた。２時間で１本だから計３本。スキルレベルが上がればもっと早く打てるようになりそうな感じかな？　とはいえ、今はレベル５を目指してとにかくたくさん打たないと。

　その後も朝起きては朝食の準備を手伝い、日中は剣を打って夜はご飯を食べてお風呂に入って寝る生活を続けた。

　……そうそう、お風呂に入る時、炉の熱と飛んだ火花で焼けた肌がぴりぴりして辛いので、スキンケアポーションを作ってみた。

　とはいっても基本的には回復ポーションなんだけどね。でもそのお陰でお肌は未だにぷにぷに。火傷の痕どころか、染み一つ無い美白肌でございます。これで鍛冶やってますとか、詐欺だよなあ……

　その後も槌つちを振り続け、材料が足りなくなって親方さんに鉄鋼とかを融通してもらったり、週に一度はノルン達の運動とご飯集めを兼ねて薬草採取に行ったりして過ごした。

　と、そんな事をやっているうちに【採取】スキルがとうとうＬＶ10に。うーん、なんというか……スキルからのステータス補正でＤＥＸが地味に高くなってきたなあ……いや、高いに越した事はないんだろうけど。

　それと、剣の投射攻撃と分割思考の二つがいつの間にかスキルになっていた。【操剣魔法】と【マルチタスク】。

　前者は今までよりも効率よく剣を撃ち出す事ができるようになった模様。ＭＰ消費が減るのはありがたい。

　後者は、元々の思考分割や高速思考に加えて、複数のスキルを同時に使用したりする他に、スキルを組み合わせて使用した時の効果を上昇させたりもするらしい。後は同時に別々の魔法を使ったり、他にも色々？

　ちなみにどっちもＬＶ３。もう少し高くてもいいんじゃないかなーと思わなくもない。むむう。




　そんな感じで過ごしてたある日の朝、起きて食堂へ行ってみると女将さんが唸うなっていた。なんだろ？

「どうかしたんですか？」

「うん？　ああ、お嬢ちゃんかい。実はね……」

　なんでも、いつも朝のパンの配送を頼んでるパン屋さんが仕入れ先のトラブルで小麦粉が足りなくなり、予定していた数のパンが焼けなかったらしい。

　つまり、ココへの配送も数が足りず、届いた分だけでは全体の量が足りなくなってしまうので嵩かさ増ましするために何を作ろうか悩んでいたとの事だった。

「あの子達も朝からたくさん食べるからねえ」

　この工房は割と大所帯だし、それを差し引いても各人が大食らいだから毎回の食事は量が凄く多い。

　んー、パンが足りないって事は炭水化物が足りないわけで……。

　竈かまどを見ると毎度おなじみ大量の野菜スープが大鍋２つになみなみとある。そして同様に肉。朝から肉。んー？

「このスープ、手を加えてもいいですか？」

「うん？　それは構わないけど、なにかできるのかい？」

「パンが足りない分の嵩増しくらいにはなると思います」

「へえ？　じゃあお願いしようかね」

　ざっと他の食材を見ると、サラダ用に買い付けたとかで大量のトマトがあったので、これも使う事にする。

　お湯を沸かしてトマトをガンガン茹ゆでていき、皮を剝く。といっても私一人で全部の作業をやると時間がかかるし面倒なので、トマトの湯剝きはお手伝いさんにお願いした。大鍋２つ分なのでかなりの量になる。

　次に小麦粉に塩を少々加えて水で練っていき、一口大の平べったい団子を作る。こちらは女将さんに手伝ってもらって、これも大量に。

　じゃが芋を蒸かして潰して一緒に練ればもっと美味しくできるけど、時間がないので今回は断念。

　団子が作り終わったあたりでトマトの湯剝きも終わったようなので、湯剝きしたボイルトマトを鍋に潰し入れていく。隠し味に唐辛子も少々。女将さんとお手伝いさんの２人が、真っ赤になっていく鍋を見て凄い顔になってるけど、気にしない。

　じゃが芋を入れた場合だと下茹でしてからじゃないと団子が崩れるけど、今回は小麦だけで練ったのでそのまま鍋に投入。若干色合いが悪くなるけどそれも諦める。時間が無いので巻きで。軽くだけど一応灰あ汁く取りはしておく。

　団子に火が通ったらざっと味を整えて、乾燥パセリを散らして出来上がり。

　すいとん風ミネストローネ……いや、ミネストローネ風すいとん？　まあ、どっちでもいいか。

「んー、こんな感じでしょうか」

「……凄く赤いね」

「トマトをスープに入れるなんて、初めて見た……」

　むーん、ミネストローネのレシピって無いのかな？　ちょっとまずいかもしれない？　むむむう。でももう作っちゃったので今更どうにもならないし、開き直ろう。

　それに、親方さんには色々と良くしてもらってるし？

　小皿によそって２人に差し出す。味見どうぞー？

「これは、いけるね」

「初めての味だけど、凄く美味しい……」

「トマトをスープに使うのかい……色々試してみようかね？」

　レシピ研究はご自分でお願いします。

　それからすぐに食堂に全員集まって食事になった。

「女将さん、パンが足りないんだけど」

「悪いね、今日はちょっとね。代わりに別のものを用意したから」

「……なんだこれ、すっげえ赤いんだけど」

「今日はこの子が作ってくれたのさ。凄く美味しいから食べてみな？」

「いや、こんな赤いの、俺は要らないわ」

「そうかい？　じゃあ食べなくていいよ。その分はあたしが食べるからね。こんな美味しいもの食べないなんて、勿もっ体たいない勿体ない」

「……そんなに美味いのか？」

「なんだい？　今更遅いよ？　あんたの分は無いよ！」

「うお、なんだこれ、すげえ美味い！」

「ほんとだ、凄く美味しい……何これ、初めて食べる味だけど、手が止まらない！」

　んー、概ね好評っぽいかなー。




　その後、みんなおかわり連発であっという間に鍋が空っぽになってしまった。

　見た目で食べるのを拒否し、食いっぱぐれた次男が非難がましくこっちを睨にらんでたんだけど、自業自得でしょ？　逆恨み良くないよー。





◇






　それから２週間程過ぎた頃、【鍛冶】スキルのレベルが５に上がった。




　その数日後、親方さんに頼まれて職人さん達に見られながら剣を打つ事になった。正直言って物凄く落ち着かない。でも代金代わりに結構な量のミスリルのインゴットくれるって言うんだよ。了承しましたよ。

「こんな感じです」

「……早過ぎる」

「意味がわからない」

　一応【創造魔法】は抜きで打ったので、いつもより時間がかかってたりするんだけどね。それでもスキルレベルが上がったお陰で【創造魔法】抜きでもそこそこの速度で剣を打てたと思う。後は多分、何時の間にやらＬＶ10になってた【金属加工】スキルが地味に効いてるんじゃないかな？

「わかったか、お前ら。歳は関係ねぇんだ、ぐだぐだ文句言う前に自分の腕を上げる努力をしろ」

　弟子を煽あおるために使われてるわけだけど、鍛冶場を借りてる手前あまり文句を言う事もできないからなあ……息子さんの下のほう、未だにすっごい睨んでるんだけど。もう勘弁してください。

　でもこれでミスリルゲット。もう少しスキルレベルが上がったらこれで自分用の剣を打とう。先はまだまだ長いけど。





◇






　それから更に２週間ほど経ち、八月に入った頃。

　流石に延々剣を打ち続けるのにちょっと飽き始めた。いや、槍やりの穂先とか斧おのとか、他にも色々作ったりしてたんだけど、武器全般を作るのに飽きてきたのね。




　というわけでちょっと剣以外のものを作ってみようと思います。主に趣味全開の嗜し好こう品ひんの類を。

　まず最初に作ったのは製麵機、というかパスタマシーン。取っ手をぐるぐる回してロングパスタをうにょうにょひり出すあれです。【創造魔法】でパスタを作るのが地味に面倒なんだよ。手で伸ばす？　それも面倒だから嫌。

　ちなみに金口部分を取り替えるとショートパスタ用に変な形のものをひり出す事も可能だったりする。

　次に懐中時計を作ってみた。というか部品が細か過ぎて結局は削り出す羽目になり、無駄に時間がかかった。

　懐中時計で時間を食ったけど、その後は各種調理器具の類。スライサーとかピーラーとか地味に便利だよね。他にも色々と？　後はついでに色々な種類の包丁も作った。刺身包丁とか？　でもこれ、実際に使うのはいつになる事やら……。

「んー、他に何作ろう？　取り敢えず思いつくのは一通り作った気もするけど……」

　調理器具以外にも爪切り等の日用品とかもあれこれ作ったりしたけど、ひとまずはこんなところかな？　細かいものも多かったせいか、ステータスを確認してみたらＤＥＸが大分上がっていた。相変わらずＳＴＲとＶＩＴは全然上がってないけど。

　いや、いいんだ。【身体強化】があるから気にしない。気にしないったら気にしない。

　その後も色々作りつつ、合間にはちゃんと剣も打った。え？　逆だって？　細かい事は良いんだよ、気にし過ぎてると禿はげるよ？




　と、そんな感じで気分転換に別のものを作ったりして過ごしていたある日の昼前の休憩中の事、またしても女将さんが唸っていた。

「どうかしたんですか？」

「うん？　いや、今日は何を作ろうかってね？」

　またか。女将さん、料理上手なので私は結構ご飯を楽しみにしてるんだけど、たまにこうして悩んでる時があるんだよね。いや、毎日の事だからわからないではないよ？　食べるだけの人達は作る人の苦労を考えずにまた同じ料理？　って文句だけは言ってくるから。毎日の献立を考えるのは大変なんだよ、マジで。

　んー……毎日色々世話になってるからなあ……

「今日は私が作りましょうか？」

「……あんたがかい？　うーん……大食いのあの子達が満足できるようなもの、何かあるのかい？」

「多分、大丈夫です」

　ここ最近で作った調理器具が火を噴くぜ！

　え？　レシピの秘匿？　いや、親方さんには色々ありえないレベルで値引きとかしてもらってるし……１つ２つくらいは別にいいかなって？




　というわけで先日作ったパスタマシーンを使いたいと思います。今回作るのはミートソーススパゲティ。ここ最近やたらとトマトサラダが食卓に上がるのでトマトはたくさん余ってるみたいだから、活用しますよ？　豚肉、というかオーク肉も常時たくさんあるし、食材的には問題ない。

　まずはお手伝いさんにひたすら挽ひき肉にくを作ってもらう。とはいっても別に包丁で延々叩たたき続けるなどという地獄の重労働をさせるつもりは無い。最近作ったものの中に小型のミンサーがあるのでそれをぐるぐる回してもらう。

　女将さんにはひたすら麵生地を捏こねてもらう作業。私？　私は女将さんが捏ねた生地をパスタマシーンで麵にする作業。

　それぞれ分担をこなしている間に大量のお湯を沸かしておく。麵を茹でないといけないからね。

　一通りの作業が終わったら、次にミートソースを作る。これも大量に作らないといけないので２人にレシピを教えた。

　サラダにかけても美味しいし、他にも色々使える、と教えたら２人とも目を輝かせていた。この様子ならそのうち２人とも何か応用レシピを開発するんじゃないかな？

　大量のミートソースを作り終わったら麵を茹でる作業に。とんでもない量を茹でるのでこれまた時間がかかる。

　茹で上がったら麵を皿に盛って、そこにソースをぶっかけて出来上がり。

　付け合わせに生野菜のサラダ。ドレッシングも作ったけど、こちらのレシピは内緒。ついでに汁物が無いと寂しいので持ち出しでオニオンスープも出した。こっちのレシピも秘匿しておいた。あ、流石にオニオンスープに入れる卵は持ち出しじゃないよ？　卵は一応そこそこの高級品だし。

「んー、こんな感じですね」

「……初めて見る料理だね」

「女将さん、このスープ凄く美味しいですよ」

「ちなみにこれはどうやって食べるんだい？」

「こっちの料理はこうやってフォークで……」

　どうやらこのあたりにはロングパスタ料理が無かったようで、食べ方から教える羽目に……。

　そうこうしてるうちに食堂にみんな集まって食事開始。みんな無言で搔かき込んでいた。おかわりも連発。あっという間に打ち上げられたトドが量産される事となった。

「……美味過ぎる。なんだこれは」

「今日はこの子が全部作ってくれたのよ」

「こんな料理初めて食べたけど、凄く美味かった」

「スープも物凄く濃厚で美味しかったよね！」

「というか、サラダに掛かってた汁？　あれなんだ？　あれのせいだと思うけどサラダが凄く美味かった」

　食事が終わるとみんな料理についてあれこれ話し始め、収拾がつかなくなってしまった。

「おい、お前ら！　あれこれ話し込む前にちゃんと礼を言え！　本来ならお嬢ちゃんはこんな事しないでいいんだからな！」

「「「「ご馳ち走そう様さまでした！」」」」

　あ、御粗末様でした？

　というか、そこまでされると逆に恐縮しちゃうのでほどほどでお願いします？　いつもはイラつく態度の次男も素直に頭を下げていた。やはり美味しいご飯は偉大だ。




　なんてちょっと混乱してたら午後の仕事開始前に、女将さん。

「あの麵を作る機械と肉を細切れにする機械、融通してもらえない？」

　今回作った料理、手間の割に満足感大きいからなあ……ある意味手抜きできちゃうし、他にも色々料理の幅広がるのはわかるんだけどね？

「えっと、お値段は相談に乗ります、よ？」




　その後、商業ギルドに連れていかれてギルド登録させられて、設計図を描かされて特許を取らされました。ああ、うん。これで不定期的に収入が入るよ？　やったね？




　……あれっ？





０７３　あの人は今







　こんにちは、鍛冶の修行をしてたはずが何故か商業ギルドに登録する事になりました、レンです。

　なんでも前回使ったパスタマシーンとミンサー、あれらが画期的だったらしく、それの特許収入だけでかなりの収入になるんだって。

　特許登録のために行った商業ギルドで聞いた話によると、この国では全然レシピが無いらしいんだけど、ロングパスタを使った料理というのはもっと大陸中央の方にはあるとの事らしい。

　ただ、今まで使われていたパスタ料理のための麵を作る専門の機器というのが微妙で……ところてんを作る要領で力任せに押し込んでひり出す、とかなんとか。

　それに比べて私が作ったパスタマシーンはそんなに力も要らずに簡単に麵が作れるという画期的発明！　という事だそうですよ？

　ミンサーは小型化されてるのが凄いとかなんとか……

　なお、ミンサーはあるのにこの国にハンバーグは存在しない模様。意味がわからん。大陸中央の方にはそれっぽい料理のレシピがあるような無いような、とは職員さんの弁。この国だとクズ肉を丸めたミートボールもどきはあるみたい？　なのでミンサーは国内では碌ろくに売れないらしい。

　ちなみにロングパスタ料理はこの国にはほぼ存在してないながら西の方にある交易都市には一応はあるらしい。んー、一度行ってみたい。美味しいご飯色々食べたいです。




　それはさておき、前世でたまたま構造を知ってたから作ってみただけのもので、自分で発明したわけでもないのに、ある程度定期的な収入が得られてしまうというのは……なんだか色々申し訳ない気分に……。

　あ、そうか。これが知識チートってやつか。異世界転生ものの主人公ってみんな神経図太いんだなー。これ、私も慣れないといけないの？

　っていうかね、色々発展途上というかちぐはぐな発展遂げてるのはわかってたけど、特許制度とかあるとか、本当にこの世界あべこべ過ぎて、もうどこから突っ込めばいいのやら。

　ちなみに商業ギルドは登録料が高い。最初に始める商売によっても金額が上下するらしいんだけど、大体金貨１～５枚。場合によっては金貨10枚にまでなる。これはその最初の商売が失敗した時、場合よっては発生するかもしれない損失の補塡に使われる補償金でもあるらしい。

　私の場合は金貨５枚持っていかれた。そう考えると登録無料の冒険者ギルドって凄い良心的かもしれない。

　今回の件に関していえば、設計図も併せて特許登録しておけば製造されるごとに使用料が入ってくるらしい。

　商業ギルドは国を跨またいだ国際組織なので、他国で作った場合でもお金が入ってくる。商業ギルドにも取り分が入る。なのでギルドの権益を守るためにもそのあたりはきっちり取り立ててくれるそうな。

　なお、商業ギルドで色々話を聞いてみた結果、この国はかなり田舎で後進的な部類に入るみたい。そこにこんな機材の特許を取りに来たものだからあれこれ探られる羽目になって非常に疲れた。

　なお、特許料の収入はギルドで処理して自動振込みしてくれるとの事。

　商業ギルド登録してると預貯金できるようになるんだけど、今回の特許の使用料は全部その口座に振り込まれるらしい。

　下ろすのはいちいち商業ギルドに行かなくてもいいらしく、そういったギルド預けのお金というのは各種ギルドが業務提携してるとかで、別に他に登録しているギルドがある場合はそちらでも下ろせる、という事らしい。私の場合は冒険者ギルドでも引き出せるという事になる。

　ちなみに商業ギルドは冒険者ギルドと違って年会費を払う必要があるらしいんだけど、それらの支払いは口座からの引き落としを指定しておけばわざわざ払いに来ないで良いという事だったので、自動引き落としでお願いしておいた。

　いや、特許登録の時に色々探るような対応されたからね、それをお金を下ろすのにギルドに来るたびにやられても嫌じゃない？　商人の目付き怖い、マジで。




　いや、まさかハルーラでトンカツを作った事はおろか、養鶏をやってる村での事も特定されてて、更には西の森に引き籠もっていた魔女の噂うわさについても怪しまれてるような発言があったりとか、普通に怖いって！　いや、森の魔女の件に関しては時期的に近いからって事だったみたいだから、色々とすっとぼけてはみたけど。

　とまあ、そんなわけで商業ギルドにはできればもう来たくないんだよ。

　というか、ここまで商業ギルドに筒抜けだと、例のカエル顔の商人の事も気になるわけで。

　……追っ手みたいなのとか、来ないよね？

　場合によっては逃げる事も考えておかないといけないんだけど、折角借りる事ができた鍛冶場の事もあるし、本気で悩ましい。

　ひとまずは様子見、かな……でもいつでもすぐに逃げられるようにはしておこう。

　ノリとか雰囲気とか勢いとかで色々やらかしてるので、いい加減もう少し自重しないと……目立ちたくないとはなんだったのか。いや、マジで。




　あ、ちなみに商業ギルドのランクは、ギルド員の商売の売り上げの一部をギルドへの上納金と国への納税で支払って、その年間の合計金額が一定額以上になると上がっていくって事らしい。私の場合だと特許料が振り込まれて、そこから自動で引いていってくれるそうなので、放っておいても別に大丈夫みたい。

　まあ、たまにランク更新とかで顔出さないといけないらしいんだけど……でもやっぱりできればここには来たくないなあ……。




　とまあそんなトラブルがありつつも、その後も剣やなんかを打って自由気ままに過ごしてたわけですが。





◇






　その日は昼前の休憩でちょっと敷地の外に出てみた。

　母屋の裏手側には塀の外に出る扉があるんだけど、そこから外に出ると裏通りの方に出れるんだよね。

　で、その裏通りなんだけど、通りを挟んだ向こう側は柵になってて、その向こうは空が見える。つまり、そこの先はかなりの段差になって、崖になってる。

　柵に手を突いて下を見下ろせばそこには下の家の屋根が見える。ここから落ちたら大怪我するってくらいの高低差になってるので、落ちないように気をつけないといけない。

　とはいえ、しっかりとした柵だってあるんだからここから落ちるようだと流石に自己責任で、落ちた人はかなりのおまぬけさんという事になる。実際、ここから落ちても国からの補償だのなんだのは無いらしい。気をつけよう。

　でもここにいると高台の上にいるのと同じ事なので、風が非常に気持ちいい。柵の近くには、休憩用かな？　一定間隔でベンチが設置されていて、裏通りだというのにそれなりに人が座って休んでいる様子だった。

　まあ、そんな場所だといっても人目が少ないわけではないので私は当然のようにマント着用で、てるてる坊主状態なわけだけど。ついでにノルンも側にいるし。




　しかし、本当に風が気持ちいい。これからはここで休憩を取るのもいいかもしれない。

「ふわー」

　おわ、変な声が出た。

「あの、あなたそこから出てきたけど、そこの工房の見習いさん？」

　ふわっ!?　今の変な声聞かれた!?　やばい、恥ずかしい！

「あ、はい？　いえ、違いますけど」

「あれ？　そうなの？　でもそこから……」

「えっと、ここでお世話になってるというか、間借りしてるというか」

「あー、そうなのかー……じゃあ無理かなあ、当てが外れたー……」

　がっくりと項垂れて落ち込んでしまった。なんだろう、別に私が悪いというわけではないはずなのに、何故か罪悪感が凄い。そのくらいに盛大に落ち込んでいる。んー。

「その……なにか困った事でも？」

　これ、いつもなら絶対聞いちゃだめなやつ。フラグだよ。わかってる、面倒事の元だ。でも聞いちゃう、だって日本人だもの。それに、何よりもこの子は……。

「え？」

「なにか、困ってる事でもあるんですか？」

「あー、いやあ……なんて言ったらいいんだろ？　そのね、私まだ駆け出しの冒険者なんだけど……」




　……冒険者ギルドと職人ギルドには、互助契約というシステムがある。駆け出しの冒険者と、同じく駆け出しの見習い職人がお互いに手を取り合って技術を高め合うための契約だ。

　具体的な例を挙げると、駆け出しの冒険者であればお金が無いので装備が揃そろえられない。装備品は信頼できる品質のものとなると相応のお金が掛かる。そして、それらは消耗品だ。

　そして、たとえば見習いの鍛冶職人がいるとする。彼、あるいは彼女はようやく槌つちを振るう事を許された、駆け出しの鍛冶師だ。でも彼は自由にできる資材が無い。自由に鍛冶場を使う事も許されていない。仮に何かを作ったとして、それの実際の性能や使い勝手を知る手段も無い。

　そうした駆け出しの冒険者と職人が、お互いに必要なものを補い合うのが互助契約なのだ。

　冒険者は必要な武器や防具等を安価、あるいは無料で手に入れる事ができる。職人は実際に自分が作ったものの性能を知る事ができる。

　冒険者は職人が必要とする素材を無料、あるいは安価で提供し、新たな武器や防具を手に入れ、経験を得る。職人も新たな素材を扱う事を覚え、また、自分が作った品々の性能や使い勝手を知り、改良し、腕を上げていく。

　お互いに足りない金銭を補い、得がたい経験を得、切せっ磋さ琢たく磨ましていく。それが互助契約。

　ただし、当然デメリットもある。

　駆け出しの冒険者の能力等というものは、所詮は高が知れている。ふとした事であっさり死ぬ。当然技能も低い。要求された素材を集める事は容易ではない。

　見習い職人も同様で、所詮は見習い。作り出せるものの性能や信頼性はお察し。戦闘中にいきなり壊れる事だってある。

　だからこの互助契約にはお互いの生死に関しても後々に責任を問わない事、などの記述がある。死んでも自己責任なのだ。

　そこには、死んだ冒険者の仲間についても項目がある。

　仲間の冒険者が装備の不具合で死亡した場合でも、互助契約を結んだ職人に対して問い詰めるなどの行為をしてはならないとされてる。

　それを破った場合は当然のように罰則がある。

　ただし、あまりに死亡事故を繰り返すようであれば職人のほうにも罰則が適用される。

　そういったデメリットも含んだ上で、お互いに納得して結ばれるのがこの互助契約だったりする。




　そして、今目の前にいる少女はその互助契約を結ぶ相手を探して、連日この鍛冶職人通りの周辺をうろついてるという事だった。

　あわあわしながら、言葉足らずにならないように、それでも上手く説明できるように話している少女。




　……変わらない。変わってない。




　淡い金髪で、長さは後ろで握りこぶし一つほどの大きさに束ねる事ができるくらい。昔はもっと長かった。肌はうっすらと浅黒い。以前よりも若干焼けただろうか？　くりくりとした碧へき眼がんは変わらずあの頃のままで、強い意志を宿していた。





[image: ]








　……そう、私はこの少女の事を知っている。




「……というわけでね、一緒に孤児院から出てきた子達の負担も考えると、互助契約をしてもらえる人を探すのが一番って言うか？　とはいっても、そもそもの相手が見つからなくてねー？　いや、困った困った」

　11歳になってしばらく経った後、同じ年頃の子達を連れて孤児院を出て、冒険者になったらしい。私達がいた孤児院は本来であれば15歳になるまではいてもいい事になっている。

　でも彼女、あるいは彼女達は自分達よりも小さい子供達のために孤児院を出る事を選んだのだという。

「なんとかなると思ったんだけど、薬草の区別も付かなくってね？　そうなると正当防衛でゴブリンとかレッサーウルフとか倒すとかしか無いんだけど、そうすると武器とか全然ダメで」

　彼女の腰には使い古したダガーが佩はいてある。鞘さやに収まっていてもあちこちぼろぼろで、今までの苦労が窺うかがい知れた。

　彼女の手もぼろぼろだった。孤児院にいた子達はみんな手はぼろぼろだったけど、それでも今の彼女と比べれば、ずっとずっとマシだった。

「そんなわけでさ、自己責任とかあったけど、それでも互助契約が結べれば全然マシかなって思ったんだよね！　上手くいけば他の子達の武器もお願いできるかもしれないし？」

　変わらない、全然。あの頃と全然変わらない。

　いつもみんなの面倒をみて回って、自分から余計な苦労を背負い込んでいた。




「……変わりませんね、トリエラは」




「えっ？」

　彼女は、トリエラは目を丸くしてこっちを見返してきた。その目の色は孤児院にいた頃と変わらなくて、なんとなくだけど、安心した。





０７４　実は世話を焼くのは嫌いじゃない、むしろ割と好き







　目の前の少女は、きょとんとしてこっちを見ていた。

「あれ？　私、名乗ったっけ？　あれ？」

「名乗ってませんよ」

「だよね？　じゃあ、あれ？　なんで？」

　トリエラは相当混乱しているようで、あわあわしていた。

　孤児院にいた頃もそうだった。自分で苦労を背負い込んではあわあわしていた。懐かしいなあ……。

　しみじみとしながらフードを下ろし、そして彼女の顔を見つめる。

　わかるかな？　わかるよね？

「えっと、何？　……あれ？　え？　でも、あれ？　……噓うそ……？」

　もう一押し？　眼鏡も外し、声を掛ける。

「お久しぶりです、トリエラ」

「…………レン？」

「はい」

「……噓だ、レンは、だってレンは……」

「ここにいますよ」

「噓だぁ……」

「噓じゃないです」

「うあああああ」

　トリエラに抱きつかれた。凄い力で抱きつかれた。正直、痛い。

「崖から落ちて死んだって、死んだってぇ」

「死んでません」

「でも、だって、だから、わたしぃ」

「大丈夫です。ここにいます」

「うあああああああ」

　泣いてる。いつも皆の前では毅き然ぜんとしてた少女が、私に縋すがり付いて。

「死んだって、聞いて、だから、だからぁ！」

「はい、生きてます。死んでません。だから大丈夫です」

　支離滅裂な言葉を繰り返す彼女に、大丈夫、大丈夫と繰り返し、泣き縋るその背中を撫なでる。

「レン、れん、れんんん……」

「はい」

「うううう……」

　彼女が泣き止んで落ち着くまで、背中を撫で続けた。





◇






「うー……」

　両の頰に手を当てて、トリエラが恥ずかしがってる。可愛い。正直抱きしめたい。って、あれ？　トリエラってこんな可愛い系のキャラだったっけ？　あっれー？

「落ち着きました？」

「うん、大丈夫。落ち着いた……」

　ようやく落ち着きを取り戻したようで、今は私の顔をまじまじと見ながら観察している様子。いや、本人だよ？

「……本当にレン？　噓じゃない？」

「噓じゃないです。本人です」

　ほっぺたをぺちぺちしたり、引っ張ったりして確認される。

「いひゃいれす」

「あ、ごめん」

　ちょっとひりひりする。こういうやり取りも懐かしい。

「その無駄に馬鹿丁寧な口調もそのままだし、顔も面影あるし、やっぱりレンで間違いないね！　ほっぺのぷにぷに感もそのままだし！」

　え、何その確認方法。

　ちなみに丁寧口調は前世からの癖だったりする。基本的に身内というか、肉親以外には丁寧口調がデフォだった。どうやら異世界に生まれ変わって、前世の記憶が戻ってなくても癖は抜けなかったらしい。

　というか、顔に面影って……。

「顔、そんなに変わりました？」

「全然違うよ！　前から可愛かったけど、今はなんていうか、全然違う！　可愛いっていうか、凄く可愛い！　途と轍てつもなく可愛い！」

　ええ、そんなに？

　以前の私を知ってる人からそこまで言われると、やっぱりかなり違うんだなっていうのがわかる。うん、やっぱり顔は隠していく方向でいこう。それがいい。

「でも、生きてたんだ……本当に……」

「ええ、まあ。色々苦労はしましたが」

　スキルや天人の事は流石に言えないので、色々誤魔化したりしつつ説明した。

　崖から転落した後、なんとか一命を取りとめ、木の皮を齧かじり泥水を啜すすり、這はい蹲つくばって生き延びた、という事にした。

　ノルンについては、その過程で運よく手懐ける事ができた、という事で誤魔化す事に。

　うあー……この世界で最初の、孤児院で唯一と言ってもいい親友に対して噓吐ついてる……自己嫌悪でちょっと死にたくなる。うううううううううう!!

「そっか、やっぱり苦労したんだね」

「そこはまあ、相応にですね」

「それで今はそこでお世話になって、鍛冶やってるの？」

「そこもまあ、色々ありまして」

　説明できない事が多過ぎる。私、だめ過ぎる。

「でも、今はなんとかなってるんだね」

「そうですね、生活に困らない程度には」

「そっかー」




　その後もあれこれと話が弾んで、話し込んだ。とはいってもやはり話題に上がるのは冒険者としての生活についての事が多かった。

　ちなみに、孤児院の出資者のカエル顔の商人についての話も一応教えてもらえた。

　以前にも同じようにレアスキルを習得した子は何人かいて、そして私と同じように出資者のもとへ移動中に盗賊に襲われて生死不明になった事があった。

　でもその時も特に捜索等はされず、今回もそのまま死亡扱いだったらしい。つまり、私が追っ手的なモノに怯おびえる必要はあまりない、という事だ。

　当然ながらトリエラも、絶対にばらしたりしない！　と言ってくれた。

　でもまあ、一応警戒はしておくけどね。世の中なにが起きるかわからないし。




　そんな彼女達は今は城壁の最外周部に近い安宿に泊まっていて、人数も多いので大部屋を借りている、という事だった。

「やっぱり、薬草の区別がちゃんとできてないのがねー。先輩の冒険者に聞いても、それは苦労して覚えるものだとしか言ってくれないし、かといって討伐は受けられないし、とはいえ正当防衛って誤魔化して魔物を倒すにも武器がしょぼいから厳しいしねー」

「トリエラ、ギルドに登録する時にちゃんと説明を聞いてました？」

「え？　聞いてたよ？　というか、それが何？」

「資料室、使ってます？」

「なにそれ？」

「……説明、聞いてないじゃないですか」

「え？　どういう事？」

　冒険者ギルドの資料室について説明をする。

　利用は無料、薬草は絵姿付きで詳細な資料があり、魔物に関しても生態や簡単な対応方法も書かれてる事。スキルの習得条件などについても資料があるため、スキル習得を目指す上でも役立つ事。

　ちなみにここ、王都の冒険者ギルド本部にも資料室があるのは確認済み。ただし、出張所には無く、富裕層区画である第二区画の王都ギルド本部にしか無い。

「うっそぉー、そんな所あるなら先に言ってよー……」

　いや、だから最初に説明してるんだって。

「今の、そしてこれからのトリエラに必要な知識はそこに行けば手に入ります。そこから先はトリエラの努力次第です」

「そっか、ありがと！　やっぱりレンは凄いなあ」

「そんな事は無いです」

「いやいや、ご謙遜を。……そういえばさ、実はケインも一緒に来てるんだよね。会いたくないよね？」

「会いたくないです。絶対に嫌です」




　……ケインというのは孤児院で私をいじめてたいじめっ子だ。

　本当に執しつ拗ようにいじめられていた。はっきり言って、今この世界で一番嫌いな相手だったりする。

　ケインはあの街のガキ大将で、孤児院の子達が他の親がいる子達からいじめられなかったのは彼の存在があってのものだった。

　思い返せば、孤児院で私をいじめていたのはケインだけで、他のいじめてきそうな子達を牽けん制せいしていたようにも思える。

　前世のおっさんの記憶を取り戻した今だからこそわかる話だけど、子供心というものを考えてみるならば、私をいじめていたのは『気になるあの子に構って欲しいけど素直になれない！　だからちょっかい出しちゃう！　ビクンビクン！』というやつだろう。

　おっさん的にはわからなくはないよ、うん。わからなくはない。でも、やられるほうはたまったものではないのだ。

　正直言ってケインのいじめは聊いささか度が過ぎていた。

　追い回されて泣かされた事が何度あったか。私を含めた発育のいい女の子数人が、でかいお前には要らないだろうと食事を取り上げられ、空腹で眠れなかった夜が何度あっただろうか。実は取り上げた食事をもっと小さい子供達に分け与えていたという事は知っていた。でも、それと私のひもじさは別の話だ。

　私は別に好き好んで背を伸ばしたわけではない。そして、背は伸びていても服の下はガリガリだった。胴はあばらが浮いていたし、手足もちょっと目を逸らしたくなるくらいには骨！　って感じだった。

　皆を守っていたのだろうし、小さい子供達に配慮もしたのだろう。でも、だからといって私達数人だけがお腹を空かせる理由にはならない。

　仮に、私達に理由を説明して、その上で私達の食事を減らし、そして私達に優しくしていたのであれば、あるいは納得したかもしれない。

　でも彼は自分の食事は普通にとっていたし、私から取り上げる時も小さい子達に分けるためだとの説明も無かった。更に、執拗に私をいじめていた。

　多分だけど、私が男性に対して過剰に嫌悪感を感じるのは前世がおっさんである補正以外にもケインからのいじめが軽いトラウマになってるせいじゃないかな、と思う。

　だからそういった諸々を加味した上で、許さない。謝っても絶対に許さない。顔も見たくない。

　今の私の中身はいい歳した大人だろうって？　それは関係ない。食べ物の恨みは恐ろしいのだ。今は満足に食べられてるけど、それはそれ。

　心が狭い？　好きに言えばいいよ。簡単に割り切ったり許したりなんて、いい歳した大人でも難しい。

　つまり何が言いたいのかといえば、テメーマジでむかつくんだよ！　って事で。




　あああああああ、思い出したらだんだん腹立ってきた！　あの野郎！　絶対許さない！　絶対にだ！

「絶対連れてこないでください。顔も見たくないです」

　マジで死ねばいいのに。

「だよねー。わかった、そうする」

　ぐぅうー……きゅるきゅるきゅる。

　そんな事を話していると、トリエラのお腹がなった。

「……ごめん」

「いえ、ご飯食べましょうか」

【ストレージ】から、とはいっても鞄かばんから出す振りで食事を取り出す。卵サンドとオレンジジュース。ついでに林りん檎ご。

「はい、こっちはトリエラの分です」

「ちょっと、もらえないよ！」

「いいから」

　無理やり押し付ける。

「でも」

「返されても受け取りません。そのままここに置いていきます」

「……わかった、もらう。頂きます」

「はい」

　一口食べると、目を丸くして、二口目からはがつがつと搔かき込むように食べ始めた。最初に渡した分をあっという間に食べ終わってしまったので新たに鞄から取り出して渡す。

「はい」

　少し躊ちゅう躇ちょしていたので、押し付けた。無理やりでも食べさせるよ。正直、瘦せ過ぎ。腕とか細過ぎて、見てるほうが辛い。

　私の意思が伝わったのか、受け取ってがつがつ食べる。追加で渡す。食べる。渡す。食べる。

　ふとトリエラの顔を見ると、ちょっと泣いてた。その涙がどんな理由のものなのかはわからないけど、それでも食べる手は止まらなかった。

「ご馳ち走そう、さま。ちょっと食べ過ぎた、流石に、きつい」

「御粗末様です」

「これ、レンが作ったの？　凄く美味しかった……でも卵も普通に買えちゃうんだ。頑張ってるんだね」

「そうですね、頑張ってます」

　うん、頑張ってる。主に色々と趣味とかを。

「これ、他の子達の分です。食べさせてあげてください」

　追加でサンドイッチを渡しておく。卵サンドばかりじゃなく、他にもハムサンドなどのいくつかの種類も渡した。

「こんなに、もらえないよ……」

「いいんです」

「……ケインもいるんだよ？」

「それはそれです」

　ケインがいる事と、トリエラや他の子が飢える事は別の問題だ。

　トリエラはこの世界で最初の友達で、親友だ。少なくとも私はそう思ってる。彼女は皆から慕われていたので、彼女からすれば私はそこまでじゃないかもしれないけど、それはそれ。

「わかった、もらっておく」

「暇な時はまた来てください。その時も渡しますけど」

「……わかった」

　私の気持ちは伝わってるだろうか？　よくわからない。

「それと、これを」

　自分の腰に佩はいていた剣を外して差し出した。

「私が作った剣です。トリエラに使って欲しい」

「そんな、ここまでしてもらってるのにこれ以上もらえない」

「ダメです。トリエラの気持ちは関係ないので」

　トリエラはサンドイッチを持っていて両手が塞がってるので、好きにできる。トリエラの腰のダガーを外し、私の剣をぶら下げた。

　私が親友だと思ってる彼女が貧相な装備で危険に晒さらされるのは我慢できない。単純に私の我わが儘ままだけど。

「そういう時々強引なところ、変わってない」

「当たり前です。私は私ですから」

　そう言い合って、なんとなく笑い合った。

「また、来てください。まだまだ話したい事がたくさんあります」

「うん、私もたくさん話したい事があるから、絶対また来る」

　再会の約束をして別れて、私はその日の午後も剣を打った。





０７５　駆け出し冒険者強化計画







「レン！　何この剣、ちょっとおかしいんだけど!?」

　再会して３日後、トリエラが怒鳴り込んできた。怒鳴り込んできたというか、裏口から出た所に待ち構えていて、顔を出して早々怒られた。意味がわからないよ。

「あ、あとご飯美味しかった！　皆も喜んでた！　ありがと！」

「どういたしまして。それでその剣、どこかおかしいところありました？　もしかして壊れちゃいました？」

　おかしい。そう簡単に壊れないようにしっかり作ってあったはずなんだけど。

「あ、壊れたとか、そういうのじゃないから」

「んー？　じゃあ、一体何が？」




　……３日前、トリエラはお昼ご飯を食べて私と別れた後にギルドの資料室に行ったらしい。そこは私の言ったとおり、自分の知りたかった情報がたくさんあったのだそうだ。

　とはいえ、トリエラはあまり文字が読めない。だから司書の人に頭を下げて色々教えてもらったりしたそうな。

　そしてその日の夜は私が持たせたサンドイッチで仲間達がみんな大盛り上がりだったとかなんとか。ちなみにケインの馬鹿も夢中で食べてたらしい。ファック！




　次の日は資料室で覚えた事を早速試そうと、東の森まで薬草採取に出かけたらしい。

　孤児院から一緒に出てきた仲間はトリエラやケインも含めて全部で８人もいるとかで、宿代に食費も合わせると当然かなりの金額になる。

　だからいつもは薬草採取の経験を積むための薬草採取組と、生活費を稼ぐための街の雑用依頼組に分かれて仕事をしていたんだって。

　前日に資料室で覚えてきたとはいっても、流石に自信なんて全然無いわけで、いつもどおりに二手に分かれてトリエラは採取組に交ざる事にしたらしい。

　で、結論から言うとトリエラ大活躍。

　今までなら薬草採取組の稼ぎなんて大した事は無く、雑用の収入と合わせても多くて銀貨１枚いくかいかないか。大抵の場合は薬草採取のみで小銀貨７枚前後くらいだったらしいんだけど、その日の収入は銀貨５枚。今までで最高金額だったらしい。




　ちなみにこの世界の貨幣単位はギル。

　硬貨は下から小銅貨、銅貨、小銀貨、銀貨、小金貨、金貨。ギル換算で小銅貨１枚が１ギル。銅貨が10ギル。以下、10倍単位で貨幣価値が上がっていく。１ギル以下の貨幣として卑貨というのもあるけど、こっちは割愛。私の感覚としては、１ギルで概ね１～10円くらいの感じがする。振れ幅が大きい？　それはまあ、物価変動とか時代によってとか、色々あるからね。実際、モノによっては１００倍くらい違うものもあるし。




　閑話休題。

　トリエラ達が泊まってる安宿の大部屋は一人一晩銅貨７枚、８人分なので合わせて小銀貨５枚と銅貨６枚。食費も考えるといつも結構ギリギリだった。

　それがその日だけでいつもの７倍以上稼げてしまったわけで、当然仲間全員で大騒ぎになったらしい。

　トリエラは、親切な鍛冶師に資料室を教えてもらえた、と説明して私の事は誤魔化してくれたらしい。前日のご飯もその人がくれた、という事にしていたそうだ。

　当然次の日もトリエラは採取組と出かけた。

　ただし、いつもなら街の雑用の仕事を受けに行く予定の仲間の更に半数はギルドの資料室に行って勉強する事にしたんだって。８人の半分の半分だから２人？　うん、知識は武器だから、勉強は大事だよね。

　で、問題はここから。

　前日は雑用に行っていたケインを含めたトリエラ達４人が、森で薬草採取をしてる時にゴブリンに襲われた。

　ゴブリンが振り下ろした剣を、トリエラは咄とっ嗟さに剣を抜いて受け止め、はじき返して斬り返したらしい。

　斬り返したとはいっても、所詮は素人剣術。ゴブリンが構えた剣に向かって思いっきり振ってしまったのだそうだ。

　しまった、失敗した！　折角もらった剣なのに、これじゃ刃が欠けちゃう！　と思ったらしいんだけど……

　トリエラが振り下ろした剣は、ゴブリンが構えた剣ごと、ゴブリンを脳天から真っ二つにしてしまったのだとか。

　それを見たケインが大騒ぎ。とはいえ私の事は言えないし、言いたくない。

　その場はなんとか誤魔化してみたものの、宿に戻ってからもケインがトリエラの剣を欲しがって五う月る蠅さかったとかなんとか。

　ちなみにその日はゴブリン討伐＋４人がかりの薬草採取で小金貨１枚の収入になったそうで。

　あ、どうでもいいけど、ゴブリンが持ってた錆さび錆びで折れてる剣は、今はケインが腰にぶら下げてるらしい。だっさ!!




「えっと、おめでとう？」

「ありがとう！　って、そうじゃなくて！　なんなのこの剣!?　本当にレンが作ったの!?」

「間違いなく私が打った剣です」

　３日前にトリエラにあげたその剣は、鍛冶スキルがＬＶ５になった後に自分用に新しく打った剣。間違いなく私が作った剣だ。

　ちなみに今の私の腰には一昨日新しく打った同じ造りの剣がぶら下がってたりする。

「うーん……流石に、ケインの分も、っていうのは」

「ケインの分は絶対嫌です。他の子の分というなら考えなくもないですけど」

「だよねー」

　ケインに剣をあげるとか、死んでもお断り。頑張って自分で稼いで買えばいいよ。

「正直、今の私には不釣り合い過ぎるよ、この剣……」

「そういうのはどうでもいいです。トリエラの身を守るためにも持っていてください」

「そういうと思った……わかった、持っておくね」

「はい。あ、それとなんですけど、ちょっといいですか？」

「何？」

「トリエラ用に革の防具を作ってみたので、合わせましょう」

「……それも拒否権無い感じ？」

　ＹＥＳ！

「当然です」

　うん、私の精神衛生のためにもね？

　というわけで革かわ鎧よろいのサイズ合わせ。裏通りのベンチに座ってちまちま調整していく。一応鎧とはいってみたけど、実際は革鎧というよりは革の胸当て？

　でもまあ小手や膝当てなんかも用意してあるので、胸当ても含めた革鎧一式、かな？　これで全身の急所はある程度フォローできてるはず。

「一応、ベルトである程度のサイズ調整はできるようにしておいたので、成長して身体が大きくなってもしばらくの間は使えるはずです。でもサイズが合わなくなってきたと思ったら無理に使わないで新調するようにしてください。怪我の元です」

　まあ、私が近くにいるうちであれば調整なり修正なりはしてあげられるけど、いなくなったらそれもできないからね。

「うん、わかった。でも凄いね、身体にぴったりしてるのに凄く動きやすい。全然動きにくいとか無いんだけど、どうやって私のサイズ調べたの？　この１年ちょっとで私かなり背が伸びたんだけど」

　サイズは再会した日のうちに【解析】で調べておいたんだけど、でも……。

「……そうですね、随分大きくなりましたね」

　孤児院にいた頃は私のほうが背が大きかったのに、今ではトリエラのほうが背が高かった。全体的にスレンダーで、すらっとしてる。いや、実際はスレンダーっていうか瘦せてるんだけど。

「というか、レンってもしかして全然背が伸びてない……？　あ、でも胸は……」

　どうせ私は１ミリも伸びてないよ！　畜生め！　胸ばっかり大きくなって、一体どうしろって言うのさ!?　ちょっと、胸を凝視しないで！　やめて！

「あんまり胸ばかり見ないでください」

「あ、ごめん」

「正直これ、邪魔なだけです。むしろ私からすればトリエラの急成長のほうがびっくりです」

「邪魔って……」

　そんな目で見られても、邪魔なものは邪魔なんだよ。

　胸が邪魔で脇が締まりづらいから、鍛冶の時に槌つちを振るうのも、剣を振り回す時も邪魔で仕方ない。走ると揺れて痛いし、無い人にこういう事を言うと怒られるのかもしれないけど、あったらあったで悩みの種になるのがコレなんだよ。あと、肩凝るし。

「剣もそうだったけど、なんだかこの革鎧も凄い事になってる気がする……私、装備が強過ぎて自分自身の経験ってあまり積めなくなったりしないかな？」

「確かに先を考えるとそれはそれで問題になりそうですけど、それでもトリエラにはちゃんとした装備を身につけていて欲しいです」

　でも、ちゃんとした武具を使ったほうが、正しい取り扱い方を覚えられそうな気もするんだけどね。

「そう言われちゃうとなあ……うん、まあ、それはそれでいいんだけど、帰ったらこの鎧見てまたケインが騒ぎそう」

「無視しましょう」

「ひどっ！」

「いいんです、自分でお金貯めて買うように言ってください。トリエラは自分の足で互助契約の相手を探し歩いていたから、私に会えたんです。ケインも自分の剣や他の装備が欲しいなら、自分でなんとかすればいいんです」

「それはそうなんだけどね。実際いつも私の東区巡り、馬鹿にしてたし。無駄だーって」

　あの野郎、口の悪さと馬鹿さ加減は相変わらずなのか。私の親友の努力を笑うとか、許されざる事よ？

　でもまあ、今はトリエラの餌付け優先。もっとお肉つけましょう。

「こんなにお肉たくさん、食べきれないよ……」




　ダメダメ。全部食べなさい。





０７６　わたしもー！　わたしもやるー！







　私は毎日毎日剣を打つ日々ですが、皆さんいかがお過ごしでしょうか？　レンです。

　日々、スキル経験が増えてる実感があり、そろそろ鍛冶スキルのレベルが６に上がってもいいんじゃないかなーと思う今日この頃。

　レベル６になったらそろそろ魔力剣でも作ってみようかなーとか、色々考えてたりするわけですが。

　あー、冒険者ギルドの資料室に行って魔力剣についてちょっと調べたりしたいなあ。

　などとこれからの予定をなんとなーく立てつつ、今日も今日とてトリエラとお昼休憩してたりする。




　トリエラは最近は２～３日に１回くらいの頻度で昼にここに来て、色々と近況を話してくれる。

　ここに来る日は、午前中はパーティーのみんなで資料室に行って資料を見て、午後に薬草採取に行ってるらしい。

　それ以外の日は朝から薬草採取。以前と違い街の雑用依頼は受けず、全員で採取に向かってるという事なんだけど……

「毎回毎回、資料室の司書さんにお願いするのが申し訳なくて……」

　そう、トリエラ達のパーティーは全員が同じ孤児院出身のため、あまり文字を読めないのだ。だから毎回司書の人にお願いして本の文章を読んでもらったりしてるらしい。

　でも大人数で行って、毎回毎回お願いするのが、人のいいトリエラには苦痛のようで。

「……なら、私が読み書きを教えましょうか？」

「えっ？　レン、読み書きできるようになったの!?」

「はい、この１年程で一通りは」

　というか、前世の記憶が戻った時に王侯貴族並みに読み書きできるようになったと思います。現代日本の高等教育マジパネェです。漢字も任せろー！　ばりばりー！

「……申し訳ないんだけど、お願いできる？」

「問題ないです、任せてください」




　とはいえ勉強のために紙を使うのは流石に難しい。

　この世界、植物繊維で作った紙が普通に出回っているので、紙は普通に流通してる。トイレットペーパーだって存在する。

　だから書き物をするための紙も普通に売っている。でも紙質は割と微妙。ぶっちゃけわら半紙とかそういうレベル。所詮は平民が使う程度のもの、という事らしい。

　それでもトイレで使うような紙よりも全然高価なわけで、孤児上がりの冒険者が勉強のためにたくさん買って使うというのは流石に難しい。

　となると、石盤と石筆とか、そういうのを買わないといけないんだけど……ぶっちゃけ石盤は割と値が張る。いくら収入が増えたとはいえ、高価なものを買わせるのもなんとなく気が引けるというか、なんというか……んー。

　ああ、手持ちの素材で適当に作ればいいのか。うんうん、そうしよう。

「ちょっと待っててください」

　トリエラに一声掛けて、裏口から工房の敷地内、中庭に戻る。

　中庭には何本か木が生えているので、その陰に行って【ストレージ】から材料を取り出し、【創造魔法】でちょちょいのちょい。

　作ったのは小さめの黒板が２つと、チョークを数本。黒板消しは適当なぼろ布で代用すればいいかな。

　黒板は表面を適当な塗料で塗るだけなので割と簡単に作れる。一応見た目も整えておこうかな？　縁を木枠で囲んでそれっぽく仕上げておこう。チョークは石とかから適当に作ってみた。

　試しに書いてみる。うん、普通に黒板。




　トリエラの元に戻って一式を渡した。

「これで勉強しましょう」

「なにこれ？」

「紙は高いので、繰り返し何度も使えるものを用意してみました。こうやって使います」

　チョークを使って適当に文字を書いて、ぼろ布でぬぐって消してみる。

「え、なにこれ、凄い。便利じゃない？」

「こすれると文字も消えるので、メモを書いても保存には向きません。そういった場合の使い勝手は微妙だと思いますよ。とはいえ色々使い道はあると思いますけど」

　でも、部屋に伝言を書き残しておくとか、まあ色々使いようはあると思う。

「ひとまずそういうのは置いておいて、勉強しましょう。お互いこの後の予定もありますし、あまり時間が取れるわけでもないので」

「あ、そうだね！　それじゃあ先生、よろしくお願いします！」

　先生だと!?　……あれ、なにか凄く頼られてる感じがして、なんだか……胸がキュンとする。

「レン？」

「……なんでもないです。それじゃあ始めましょうか」

　という感じで、それから３日おきのお昼の談笑時間がお勉強時間に変わった。





◇






　とはいうものの、読み書きの勉強なんてそこまで時間かかるわけでもなく、それが向上心があって物覚えがいい人相手だったりすると、それこそあっという間なわけで。

　ええまあ、３回目くらいで基本的なところは普通に読めるようになりました。カタカナがまだちょっと怪しいけど、後は常用漢字を重点的に勉強すれば問題ないかなーという程度には。

「トリエラは覚えるのが早いですね」

「いやー、生活かかってるし。それに思ったよりも勉強って面白いなーって」

　んー。そう言われてみれば、貧民層にとっては勉強もある意味娯楽と言えなくもないかな？　いや、そもそも生活かかってる分、集中力と必死さが全然違うか。

　って、それはそうと。

「トリエラ、さっきからずっとこっちを見てる人がいるんですが……」

「え？　どこ？」

「あそこの物陰です」

「どこ？　あそこ？　……って、あの子！」

　あー、やっぱり知り合いだったか。というか、私も知ってる子だ。

「ちょっとリコ！　アンタ何やってんの!?　付いてきちゃダメって言ったでしょ！」

「えー、でもトリエラが色々お世話になってるんでしょ？　院長先生も良くしてもらったらお礼はちゃんとしなさいって言ってたよ？　それに最近トリエラ凄く良い笑顔で出かけるし、気になるもん！」

「だから、それは相手の都合だってあるんだから……」

　この子はリコリス。通称リコ。私達よりも一つ年下で、いつも私とトリエラの後ろをちょこちょこと付いてきてた子だ。私達の妹分みたいな感じ？

「あの人がご飯とかくれたんでしょ？　じゃあちゃんとお礼言わなきゃ！」

「あ！　こら、待ちなさい！　リコ！」

　お、こっちに来た。

「はじめまして！　いつもトリエラがお世話になってます！　この間のご飯美味しかったです！　ありがとうございました！　…………？　……あれ？　噓うそ…………レンちゃん？」

　リコも今まで私が知り合った幼女達と同じく私よりも背が低いから、フードを被ってても顔が丸見えだった。

「お久しぶりです、リコ。相変わらず元気一杯ですね？」

「うっそー！　レンちゃん!?　え、生きてて……えー!?」

「はい、生きてました」

「ずるい！　トリエラずるい！　一人だけレンちゃんに会ってたとか、ずーるーいー!!」

「あちゃー、やっぱりこうなったか……」

　リコはトリエラに引っ付いてその平らな胸をぽこぽこ叩たたいてる。うーん、相変わらず元気一杯で騒がしい子だ。

「もう、レンちゃんに会ってたなら教えてよ！　他の２人だって黙ってたなんて知ったら絶対怒るよ!?」

「あー、うん、それはそうなんだけどさ……皆に教えたらケインにばれるでしょ？」

「ああ……そっか、ケインかー……ケイン、バカだもんねー」

「うん、あいつバカでしょ？」




　２人のケインに対しての共通認識が割と酷いように思えるかもしれないけど、これは孤児院にいた女子全員の共通認識でもある。ちなみに幼年組も含む。

　奴は地頭は悪くないけど、バカなのだ。空気が読めない、加減ができない。独善的な正義を押し付ける。でもみんなを引っ張っていくカリスマのようなものを持っていた。だから男子には人望があったし、女子からの人気も悪くはなかった。まあ、良くもなかったんだけど。私の事をいじめていた事で、一部の女子からは割と普通に嫌われてもいた。

　ただまあ、何よりもむかつくのはコイツは割と顔がいいのだ。やんちゃ系の美少年という感じかな？　そのせいか、街の親がいる女の子からは割と人気があった。まあ私は大嫌いだけどね。死ねばいいのに。

　まあ、そんなバカのケインに私の事が知られたら、多分というか絶対私にとっては面白い事にはならない。多分無理やりパーティーに加えようとするとか、武具とか作らせようとすると思う。しかもおそらく材料は私持ち。色々とありえない。だがそれがケインクオリティ。




「レンもケインには会いたくないって言ってるから、リコも協力してよ？」

「わかった。ケイン、バカだから仕方ないよねー」

「あれだけレンの事いじめてて、嫌われてるとか考えてもいないからね、あのバカ」

「ありえないよねー」

「死ねば良いと思います」

「流石レンちゃん、厳しいね！」

　はっはっはっ。そんなに褒められると照れるね！

「そういえば２人はさっきから何してたの？」

「トリエラに読み書きを教えてました」

「え、レンちゃんが？　トリエラに？　トリエラが最近急に本読めるようになったのって、レンちゃんに教えてもらってたから!?　ずるい！」

「ちょっとリコ、ずるいって」

「ずるい！　トリエラだけずるい！　ずるいよ！」

　あああ、これはいつものパターンだ。

「わたしも！　わたしもやりたい！　わたしもやるー！　わたしもやーるー！　レンちゃん、わたしにも教えてー！」

「リコ、レンにだって都合があるんだから、無理言わないで……」

「ずーるーいー！　わたしもー！　わーたーしーもーやーるーのー！」

　……やっぱりいつもどおりの『わたしもやる！』が始まった。でもこれ、我わが儘ままな子供の駄々っ子に見えるけど、実は違うんだよね。

　リコはこう見えてもちゃんと中身はしっかりとしてるんだよ。この『わたしもやる！』は、みんなの役に立ちたいから自分もやる、という意味なのだ。決して仲間はずれが嫌で我が儘を言ってるわけじゃない。実際、大勢で遊んでる時にリコ自身があぶれた時なんかには絶対に我が儘を言ったりしない。ちゃんと順番を守ったり、他の子に譲ったりする。そんな子だから私もトリエラも可愛がってたんだけど。

「リコ、あんまり我が儘を言うと怒るよ？」

「だって～……」

「構いませんよ。リコ、一緒に勉強しましょう」

「いいの!?」

「ちょっと、レン」

「大丈夫ですよ、トリエラ。リコの『わたしもやる！』はそういうのじゃないってわかってるでしょ？」

「それはそうだけど、レンの負担とか考えるとさ……」

「１人も２人もそんなに変わりませんよ」

「トリエラ！　レンちゃんもこう言ってるんだからいいでしょ？　ね？」

「う～ん……でもねえ……？」

「大丈夫、問題ないです」

「うー……仕方ない。でも遊びじゃないんだから、ちゃんとしなさいよ？」

「うん！　わかった！　それじゃあレンちゃん先生、お願いします！」

　レンちゃん先生だと!?　なんて可愛い事を……！　天使か！

「わかりました、任せてください！」




　こうなったら全力で行かせて頂きます！　フンス！





０７７　かゆい所に手が届かないなら孫の手を使えば良いと思います







　昼の休憩兼勉強会のメンバーが１人増えてから、あっという間に３回ほどの授業をしてみた。

　トリエラにあげたのと同じ小さい黒板とチョークをリコの分も用意して、というかちょっと塀の中に取りに行った風を装って、新しく追加で作って持ってきて渡して、授業したわけなんだけど……。

　正直リコリスのやる気を舐なめてた。物凄い覚えが早い。正直トリエラよりも早い。３回目にはもうトリエラの進度に追いついた。トリエラに先を教えながらリコにも教えてたわけだから、リコの覚えの速さがどれだけかわかると思う。




「……リコは覚えるのが凄く早いですね。トリエラより早いですよ」

「ホント？　えへへー、聞いた？　トリエラより凄いって！」

「調子に乗らないの！」

「トリエラ横暴だー！」

　喧けん嘩かイクナイよー。仲良くしようね？

「２人とも基本的な漢字も覚えましたし、後は難しめの漢字をいくつか覚えれば大丈夫でしょう。トリエラもカタカナを覚えたようですし、リコもわからないところはトリエラに聞けば問題ないと思います」

　このあたりまで覚えたら後は本人のやる気次第。２人とも頑張れー？

「これで資料室で本が読めるね！」

「うーん、でも難しい漢字はまだ微妙だなあ……わからない漢字は司書さんに聞くしかないかなあ？」

「以前までと違って全部聞くわけじゃありませんから、そんなに気にしないでいいと思いますよ」

「そうかなあ？」

「そうですよ」




　さて、本日のお勉強の時間も終わったし、お昼ご飯にしますかね。

　今日のメニューはおにぎりです。真ん中に具を入れるタイプじゃなくて炊き込みご飯のおにぎり、鶏五目おにぎりでございます。後は汁物に豚汁。いや、肉は豚肉じゃなくてオーク肉だからオーク汁？　……何故だろう、急に卑ひ猥わいな響きになった気がする。うん、やっぱり豚汁って事で。

「ご飯にしましょう」

「わーい！　ごっはーん！」

　２人に手渡しつつ、足元で丸くなっているノルンとベルの分も準備する。みんなたんとお上がり？

　最近色々と食べさせてみてわかったのは、ノルンは割と味み噌そとか醬しょう油ゆ系の味付けが好きっぽいという事。だから今日のご飯はかなり好みにストライクの模様。尻尾めっちゃ振りまくってる。ベルは基本なんでも食べる。でも苦いのはちょっと苦手みたい。

　……色々食べるようになったせいか、最近ノルンが急激に大きくなってる気が……なんか、私乗っても普通に大丈夫そうな気がする。

「……読み書き教えてもらってるのにいつもご飯まで用意してもらって、本当に大丈夫？」

「平気です。それにご飯はみんなで食べたほうが美味しいです」

「そうだよー。ご飯はみんなで食べたほうが美味しいんだよー！」

「リコ、アンタ……はあ、もういいわ。ありがと、レン。頂きます！」

「はい、召し上がれ」

「今日のご飯も美味しい～」

「これ、お米？　お米ってこんなに美味しかったっけ？　孤児院にいた時に出てきたご飯は固くて不味かったよね？」

「炊き方にコツがあるんです。慣れれば美味しく炊けますよ」

　まあ、実際は炊き方以外にも色々とね？

「へえ……お米って小麦より安かったよね？　こんなに美味しいならお米買って自炊するほうがいいかな？　今はじゃが芋も安く食べられるし」




　そうそう、驚いた事に王都だと普通にじゃが芋が食べられてるんだよ。国の政策で数年前から、食料自給率を上げるためにじゃが芋を食べるのを勧めていたらしい。保存方法やどこが毒になるのかとか、しっかり教えて回ったとかなんとか。

　でも私達が住んでた街や、ハルーラの方まではなかなか普及してなかったみたい？　国内全域に普及するまでにはまだまだ時間がかかりそう。

　ちなみに、この政策は国王陛下が直々に指揮を執ったらしく、最初期の頃は自分の利益のためだけに芽が出たじゃが芋を使った料理を売ったりした場合、最悪の場合は国王の意思に逆らったという事で国家反逆罪で死刑になったりしたらしいよ？　芽が出たじゃが芋を売って死刑って……。

　そこまでしないと自分の事しか考えない馬鹿な連中ってのは大人しくならないという事なんだろうけど、でもじゃが芋で死刑って……なんか凄い。

　……あれ？　そういえば前にリリーさんにポテトサラダを食べさせたら泣いちゃったよね？　リリーさん、王都にじゃが芋が普及し始めた頃はまだこっちに住んでたはずだし……何かあったのかな？　もしかして毒に当たった事があるとか？




「今泊まってる宿だとご飯も出ないし、部屋の隙間風は酷いし……私達は大人数だから、将来的には家を借りるのがいいとは思うんだけどね」

「月々の家賃も結構しますから、もう少しお金が貯まってからでいいのでは？」

「そうだねえ……最低限男女で部屋が分かれてて、台所があれば自炊もできるから……そのくらいの間取りの家が無いか、今のうちから探してみる」

「そうですね、冬になる前には借りたほうがいいと思います。家を借りたら教えてください、お米の炊き方を教えに行くので」

「ありがと！」

「ケインはバカだから討伐受けられないのに先に装備を整えようとしてるんだよ、ほんとバカだよねー？」

「バカですね、本当に」

「13歳になる頃には身体も大きくなってるって、普通ならわかりそうなものだよね？　防具の買い替えだけでどれだけお金掛かると思ってるんだろう？　なんであんなにバカなのかな？」

「格好つけたいだけじゃないですか？　鎧よろいを着て腰に剣を下げてるのが格好良いと思ってるんでしょう、多分」

「あ、きっとそれだ」

「やっぱりケイン、バカ過ぎー！」

「住環境を整えるほうが先だと思うんですけどね、普通は」

「今は薬草採取とか雑用くらいしか受けられないんだから、武器なんてせいぜいナイフかダガーくらいで大丈夫でしょ？　基本的にゴブリンとか出てきたら逃げればいいわけだし？」

「でもこの間逃げそこなってトリエラが返り討ちにしちゃったでしょ？　そのせいでやっぱり武器が欲しいって騒いでるんだよねー」

「無視しましょう、無視」

　やっぱりケインはバカという事で結論が出た。しかしバカの話題で盛り上がるのも私的にはちょっと微妙なので話題を変えよう。

「ああ、そうだ。リコ、ちょっとこっちに来てください」

「ん？　なに？」

「これ、リコのダガーを作ってみました。防具は……まだちょっと早いと思うので、この革のマントを」

「え、いいの!?」

「ちょっと、レン！　あんまり甘やかしちゃダメだって！」

「トリエラもそうですけど、リコも怪我したら嫌ですよ、私」

「それを言われると……」

「２人とも拒否権は無いです」

「むう」

「やったー！　わたしもレンちゃんの装備げっとー！」
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　なお、ダガーは新造だけど、マントは私が最初に使ってたやつを手直ししたものだったりする。ついでに【隠身】をＬＶ２で付与しておいたので、魔物に襲われにくくなるはず？

　え？　そんなスキル付与した装備を与えたら別の意味で危ないって？　それはそうかもしれないんだけど、でもこのくらいしておかないとこの子、なんだか無茶しそうで危なっかしいんだよね。

　んー、後はそうだなあ……

「２人とも、今日はまだ時間大丈夫ですか？」

「え？　うん、まだ１時間くらいは平気だけど？」

「じゃあ、ちょっと魔法を教えるので、こっちに来てください」

「魔法!?　レンちゃん魔法が使えるようになったの？　凄い！」

「むう、レンの進化が止とどまるところを知らない」

　うん、魔法を教えてみよう。これなら元手ゼロで済むし、覚える事ができればちっこいリコでも色々役に立てる。

「えっと、まあ、はい。それで今日は取り敢えず、魔法を覚えるための前準備として【魔力感知】を覚えるところから始めましょう」

「いきなりばーんって使えないの？」

「そういうのは才能がある人です。私達凡人は地道にいくのです」

　と言いつつ、実は私は才能あった人。噓うそ吐ついてごめんね？　いやまあ、後付けではあったんだけど。

「２人とも私の手を取って、目を瞑つむって集中してください。私が魔力を流すので、それを感じ取ってみてくださいね？」

　魔法習得法に関してはリリーさんの魔法講座で習ったので、早速実践してみるのだ！　これで今日２人が覚えられなくても、そこはよっぽど才能が無い人でもない限りは地道にやっていけばそのうち覚えられるらしいので、気長に頑張って頂こう。

「うーん？」

「あー、なんかあったかいような感じがする？　ような？」

「あ、わたしも感じたような気がする？」

　お、調子いい感じ？　ならこのまま先に進んでみるかな？

「ではもう一つ先に進みましょう。２人も手をつないで、３人で輪になってください。私がトリエラの方に魔力を流して、リコを経由して自分に戻すので、その流れを感じ取ってみてください」

　ちなみにこれ、感知、操作、循環と３段階先まで鍛えるのにずっとやる練習法だったりもするらしい。１人でやる時は自分の中で魔力をぐるぐる回す。そうするとそのうち【魔力循環】も覚えられる。

「あー、なんか流れていってるような……？」

「リコはどうです？　わかります？」

「うん、なんとなくわかったような気がする？」

　よし、じゃあ次だ。どんどん行くよ。

「はい、じゃあ２人とも手を離して、今度は自分の中にある魔力を感じ取ってみましょう」

「うーん…………なんか、あるような、無いような？」

「あ、わたしなんかわかっちゃったかも！」

　お？　リコのほうが才能あるっぽい？　ちょっと２人のステータスチェック！　トリエラは……うん、【魔力感知】を覚えてる。でもＬＶは０。ひとまず取っ掛かりは覚えた感じかな？　リコは……あれ？

「……２人とも覚えたみたいですね。悪いとは思いましたけど、ちょっとステータスを見させてもらいました」

「え？　あ、もしかして【鑑定】？」

「はい。２人とも自分のステータスを見てみてください」

「なにかあったの？」

「……リコのほうが、少し」

「あ！　なんか色々増えてる！」

「は？　色々？」

「ええと、リコは、その……魔法系のレアスキルが……」

「ええええ？　ホントに!?　ちょっと、私【魔力感知】のＬＶ０しか増えてないんだけど!?」

「リコは、【魔力感知】をＬＶ２、【魔力操作】をＬＶ０で覚えてます。その上【魔法効果増幅】というスキルが……」




　魔法の威力や効果を上げるには、基本的にスキルレベルを上げるかつぎ込むＭＰの量を増やせばいいんだけど、【魔法効果増幅】はＭＰをつぎ込んだ時の威力向上効率を上げる効果があるスキルらしい。初めて見たスキルの効果もわかるんだから【鑑定】便利だわ、マジで。




「……と、そういう効果のスキルですね」

「わたし、凄い!?　もしかして魔法の才能ある!?」

「そうですね、才能はあると思います。ただ、どの属性魔法に適性があるのか、魔法系統の資質によっては宝の持ち腐れになる可能性もあるので、ちょっと判断が難しいところですね」

「ねえ、レンちゃんの【鑑定】でそういうのってわからないの？」

「ええと……」

　今の私のスキルレベルなら、【鑑定】と【解析】を使えばどっちもわかる。

「……知りたいですか？」

「知りたい！　教えて！」

　んー……まあ、この先も魔法を教えるのであれば、早めに知っておいても損はない？　かな？　というわけでれっつ【解析】！　…………おおぅ。

「……非常に言いづらいのですが、属性の適性は、無属性のみです」

「………………」

「……レン、それっていいの？　悪いの？」

「何も無いよりは全然いいです。ただ、他の属性魔法が使えないので、状況に応じて使い分けはできませんし、火力も劣ります。ですが無属性はあらゆる状況で使えますから、汎用性は非常に高いです。それに無属性魔法からは他の特殊魔法にも派生しやすいですから、頑張っていけばそちらも覚える事ができるかもしれません」




　無属性魔法からは【回復魔法】【結界魔法】【魔法剣】【強化魔法】【弱化魔法】と、他にも色々派生する。まあこっちもそれぞれに適性が無いとダメだし、別に無属性が無くても覚える人は覚えるらしいんだけど、無属性を持ってると覚えやすいらしい。




「でも系統適性は全て揃そろってますから！　今の時点でも魔力はトリエラより高いですし！　それに火力で劣るといっても【魔法効果増幅】で補えますよ！　むしろ高火力になりますよ!?」

　というか、さっきからリコがうつむいてプルプルしてるんですけど!?　え、どうすればいいのこれ!?

「……ちなみに私の適性は？」

「基本４属性全部です」

　あああああ、リコの肩が大きくビクってなった!?

「ちょっとレン!?」

「待ってください、私のせいですか!?」

　聞いてきたのトリエラじゃん！　ひでえ！　って、いやいや、今はそれどころじゃない！　リコをなんとかせねば！

「ええと、リコ、あまり気にしないほうがいいといいますか、こういったものは使い方次第ですので、やりようはいくらでもあるので、そう！　相談に乗りますから！　ですから、えーっと、なんと言えばいいのか」

　やばい、テンパってきた。どうすればいいんだ。女子供は嫌いじゃないけど、こういう時の対処は苦手だ。しどろもどろ君になっちゃう。

　なんてトリエラと２人してあわあわしてたら急にリコが顔を上げた。

「レンちゃん、ありがとう！　わたし、すごい！　これでわたしもみんなの役に立てるよ！」

「……えっと、リコ、落ち込んでいたのでは？」

「落ち込む？　なんで？」

「いえ、トリエラの適性を聞いた時とか……」

「あー、あれはね、役割が被らなかったから嬉うれしかったんだよ？　わたしとトリエラで適性が被ってたらパーティーでの役割も被っちゃうでしょ？　それにね、無属性は汎用性があるからどんな時でも使えるってレンちゃん言ったよね？　なら、わたしはどんな時でも役に立てるって事でしょ？　それって凄い事だよね？」

「はい、そうですね」

「大体、元々魔法なんて使えなかったんだから、それが使えるようになるっていうだけで凄い事だよ！　レンちゃん、ありがとう！　大好き！」

　……正直、リコの事を甘く見ていた。ここまでしっかり考えられるようになってるとは思わなかった。トリエラも驚いたような顔をしているし、あっちも似たように思っていたのかもしれない。

「リコは、ちゃんと考えて頑張ってたんですね」

「そうだよー？　わたし、ちんちくりんでみんなの足引っ張ってばっかりだから、これでみんなの役に立てるようになれるよ！　そういうわけなのでもっと魔法の事教えてください！　お願いします、レンちゃん先生！」

　そこまで言われたら全力を出さざるを得ない！　じっくり可愛がってやる！　泣いたり笑ったりできなくしてやる！

「わかりました。取り敢えず２人は私がいない時に魔法の練習はしないようにしてください。何かあった時に対処できませんから」

「えー？　だめなのー？」

「ダメです。魔力が暴走したりした場合、下手したら命に関わりますから」

「……わかった、我慢するー」

「トリエラ、ちゃんと見張っておいてくださいね」

「わかってるよ、レン。この子すぐに無茶するからね」

「もし約束を破ったらもう二度と魔法は教えませんから、そのつもりで」

「えー!?」

　やっぱりこっそりやる気でいたね。こんちきしょーめ。

「……言っておきますが、もし隠れてこっそり一人でやっていたとしても、わかりますからね？」

「わかりましたー、やりませーん」

　そんな、チッうっせーな反省してまーす、みたいな言い方されても…………凄く不安だ。




　ちなみにトリエラの系統適性は『矢』と『盾』だけでしたとさ。凄いしょんぼりしてたけど、明らかに才能があるリコと比べるのは間違ってるし、攻撃系統に適性が無い私としてはトリエラの事は普通に羨ましいんだからね？





０７８　閑話　とある孤児の話







　私はトリエラ、孤児だ。昨日、親友が売られていった。




　売られていった、というのは正しくは間違ってる。この孤児院の運営資金を出してるのはとある商人で、この孤児院は有能なスキルを持った子供の青田買いを目的として運営されているからだ。

　昨日連れていかれた私の親友はその商人にとって役に立つスキルを発現させてしまったがために、商人の元に連れていかれてしまったのだ。

　過去にも何人か連れていかれた子達がいた。よく世話を焼いてくれたお姉さん達や、面倒見のよかったお兄さん達……その誰もが帰ってこなかった。




　そんな時、何年か前に特に有用なスキルを覚える事も無く13歳になり、冒険者になると言って孤児院を飛び出していったお兄さんがたまたま顔を見せにきてくれた。

　そのお兄さんはその時にはもう18歳で、ある時偶然、孤児院にいた同い年の子で商人に連れていかれた子と再会した事があったらしい。その時聞いたという話は悲惨の一言だった。

　連れていかれた子供達は皆、隷属魔術や契約魔術で雁がん字じ搦がらめにされ、奴隷同然に扱われていたらしい。男であれば最低限の衣食住のみで、他の従業員のストレスのはけ口として日常的に暴行を加えられ、女であれば玩具同然に扱われて慰み者。それでも折角の有用なスキルを失わないためにも、死なないように物のように管理されている、と。

　その話をしてくれた相手はお兄さんと話し込んでるのを咎とがめられて、目の前で折せっ檻かんされたらしい。お兄さんは見ていられなくて走ってその場から離れた、と言っていた。




　……私の親友も、そんな目に遭うのか。

　絶望感で目の前が真っ暗になった。一緒に話を聞いていた他の子達も落ち込んでしまい、孤児院の雰囲気は一気に暗くなってしまった。

　……無理やり隷属させてそんな扱いをする、なんていうのは明らかに違法行為だ。この話を聞いてすぐに私達は院長先生に直訴した。でも、無駄だった。先生は既に連れていかれた子達の扱いを知っていたらしい。そして、今までにも何度も行政に報告し、なんとかしてもらおうとしたそうだ。でも出資者の商人はそのあたりを上手く立ち回ってるらしく、何度頭を下げに行っても、何も変わらなかったのだそうだ。

　それどころか、そういう行動をしたという事がばれた後には出資金を減らされ、食事の量を減らしたりしなければならなくなったと言う。そういえば、前に何度か食事の量が減った事があったけれど、あれはそういう理由だったのかと納得した。結局それ以降、私達が行動を起こす事は無くなった。

　ここには小さい子供達もたくさんいる。その子達を巻き添えにするわけにはいかなかったから。





◇






　レンは不思議な子だった。

　私と同い年だというのに、口調は丁寧で凄く落ち着きがあり、時折突拍子もない事をしてみんなを驚かせたり、森に食べられるものを探しに行かせれば誰よりもたくさんの山菜を採ってきた。でもそれと同時に驚くほど非力で体力が無かった。

　いつもぼーっとした顔をしながらぽやぽやとした様子で私の後を付いて歩いていたと思えば、顎に指を当てて『んー』と言いながら頭をくてりとかしげてしばらく固まり、そうしてしばらくじっとしていたと思うとまた何か変な事を始めたりしていた。

　また、よく毒舌を吐いていた。馬鹿な事を仕出かす男の子達相手には一切容赦がなく、口調が丁寧な分そのダメージは更に大きいものになった。

　その反面とても面倒見がよく、年下の子供達には非常に好かれていて、本人は気付いていないようだったけれど実はレンに構ってもらおうとする子達の競争率は恐ろしく高かった。




　レンの競争率の高さは幼年の子達だけではなく、実は孤児院の男子ほぼ全員からも狙われていた。でもレンは粗雑な男子が心底嫌いだったようで、基本的にまったく相手にしていなかったのだけど。

　そして競争率というなら、実は孤児以外の街の親がいる子達からも狙われてた。男の子達からはお近づきになりたい、女の子からは友達になりたい、という雰囲気があって、それがある種、異様な雰囲気でもあった。




　そんなレンの事を守っていたのが孤児院のガキ大将のケインだった。

　ケインはレンにちょっかいを出そうとする連中を軒並み蹴散らし、そのままの勢いで孤児院だけではなく街のガキ大将にまでなった。

　そんなケインに対して、レンも信頼をしていた、と思う。少なくとも最初の頃は。そう、ケインとレンは小さい頃は実は仲がよかった。

　それが変わったのはケインがレンの事を女の子として意識し始めたのが原因だったと思う。最初は照れ隠しなのか素っ気ない態度を取るようになったケインが、徐々にレンに手を上げるようになり、やがては暴力を振るい、泣かせるようになった。

　私が異常に気付いた時にはもう手遅れで、ケインはしょっちゅうレンを泣かせ、レンはそんなケインを非常に毛嫌いするようになっていた。

　ケインには何度も注意をしたけど、全然改善はされなかった。唯一の救いがあったとすればそれは、他の男の子達がレンをいじめようとするとケインがそれを力ずくでやめさせてた事くらいだろう。

　やがてケインのレンへのいじめはエスカレートしていって、ケインはレンのご飯を取り上げるまでになった。とはいえ、取り上げたご飯はもっと年下の小さい子供達に与えていたんだけど、それでもレンがお腹を空かせて泣いてる様子はとても見ていられなくて、私やマリクル達、レンと親しかった子達でご飯を分けたりした。

　そんな日々が続くうちに、気付けばレンはケインを道端の石ころや虫の屍し骸がいを見るような目で見るようになっていた。




　でもそこまで執しつ拗ようにレンをいじめておきながら、何故かケインは未だに自分がレンに好かれていると思っていて、13歳になったらレンを連れて街を出て冒険者になり、成り上がって結婚するつもりでいたらしい。意味がわからない。

　こういうところがケインがバカ過ぎる、と女子達から嫌われている部分なんだけど……ちゃんと頭を使って考えて行動してる時は、見ているみんなが驚くほどに凄い事を平然とやってのけるのに、何も考えてない時はあまりにもバカ過ぎて目も当てられない。それがケインだった。

　顔がいいんだからいつもちゃんとすればいいのに、とは思わなくもないけど、それは今まで何度言っても直らなかった部分なので私はもう諦めている。





◇






　レンが連れていかれて孤児院の雰囲気が暗くなって数日後、更にみんなが落ち込む事になった。

　レンが乗っていた馬車が山賊に襲われて崖から転落したらしい。調査のために出向いた兵士さんが崖下まで下りて確認した限りでは、生存者は一人も無く、遺体は魔物に食い荒らされたのか酷いもので、少人数で行ったために森の魔物や魔獣を相手にしながら回収するには危険過ぎて、諦めて帰ってきたらしい。崖下に広がる森は凶悪な魔獣がうようよいるとかで、とても危険なのだと言われた。




　この孤児院の出資者の商人は変なところでケチであるらしく、子供の移動にはいつも、山賊が出て危険だけど近道になる山越えルートを使っていた。森を迂う回かいする安全なルートは旅程が３倍ほどになるという事なので、それにより費用がかさむのを嫌っての事のようだった。

　過去にも何度か同じ事が起こって、ここから連れていかれた子供が事故などで死んだ事がある。それでも改善しないという事は、あの商人にとって私達の命なんてその程度の価値しか無いのだろう。でもまさか、レンが同じ目に遭うなんて……。




　それから孤児院の雰囲気は更に暗く、重いものになった。

　本人は鈍くて気付いてなかったけど、レンは皆から慕われていたから当然だ。私は、レンが死んだ事はとても悲しいけれど、考えようによっては物同然に扱われて慰み者になるよりは死んだほうがましだったのかもしれない、と思うようになっていた。前に帰ってきたお兄さんから聞いた話の事を考えると、生きてるほうがマシ、なんてとても言えない。

　そんな事を考えながら落ち込んでる子達を慰めてるうちに、ケインが何か考え込んでいる姿を見るようになった。

　そんな状況のまま数日が経った頃、話があるとケインに呼び出された。




　……ケインは１年ほどかけて準備をして、この孤児院を出て王都へ行き冒険者になる、と言ってきた。レンの一件から、色々と思うところがあったらしい。

　ケインが連れていくメンバーはケインといつも一緒に馬鹿をやってたボーマンとリュー、そしてマリクルの計４人。

「……お前も一緒に来ないか？　それに、あの３人もあのままじゃダメだろ？」

　もし私が行くとなれば誰を連れていくのか、見透かされていたようだ。あの３人というのは、私を除いて特にレンと親しかったリコリス、クロ、アルルの３人の事だ。

　レンの訃報を聞いてからというもの、３人の落ち込みようは特に酷くて見てられないほどだった。私もなんとかしようと思ってはいたけれど、何もいい方法が思いつかなくて困っていた。でもこれは考えようによってはいい機会なのかもしれない。環境が変われば何か変わるかもしれないし、動いているうちに立ち直る事ができるかもしれない。

「そうだね、私もいくよ。こっちはあの３人を連れていく」

　多分あの子達は断らないと思う。

「決まりだな」

　それから次の日にはもう準備を始める事になった。ケイン達男子４人は街の雑用をして小銭を貯めつつ、木材を振り回して我流で戦い方の練習を始めた。

　私のほうはというとケイン同様にリコリス達と雑用をしつつ、体力づくりや薬草について調べたりした。

　……そう、結局リコリス達は一緒に来る事を選んだ。私の考えたように環境を変えたい、と思ったらしい。

　レンの訃報から約１年後の三月。準備を整えた私達は孤児院を出て、王都を目指して旅立った。




　王都に着いてからは苦労の連続で、食べるにも困る毎日。リコリス達も毎日忙しく動き回ってる状況に、落ち込んでいる暇なんて無くなったようだった。

　そんなこんなでみんなで力を合わせて頑張ってるうちに、死んだと思ってた親友とまさかの再会を果たす事になるんだけど、それはまた別の話。





書き下ろしＳＳ　レンちゃんのウルトラフィッシング







　領都を出発して丸一日ほど馬車をかっ飛ばしていると、やがて街道の左手側で遠くにきらきらと光るものが見え始めた。

【鷹たかの目】を使い、目を凝らしてみると、どうやら川があるようで、その水面が太陽の光を反射して輝いてるように見えたらしい。

　そのまま街道を進んでいくと徐々に近づいてるようで、段々と川の全貌が見渡せるようになってくる。

　そのまま半日ほど進む頃には街道は川沿いを走るようになっていた。

　……思ったよりも川幅広いなあ。それに、川辺で釣りとかしてるっぽい人達がちらほらと……。

「レンさん？　どうしたんですか？」

「ああ、いえ……釣りをしてるようなので」

「なるほど……このあたりは王都と領都に届ける魚を捕るための漁場になってるんですよ。もう少し進むとかなり広い野営地になってまして、隊商を組んだり護衛を雇ったりして、そこに数日滞在しながら魚を釣ったり網で捕ったりしてるんです」

　へー、なるほどなー。

「それならそこを街にしちゃったほうがいいような気もしますね」

「そういう話も実際に出てるらしいですよ」

　やっぱり出てるのか。まあ、街を作ってそこで特産品っぽくしちゃうほうが王都へ運ぶにも楽だろうしなあ。

「たまに出店っぽいのがあったりするよー」

「前にハルーラに移動する途中では焼き魚が売ってましたね。塩を振っただけでしたけど、美味しかったです」

　新鮮なお魚は塩だけでも十分美味しいからね。っていうか、そういう話してると魚食べたくなってくるなあ。

「……魚、食べたいですね。領都のレストランでも出てきませんでしたし」

「レンさんならそう言うと思ってました……じゃあ今日はそこの野営地で休憩ですか？」

「是非そうしましょう」

「……参考までにお聞きしますが、川魚のレシピもお持ちで……？」

「当然ありますよ。期待していてください」

「流石過ぎます……」

「やったー！　美味しい魚料理ー！　ひゃっほー！」

「アリサ、少し落ち着こうか」

「さっかな！　さっかなー！」

「アリサー！」

　うぬう、ぐだぐだになってしまった！　でもアリサさん、何気に食いしん坊だよねえ……リリーさんとは別の反応が見れるから餌付けしてると楽しいんだよね。だから餌付けはやめない。絶対にだ。




　そんなこんなで騒ぎながら進んでいくと、先ほど話に上がっていた野営地に到着。ちなみにまだお昼前だったりする。

　かなり早めに着いたけど、今日はこのままここで泊まる予定である。お魚を釣って食べるのだ！　……え？　前に捕った魚？　そりゃ【ストレージ】にまだまだたくさんあるよ？　でもそれを出して食べるのも色々と問題が多いからね。だからここで釣って、その釣ったやつを食べるんだよ。

「たくさん人がいますねえ……」

「人気のスポットですからね」

　うん、かなり賑にぎわってる。祭りとか花火大会とかいうほどではないけど、日本の夏休みの人気キャンプ地の最盛期の半分くらいは人がいるんじゃないかな？　うん、我ながら微妙にわかりづらい例えだわ。取り敢えず割りとそこそこに賑わってる、って感じだね。

　んー、軽く見渡した感じだと、今まさに撤収しようとしている馬車もちらほら……王都方面に向かうっぽいね、あの馬車。

「やっぱり王都方面に向かう馬車のほうが多い感じですね」

「そこはどうしても王都のほうが高く売れますからね。ムバロは頑張れば海の魚も手に入りますし」

「ああ、なるほど……」

　ああ、あっちは海も近いから仕入れルートが他にもあるって事か。両方の魚が食べられるのは強みだろうね。

　まあ、どっちが上とは決めるつもりはないけど、川魚よりも海魚のほうが味が強いのは多いしね……王都の立地は内陸だし、そこはどうしても難しいところか。

　さて、話し込んでる暇があったらさっさと野営の準備をして魚を釣ろう。

　馬車の車軸を固定して動かないようにして、馬車の左側面にオーニングテントを張る。その正面のやや離れたあたりに土魔法で調理用の竈かまどやらなんやらを作り、次はゴーレム馬を覆うようにそちらも専用のテントを張ってゴーレム馬を隠す。いや、微動だにしないで固まってる馬とか、流石に怪しまれるから……。

　ここまで５分ほどで完了。慣れたものである。

「こんなところでしょうか」

「相変わらず早いですね」

「流石に何度もやってれば慣れますよ」

「うーん、それでも早過ぎる気が……」

「リリーは気にし過ぎだよー。便利なんだからいいじゃないー？」

「そうですよ、便利なんだからいいんです」

「うう、釈然としないものを感じる……」

　さて、何故か落ち込んでるリリーさんは放っておいて、次は釣りの用意をしよう。といっても釣つり竿ざおを【ストレージ】から出すだけだけど。あとバケツ。

　ちなみにこの釣り竿、以前ハルーラの北東の森を流れてる川で魚を捕っていた時、暇潰しに作ったものだったりする。予備を含めて５本ほど作ってあるのでリリーさん達２人の分も問題なくある。

　ただ、まあ……現代仕様なんだよね、色々と。手巻き式のリールが付いてたり浮きも用意してたりするし、竿自体も何気にカーボンロッドだったりする。釣り糸は拘りだすとキリがないので適当にナイロンラインだったりするけど。

　え？　ここの普通の釣り竿？　まあ……適当な長さの木の棒の形を整えて、先に糸を結んであるだけっていうか……。

　……うん、難しく考えるのはやめよう。こまけえこたあ、いいんだよ！

「というわけでこちらをどうぞ」

「……なんだか色々付いてるんですが、これは釣り竿ですか？」

「はい。使い方はこれこれこういう感じで……」

「…………」

　おおう、リリーさんがまたしても頭が痛い様子で蹲つくばってしまったぞ？

「いえ、レンさんですからね……もういいです」

　ああ、リリーさんの目からハイライトが消えて諦めの境地に!?

「リリーは気にし過ぎなんだよー」

「でもアリサ、こんな釣り竿、見た事も聞いた事もないよ？　あっちで釣りしてる人達、魚がかかったらそのまま川から離れるように移動して釣り上げてるじゃない？　でもこの竿だとその場に居ながら釣り上げられるとか……変に動かないで色々な場所で釣りができるって、凄い事なんだよ？」

「それはそうだけど、そんな凄いものを平然と貸してもらえてるんだから、そこは感謝して黙っておくのがベターでしょー？　別に言いふらして回ったり、似たようなもの作って売ったりするつもりもないんだから、気にしないで普通に釣りをすればいいんだよー」

　アリサさんは大人だなあ。そういうわけだからリリーさんも早く魚釣りをしましょう。釣果が無かったらご飯抜きですよ？

　そう伝えると途端に立ち上がって川に向かうリリーさんであった。ああ、その前に餌を掘ってこないとだめだよ？

　適当に土手を掘って餌のミミズを確保し、軽くお昼ご飯も済ませたら、いざ釣りの開始。さてさて、どんな感じですかね？　とりゃー！　キャスティーング！　さて、後はかかるのを待つだけ、と……。




　……。

　…………。

　……………………。

　…………………………………………釣れない。

　あれ？　全然釣れないよ？　どうなってんの？　もう１時間くらい経ってるのに、未だに一匹も釣れないっておかしくない？　うーん……あっちの方で釣りをしてる人達は……普通に釣れてるよね。っていうか、リリーさん達も既に２匹ずつ釣り上げてるし。

　……いやいや、ハルーラにいた頃は普通に釣れてたし！　たまたまだよ、たまたま！　でもまあ、人気の釣り場らしいから、在り来りの餌では反応が悪いってところかな……とはいえ、幾らなんでもボウズでは格好が付かないので切り札を使う事にしよう。ぶっちゃけ、ルアー。

「レンさん？　なんですか、それ？」

「秘密兵器です」

「秘密兵器ですか……」

「リリー、きっととんでもない代物だよ。ここから爆釣だよー」

　ははは、そうなるといいね。まあそこそこは釣れるんじゃないかな、ハルーラにいた時も生き餌よりもルアーのほうがよく釣れたしね。お、早速かかった、フィーッシュ！

　……うん。そこそこ釣れるだろうと、思ってたんだけどね。

　いやあ……アリサさんが言ったようにそこからは爆釣。私の独壇場でした。まさかあれから２時間ちょっとで40匹も釣り上げるとは……途中から周囲の視線が痛いのなんの。お陰で早めに切り上げる羽目になりましたよ。




「たくさん釣れましたねえ……」

「私が言ったとおりになったねー」

「うん、レンさんだしね……」

　相変わらずの言われようである。だが反省はしない。

「でもこんなにたくさん釣っちゃって、大丈夫なのー？」

「ええまあ、そこは色々とあるので」

　馬車の陰に隠れてさくっと【ストレージ】に収納。いやはや、マジで便利だよね。もうこれが無かったら生きていける気がしないよ、私。

　さて、魚も仕舞ったし、次はご飯の準備と行きますかー。




　先ほど用意した竈に火を入れて、鍋を油で満たし火に掛け、温度が上がるまでにさくさくっと魚の下した拵ごしらえ。

　釣れたのは鮎あゆ、イワナ、ヤマメの３種。生態だとかはもう気にしない。この世界はおかしい、だからそういうものだと納得しておく。でもそれはそれとして、これらの旬は初夏なので、まさに今頃。味には期待大である。

　えーと、私は１匹ずつの計３匹でいいとして、２人は……うーん、一人２匹ずつの計12匹？　となると、合計15匹か。ちょっと手間だけど、しっかりぬめりを取って、エラやら内臓やらも処理。イワナはフライにするので背骨・腹骨も取っておく。

　って、ノルン達の分も用意しないと！　となると今の倍は仕込まないとだめか……頑張ろう。

　というわけで更に魚の下拵えをし、次へ。

　まず鮎は串を打って全体に塩を振り、しばし寝かす。イワナには塩胡こ椒しょうして、こちらも少々置く。ヤマメはムニエルにするので塩胡椒して小麦粉をまぶし、次の工程へ。

　にんにく・ローズマリーを狐きつね色いろになるまで炒いためたらオリーブオイルを入れて更に炒め、一旦取り出してからヤマメを中火で両面焼き、焦げ目が付いたらバター投下。バターが溶けて馴な染じんだら先ほど除けておいたニンニクとローズマリーを戻して、火を止めて完成。冷めないように【ストレージ】へ。

　次はイワナのフライ。先ほど下拵えしたイワナに小麦粉・卵・パン粉を付けたらこんがり狐色に揚げるだけ。こちらも冷めないように【ストレージ】へ。

　最後に化粧塩を塗った鮎を強火の遠火でふっくらと焼き上げて、全て出来上がり！　ちなみにリリーさん達にはフライにかけるタルタルソースを作ってもらってました。重労働だしね。

　なお、調理の途中からこちらの様子を窺うかがってる商人や他の冒険者がたくさんいた事は言うまでもない。




「さて、少し早いですけど晩ご飯にしましょうか」

「３品も……」

「美味しそー！　いただきまーす！」

　うむ、召し上がれ。

　さあ私も食べよう、先ずは３品の中では淡白な味付けの鮎の塩焼きから。むっしゃむっしゃ。うん、美う味まい。火加減も完璧で、ふんわりほろりとした口当たりがたまらない。米が欲しい！　というわけで炊いたご飯も取り出して食べる。ああ、日本人……。

「塩で焼いただけなのに、なんですかこれぇ……？」

「んむー！　むー！」

　アリサさん、口に物を入れたまましゃべるんじゃありません。

　さて、お次はイワナのフライ。さくさくである。こちらも美味し。揚げ物にはタルタルソースがよく合う……これまたご飯が進むね！　あれ？　２人もご飯所望ですか？　仕方ないなあ。

「これは、お米とよくあいますね！　でも、手が止まらない……こんなの、太るぅー……！」

「……ッ！　…………ッ！　……ッッ！」

　アリサさんはもう言葉も無い様子。さもありなん。

　最後はヤマメのムニエル。バターとニンニクの香りが素晴らしい！　もうたまらん、ムシャア！　あー、リリーさんじゃないけどこれは太るわー。でも後悔は無い！　美味しいご飯は幸せの証！

　結果、40分ほどで３人とも完食！　しかもリリーさん達２人はご飯をおかわりまでしていた。

　……うん、２人とも私の倍以上食べてたけど、後悔しないでね……？




「食べ過ぎました……うう、太る……」

「しあわせぇー……」

　うんうん、今日も私の完全勝利だ。是非もないヨネ！

　ノルンとベルも満足したっぽいし、良き哉かな良き哉。なお、食事の薫りが気になる方々が遠目にこちらの様子を窺っていたようだけど、ノルンの大きさにびびったのか近づいてはこなかった。さすがノルン、私の女神様である。

　あー、でも釣った魚の半分以上食べちゃったね。まあ【ストレージ】には前に捕ったのがまだまだたくさん残ってるから何も問題は無いんだけど。

　おなか一杯食べた後は食休みにお茶を飲みながらおしゃべりしてしばらく休み、寝る準備。お風呂に入りたいけど、そこは我慢して私の【洗浄】で誤魔化しつつ、少し早いけど今日は就寝する。今日はあんまり進めなかった分、明日の出発は朝早くの予定だ。




　じゃあそういう事で、おやすみー………………ぐぅ。
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本作品は、二〇一九年六月、小社より単行本として刊行されたものを電子書籍化したものです。





◎本電子書籍内の外部リンクに関して





ご利用の端末によっては、リンク機能が制限され正しく動作しない場合があります。また、リンク先のｗｅｂサイト、メールアドレス、電話番号は、事前のご連絡なく削除あるいは変更されることもございます。ご了承ください。







Ｋラノベブックス

よくわからないけれど異い世せ界かいに転てん生せいしていたようです２




二〇一九年七月一日発行
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